






































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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その日、百貨店は──伏ふく魔ま殿でんと化したのだった。


『はじめてのおつかい』より










Life.1　蘇よみがえるか？　不死鳥









　リゼヴィムが率いるクリフォトと戦っている頃のことだ。

　それは突とつ然ぜんのことだった。兵ひよう藤どう家にその男がやってきたのだ。

「人間界の空気はやはり肌はだに合わんな」

　ＶＩＰルームのソファでそんなキザなことを言い放ったのは──ライザー・フェニックス！　そう、リアスの元婚こん約やく者たるライザーの来訪だった。

「もう、お兄さま。気取っていないで早く用件をお伝えになったらどうですの？」

　ライザーの妹であるレイヴェルは兄の態度にため息を吐つきながらもそう促うながしていた。ライザーの突然の訪問だったためか、家にいて対応したのは俺、リアス、レイヴェルのみ。

　わずか三人しか集まらないこの状じよう況きよう。むかしのライザーだったら、

「俺が来ているというのにリアスの眷けん属ぞくが揃そろわないとはどういうことだ!?」

　なんて口を尖とがらせたかもしれないが、まあ、その辺りは落ち着いたようで特に気にもしていない様子だった。

　ライザーはコホンとひとつ咳せき払ばらいすると、改めて言う。

「実はな、そろそろ俺の新しい『眷属』を決めようと思ってな。協力してほしい」

　そう言うなり、ライザーは懐ふところから『僧侶ビシヨツプ』の駒こまをひとつ取り出した。未使用の駒だ。そう、ライザーは実の母親と自身の『僧侶ビシヨツプ』でもあったレイヴェルをトレードしたのだ。そのため、現在、レイヴェルは母親の『僧侶ビシヨツプ』であり、ライザーの『僧侶ビシヨツプ』は一名空席という格好になっている。つまり、ライザーは現状フルメンバーではない。レーティングゲームへの本格的な復帰も考えていると聞くし、本ほん腰ごしを入れて取りかかり始めているのだろう。その大きな要のひとつが新たなメンバー増員なのだと思う。一人入るだけでゲーム戦術がまるで変わるって世界だし、実際、仲間が一人増えたら戦い方も変化する。……パワー押しのグレモリー眷属の象しよう徴ちようである俺が言うのもなんだけどね。

　リアスがふむふむとうなずいて述べる。

「新しい眷属を決めるのね。協力はいいけれど……なんといいましょうか、あなたらしくない提案だわ」

　当とう惑わく気味のリアス。

　おそらく、リアス的にライザーは新たな女性要員を欲ほつしていると見ており、それを元婚約者に協力しろというのが理解に苦しむところなのだろう。

「ハーレム要員を見つけるから元婚約者であるキミも協力しろ」──と言ってきているようなものだからな。リアスの彼氏たる俺もちょいと聞きき逃のがせないことだと思ったので、当たり障りがない程度に言う。

「元婚約者といえど、新しい女の子を見つけるの手伝えってのもどうなんでしょうか？」

　と、俺が言うとライザーは思いも寄らない答えを口にする。

「ん。まあ、新しい眷属が女ってのは、もちろんだが……いちおうな、一人ぐらい野や郎ろうが入ってもいいんじゃないかと思ってもいる」

　…………。

　……………………。

　……本当に予想外な答えのため、俺は一いつ瞬しゆん頭のなかが真っ白になった。隣となりにいるリアスも同様にライザーの言葉を耳にして時が止まったかのように固まってしまっていた。

　一いつ拍ぱくおいたのち、俺とリアスは同時に叫さけぶ。

「「ええええええええっ!?」」

　当然だった！　あのライザーが！　好色家として印象深いフェニックス家の三男が！　眷属全員を女性で固めてハーレムを実現した男が……野郎の眷属でもいいと言った!?

　あり得んあり得んあり得んあり得んあり得ん！

　俺は混乱してしまい、脳内で「あり得ん」を連発してしまっている！　それほどの衝しよう撃げきだ！　ふいに視線をレイヴェルに向ければ──目玉が飛び出す勢いで驚おどろき、口までポッカリ開けていた。こちらも兄の言動に心底驚いたのだろう。

「お、お、お、お、お、お、おおおおおおおおおおおおおお兄さま！　何か、ご病気でもされたんですの!?　おかしいですわおかしいですわ！」

　妹までそんな顔を見せたためか、ライザーは若干不ふ機き嫌げんな面持ちで言う。

「……俺が男の眷属を入れるなんて、おかしいか？」

「「「うんうん」」」

　ライザーの問いに三人が同時にうなずいた。それを見てガックリとするライザー。

　ライザーは首を横に振ふってあらたまり、俺に指を突つきつけて叫ぶ。

「とにかくだ！　赤せき龍りゆう帝てい、兵藤一いつ誠せい！　ようやく、おまえのスケジュールが取れたのだ。今回は出来うる限り協力してもらうぞ！　さあさあ、いますぐ冥めい界かいのフェニックス領に転移開始だっ！」

　こうして、俺たちは手が空いているオカ研メンバーを何名か連れて、冥界へジャンプすることになった。




　──と、所変わって俺たち（俺、リアス、レイヴェル、駆かけつけてくれた教会トリオと小こ猫ねこちゃん、ギャスパーの後こう輩はい組）が転移の魔ま方ほう陣じんでたどり着いたのは、フェニックス家のお城！

　以前、ここには来たことがあった。ライザーの引きこもりを治すために訪れたときだ。

「姫ひめさま！　お帰りなさいませ！」

「ああ、レイヴェルさま！　心配しておりました！」

　レイヴェルのもとに続々と集まるフェニックス家の使用人。レイヴェルは姫としてこの城で働くヒトたちに慕したわれているんだな。

　もう一方のフェニックス家の者はというと……。

「ライザーさま、この間お渡わたしした書類に早くサインをくださいませ」

「坊ぼつちゃま！　先日の公務を無断でお休みになられたとはどういうおつもりなのですか!?」

「ま、まあ、待て、おまえたち！　俺のことよりも客人が来ているんだぞ、対応してくれ！」

　対照的なまでに使用人から責め立てられるライザーの姿があった。なんというか、ライザーらしいっちゃらしい光景だね。リアスも額に手を当てて嘆なげいている様子だった。仮にリアスがライザーの嫁よめになっていたら、毎日こんな場面に遭そう遇ぐうしていたのかもしれない。

　……いやいや！　リアスがライザーの嫁になんてなりゃしないし、俺が嫁にもらうぐらいの気き概がいは持っていますけども！……それは後々ということで、いまはここに連れてこられた理由だ。

　ライザーに案内されるまま、廊ろう下かを進む俺たち。ライザーが言う。

「実は明日、この城が新たな眷属を選定するための一大試験会場となる。兵藤一誠には、眷属を選定する審しん査さ員の一人として立ち会ってもらいたい」

　……マジか。これはまた想定外のお願いだ。自分の眷属選びに協力してほしいというから、誰だれかめぼしい者を紹しよう介かいするか、意見でも聞きたいぐらいの認識だったわ。まさか、この城で眷属選びの試験をおこなって、俺を審査員にするだなんて思ってもみなかったよ！

　ライザーは申し訳なさそうにリアスに言った。

「悪いがリアス。兵藤一誠の他に『僧侶ビシヨツプ』二名にも協力してもらいたい。俺の今回の募ぼ集しゆう枠わくも『僧侶ビシヨツプ』だ。参考になると思うからな。ただ──」

「私は審査に出ないほうがいいわよね。……その、スキャンダルになりそうだし」

　リアスはライザーの言葉にそう続けた。ライザーも言葉少なに「すまない」とだけ謝る。二人は元婚約者同士であり、婚約が破談になったとき、冥界では一大スキャンダルとなった。……ま、まあ、その一件、俺がめっちゃ絡からんでるんだけどね。会場に乗り込んでリアスを奪うばった張本人だしさ。

　その後の報道でも結局リアスと俺が「身分違ちがいの恋こい」をしたから、そういう結果になったのだろうと報じられていたという。そんな経けい緯いもあり、過去にいざこざのあった者同士が「ライザー・フェニックスの眷けん属ぞく審しん査さ」で仲良くご同どう伴はんってのは、メディアが知ったら格好の餌え食じき。騒さわぎ出すに決まっている。だからといって元婚約者の眷属を審査員にするというのもそれはそれでいらぬ噂うわさを立てられそうなものなのだが……ギリギリＯＫなのだろうか？

　それらを皆みなも踏ふまえた上でゼノヴィアがライザーに問う。

「だが、自分の眷属を選ぶのにイッセーに審査させるというのは、リアス部長の元婚約者殿どのとしては複雑ではないのか？」

　ご尤もつともな意見をゼノヴィアは口にした。

　俺もそう思ってた。俺はいわばライザーにとっての恋こい敵がたき。最近、よく通信の魔方陣で会話をするけど、こんな大事な試験の審査員に俺を据すえていいのだろうかと恐きよう縮しゆくする思いと同時に疑問に感じる。

　ライザーは顔を背けて言い放つ。

「くっ！　た、単に赤龍帝の知名度を利用しようと思っただけだ！」

　あー、俺の「おっぱいドラゴン」としての名を使って、広く募集をかけたいというところなんだろうか。それならわかりやすいな。

　しかし、レイヴェルはクスクスとおかしそうに笑う。イタズラな笑えみを浮うかべて言った。

「もう、お兄さまったら。正直にお話ししたらよろしいのに。──イッセーさまのご意見を参考にして、一いつ緒しよに審査したい、と。他に親しい殿との方がたのお知り合い、いらっしゃいませんものね？」

　レイヴェルの一言にライザーはというと、「う、うるさい！」と怒ど声せいを張り上げながらも、顔が真っ赤になっていた。

　……し、親しい知り合い、か。光栄なのか、それとも複雑と思うべきなのか。俺も反応に困ってしまっていた。

　その日、俺たちは明日開かれる試験のため、夜よる遅おそくまで打ち合わせを重ねた。







　次の日──。

　フェニックス領で迎むかえる初めての朝。……昨夜はレイヴェルのお母さんも出てきて丁重な扱あつかいを受けてしまった。ライザーもなぜか飲めや歌えやと上じよう機き嫌げんの様子だったよ。フェニックス家の現当主さまと上のお兄さん二人は仕事で城にいなかったが……グレモリー城に滞たい在ざいするよりも気を遣つかってしまって緊きん張ちようしてしまった。

　俺は朝の身支度を終え、提供してもらった部屋から出ていく。ふいに城の窓から外を見やると──そこには門へと続く長ちよう蛇だの列れつ！　フェニックス領だけじゃなく、冥界全土から書類審査を通った参加者が朝も早くから集ってきていた。男女問わずに募集をかけたせいか、男性悪あく魔まの姿も多い。種族としても、窓からパッと見るだけで、ヒト型の悪魔をはじめ、巨きよ軀くの獣じゆう人じん、果ては魔ま物ものや巨きよ大だいなドラゴンまで並んでいる！

　……う、うーん、枠わくはたったひとつなのに、この様相。書類審査があったとはいえ、並んでいる数は千を軽く超こえている。ここからいくつかの試験でふるい落としていく。募集をかけたとはいえ、今回でその一枠が埋うまるとも限らない。主であるライザーがすべての参加者にノーを突きつければ今回はそれで終しゆう了りようだ。次の機会に持もち越こされる。

　当然だろう。現代の上級悪魔は最大で十五名までしか眷けん属ぞくに出来ない。与あたえられる駒に余よ裕ゆうはないのだ。しかも残りひとつとなれば、選ぶのにも強いこだわりを持ってしまうだろう。俺だって将来残りの駒がひとつになったら、眷属選びが慎しん重ちようになると思う。

　けれど、いまだ上級と下級で大きな隔へだたりのある悪魔世界。下級悪魔にとって、上級悪魔の眷属になるのは、出世への大きな第一歩となる。野心のある者にしてみれば『悪魔の駒イーヴイル・ピース』とは、喉のどから手が出るほど手に入れたいものだろう。

「はーい、これパンですよ。天界印のありがたーいパンでーす」

　……窓から見える見知った天使さん。イリナが列に並ぶ者たちにパンを配っていた。……こんなところで「イリナベーカリー」を開いちまったのか!?　ホームベーカリー天使はどこにでも発生するんだな……。

　……とにかく、俺にとっても今回の試験はいい機会だ。将来、上級悪魔になって眷属を持ちたいという願望がある以上、この手の試験を審査するってのは経験としても重要だと思う。ライザーが俺と似たような思考──ハーレム大好きってのも素晴らしいポイントだ！　今日は思う存分堪たん能のうさせてもらおうか！

「これもハーレム王になるためだ！　審査員、気張るぜ！」

　──と、気合いを入れ直したところで俺は集合場所である会議室へ歩を進めた。







　会議室で試験の内容と俺たちの仕事を最終確認する。

　主な試験はフェニックス家が取り仕切り、ライザーが総合的に主導していく。俺たちで重要なのは、審査員の俺、アーシア、ギャスパー。アーシアとギャー助も審査員なのは、『僧侶ビシヨツプ』として参加してほしいという主しゆ催さい側の意向だ。若手ナンバーワンと称しようされており、将来有望なリアス・グレモリー眷属に属する『僧侶ビシヨツプ』の二人。ライザー的には申し分ないという。

　かわって俺の参加は絶対条件。何せ、この試験の募集の一要素として、「審査員に赤龍帝・兵藤一誠も参加！」と謳うたってしまっているのだ。フェニックス家としては今いま更さら退けないものとなっている。

「イッセーさま、あの列はご覧になりました？　実は、イッセーさまが来ると聞いて参加されている方もいらっしゃいますのよ？」

　レイヴェルはそう口にする。

　……なんでも、この手の試験に飢うえている悪魔にとって、赤龍帝の存在は本人が思っている以上にデカいらしく、すでに俺の眷けん属ぞく枠わくを狙ねらっている者が男女問わず大勢いるというんだ。彼らにとって、俺の上級悪あく魔ま昇しよう格かくは時間の問題であり、こういう試験に顔を出すというのはそれだけで意味のある出来事と捉とらえられている。つまり、フェニックス眷属になれれば万々歳だけど、それが叶かなわずともここで俺に目をつけられておくのは、将来性を考える上で十分なのだろう。

　……うわぁ、眷属集めって、思っている以上に欲よく望ぼう渦うず巻まく一大イベントなんだな。まだ上級悪魔になれるかどうかわからないのに、彼らのなかではすでに俺の眷属枠の競争が始まっている！……今日は視線が怖こわそうだ……っ！

「……気をつけてください、イッセー先せん輩ぱい。おそらく、お色気作戦でイッセー先輩の気を引く女性悪魔もいると思われるので。先に既き成せい事じ実じつを作っておいて眷属参加を迫せまるというのはよく聞くお話です」

　などと、小猫ちゃんは注意をくれる。

　……なるほどなるほど。俺が女に弱いことを知ってのお色気作戦！　女体で釣つって将来への投資にする腹か！　そ、それはそれで興味が引かれるなぁ……っ！

「いい女ならやらんからな！　俺がゲットする！」

　ライザーにけん制されてしまった！　クソッ！　早く俺だけの駒こまが欲しいもんだぜ！　ヒトのハーレム形成を横で見るのは耐たえがたい苦痛だよ！

　リアスが概がい要ようの書かれた書類に目を落としながらライザーに問う。

「けれど、男性も参加させるなんて、驚おどろいたわ」

　うん、リアスの言うとおりだ。ハーレムを実現させた男が、まさか最後の一枠に男を入れてもいいなんて思うとはね。実妹のレイヴェルでさえ、「本当、驚きですわ」とリアスに同意していた。

　ライザーは髪かみをかき上げたあと、苦笑いする。

「……まあ、それもそうか。俺らしくはないだろうな。なんていうかな、俺も心境の変化みたいなものがあったんだ。……リアスやサイラオーグ・バアル、若手の悪魔たちを見ているとな、先輩の俺として思うところはあるさ」

　……なるほど。リアスやサイラオーグさんは、若手四王ルーキーズ・フオーと称されており、ゲーム参戦前の悪魔としては期待のルーキーとして冥めい界かい内外で広く知しれ渡わたっている。それを現役ゲームプレイヤーたるライザーが気にしないわけがない。将来、ゲームに参戦したとき、強敵として立ちはだかる可能性が高いのだから。意識しないほうがおかしいのだろう。

　ライザーは続ける。

「女でチームを固める。男の『王キング』でそれだと、趣しゆ味みめいたものに見えるだろうが、これも能力をそれぞれで補い合えば、立派なチームとして機能する。俺も趣味で眷属を集めたところがあるが……それは上級悪魔にとって珍めずらしいことじゃない。自分の思おもい描えがく眷属を作るのも上流階級に生まれた者の特権とも言える。……という建前を語っておいてなんだが、俺も最近思うわけだ。──下の世代は、主従関係以上のものを眷属と作り上げているとな」

　ライザーがリアスを見やる。

「リアスならば……愛情だろう。眷属を慈いつくしむ流りゆう儀ぎは、冥界でも有名だ。サイラオーグ・バアルは眷属と共に大きな野望──夢を抱いだいてまい進している。そういう……なんというかな、ポリシーというものだろうか、いや、チームの原動力とでも呼んだほうが正しいのか。それが俺──俺のチームにはないのだと感じられてならなくなった」

　ライザーは頰ほおをかきながら、そう告白した。

　……ポリシー、夢か。確かにリアスやサイラオーグさん、ソーナ会長も夢、目標を持って突つき進すすんでいる。それは俺たちの指針にもなるし、チームを動かす原動力として必要不可欠だ。

　ライザーは続ける。

「そういう意味で、新しん鮮せんな空気をチームにもたらす奴やつが欲しいわけだ。願うなら、女のほうがいいが、革新をもたらしてくれるのなら、男も無下にはしないさ」

　……本当に変わったな、このヒト。最初に出会った頃ころは、嫌いやみでスケベな貴族だなって思ったけど、会うたびに態度は軟なん化かしていって、ついにはこんなことも口にするようになった。横でレイヴェルも目元をハンカチでぬぐっていた。

「……うぅ、お兄さま。ご成長なさいましたわね。妹としてもうれしくて涙なみだが出るほどですわ。あれほど、女女女酒金女だったお兄さまがこんなにも変わられるなんて……っ！」

　妹の告白にさすがのライザーも困こん惑わく気味だったが、上ずった声音でこう叫さけぶ。

「か、勘かん違ちがいするな！　男を取り入れるとは言うが、軟なん派ぱな奴は入れんぞ！　眷属にするなら女よりも武功にしか興味が無い生きつ粋すいの武人か、草食系で当たり障りのない奴だ！　俺の女どもには手を出させん！」

　そんなことを言うけど、高圧的な態度がなりをひそめた時点でやっぱり変わったんだと思うんだよね。

「最後に付け加えておくと、『できるだけ妹キャラが欲しい』と募ぼ集しゆうの要よう項こうには記した。やはり、レイヴェルが抜ぬけた穴は、同様の属性で埋めたい」

　ライザーは自分のこだわりを主張した。皆みなは首をかしげていたが、俺はわかるぞ！　そうだよな、やはり妹系っていいよね！　俺は今日そこも審しん査さしていきたいね。

　そんなこんなで最終確認をしたあと、ついに試験は始まる。







「俺の眷属になりたい奴は、勝ち上がってこい！　共にレーティングゲームの歴史に名を残そうではないかっ！」

『おおおおおおおおおおおおっ！』

　参加者全員を城の広い中庭に集めたあとで、ライザーが開幕の宣言を行った。怒ど号ごうのような参加者たちの叫び声が響ひびき渡る。

　……しかし、参加者たちのあの様子。気合いだけで肌はだにビリビリときたぜ。

　審査員たる俺とアーシア、ギャー助は中庭に設けられた席に座り、会場の様子を見守っていた。まだ、俺たちの出番はない。まず、各試験で人数を絞しぼる。おおよそ、二ふた桁けた台にまで減ったところで最終フェーズとなり、俺たちの意見も反映されるようになるのだ。

　参加者がおこなう試験は、筋力テストに始まり、魔ま力りよく適性、駒適性（各駒との相性）など、多た岐きにわたる。政府から発表されている眷属悪魔の平均能力値に照らし合わせて、参加者を評価していく。平均的に能力が高いのはもちろん必要要素だが、極きよく端たんに突とつ出しゆつしているのも評価されるポイントだ。体力ないし魔力が抜きん出でていたり、あるいは特有の力──神器セイクリツド・ギアを所有していたりすると、他の能力が劣おとっていたとしても大きく認められる。つまり、尖とがった力も眷属悪魔には必要なものということだ。まあ、今回は悪魔ばかりだから神器セイクリツド・ギア所有者は皆かい無むだろう。

　レーティングゲームはチームバトルだからね。チームメイトの得手不得手をお互たがいに補っていけばいい。だから、ひとつでも飛とび抜けたものがあれば、それだけで武器となり、アピールポイントになる。

　……眷属悪魔の評価基準は能力主義なのに、一いつ般ぱん悪魔の生活や上級悪魔同士の交流は階級と家いえ柄がらが絡からむんだよな。なんとも複雑な構造といいますか……。だからこそ、冥界でゲームがいろんな意味で注目されるんだろうな。一般出の悪魔でも一発逆転のチャンスがあると夢見ることができる──なんてさ。

　──と、これが一般的な上級悪魔が行う眷属悪魔の審査風景となる。いちおう、レーティングゲームを取り仕切る団体専属の試験官が各試験を厳しくチェックしている。じゃあ、その試験官に最後まで見てもらってもよくね？　などと思うが、最後に決めるのは主となる悪魔の匙さじ加減でいいのだという。今回に限ってはライザーの意思で最後の審査を俺たちに任せる形となった。試験官にすべて任せる悪魔もいるそうだけどね。

　そのようなわけで試験は会場のあちこちで始まっていた。歓かん声せいが沸わくこともあれば、落らく胆たんの声も聞こえてくる。

　いやー、しかし。勉強になることばかりだな。なるほどなるほど……。俺はメモ帳に気になったところを書き留めていた。こういう試験もあるけど、リアスみたいにフィーリングで決めることも多い。その辺はヒトによりけりなのだろう。俺は一度ぐらいこういう試験を行ってみたいね。自分ではなかなか探しに行けない子が、情報をもとに来てくれるかもしれないしさ。

　などと、興味深く観察していると──。

「あのぉ、赤せき龍りゆう帝ていさまですかぁ？」

　間延びした女性の声が聞こえてくる。視線を向ければ──そこにはバインバインに揺ゆれるおっぱいががががががっ！　大だい胆たんに胸元が開かれた衣装に身を包む官能的なお姉さんが、俺に艶つやのある顔を見せてくれていた。

　俺は生なま唾つばを吞のみ込み、おっぱいから視線をはずさずにうなずく。

「は、はい、俺が赤龍帝ですけど……？」

　そう答えると、お姉さんは喜び、距きよ離りを縮めてくる！　俺の手を取り、胸元に寄せた。

「わたしぃ、赤龍帝さまの大ファンでしてぇ、もう最初にテレビで拝見したときからぁ、こう、なんというかぁ、ドキドキするようなぁ、ワクワクするようなぁ、ときめいたものを感じていたんですよぉ？」

　甘えるような声音でそう言ってくれるお姉さん！　こ、これは、ハニートラップに違ちがいない！　女性の瞳ひとみの奥から感じるのは──獲え物ものを狙う女め豹ひようのそれだと思う！　小猫ちゃんもさっき言っていた！　俺のことをすでに狙っている悪魔もいると！　こ、このお姉さんも将来の俺の眷属枠を狙っているに違いないんだ！

　そう、頭ではわかっている！　危険だとわかっている！

　で、でも……っ！　こんな風にお姉さんに迫られたことがないから！　初めてだから！　うれしいから！　つ、つい！

「そ、そうなんですかぁ！　いやぁ、参っちゃうなぁ！」

　などと、デレデレの表情で鼻の下を伸のばしてしまう俺がいた！　わかっているんだ！　頭ではわかっている！　けど、仕方ないじゃないか！　こんな風に言い寄られるなんて、そうないんだぞ!?

　本能が！　経験のない男の性が、理性を上回ってしまいそうだ！

　お姉さんが俺の手を引く。

「あ、あのぉ、あっちで……ちょっと、二人きりでお話できませんか……？」

　物もの陰かげを指差しおっぱいをこれでもかと強調して揺らしながら、そんな甘ったるい声を聞かせてくる！

　──既成事実！

　そんなフレーズが脳内を駆かけ巡めぐる！　二人きりで何をするんですか!?　既成事実ってどんなことをしますか!?　僕はもう頭が沸ふつ騰とうしそうで、既成事実の正体を確かめたくなるほどです！

「イッセーさん！　ダメですよ！　お家に帰ればイッセーさんの大好きなおっぱいはたくさんあります！」

　同じ審査員のアーシアも俺を正気に戻もどそうと手を引く。ああ、どうしたものかと当とう惑わくしていると、俺の手から女性の手を放させた者がいた。

　──レイヴェルだった。

　我がマネージャーが決然と間に入り、女性の前に立つ。

「兵藤一誠さまは今回審査員としてご列席されてますわ。余計な接せつ触しよくはお止めください。──不正行こう為いとして、失格にしますけれど？」

　彼女の毅き然ぜんとした態度にさすがの女性も「ご、ごめんなさいぃ」と身を退いていった。

　さっすが、敏びん腕わんマネージャー！　俺のことを死守してくれる！

　レイヴェルは振ふり返かえり、俺に指を突きつけてきた。

「もう、イッセーさま！　小猫さんが気をつけてほしいと言っていたではありませんか！　赤龍帝であるのなら、もう少ししっかりしてください！　ここにリアスさまやゼノヴィアさんがいなくて本当に良かったですわ。いたら、問題になってました」

　そう注意をくれたレイヴェル。面目ない限りだ。情けない姿をレイヴェルに見せてしまった。し、しかし、俺を誘ゆう惑わくしてくる女性悪あく魔まがいるってのは本当なんだな。こ、これは注意しなければ……っ！　女性に弱い俺にとっちゃ、ヴァーリや邪龍よりも厄やつ介かいで強敵だぞ！

　ちなみにリアスはいらぬスキャンダルを避さけて、レイヴェルのお母さんとお茶会を開いている。ゼノヴィアのほうは各試験内容が気になったのか、離はなれた位置で参加者たちを見守っていた。

　レイヴェルは息を吐つき、気を取り直して言った。

「審査のほう、もう少しだけお待ちくださいましね」

　レイヴェルが俺たち審査員にお茶を淹れてくれる。お茶を置きながら続けた。

「お兄さまの眷けん属ぞくにもこの手の審査で残り、晴れて眷属入りを果たした者もおりますわ」

「へー、じゃあ、ライザーさんは結構試験をおこなっているんだ？」

　俺が問うとレイヴェルが微笑ほほえむ。

「ケースバイケースでしょうか。出張先で見つけて眷属にしてきた子もいますわ。兄はあんな性格ですけれど、無理矢理の転生は行っていませんわよ？　意外にも合意の上で眷属にしてますわ」

　ああ、それはなんとなくわかるわ。ライザーはキザでお坊ぼつちゃん気質なところがあるけど、いわゆる悪魔的な条件で眷属にするようなタイプではないだろう。それは、彼の眷属を見てもわかる。ちょうど、いまだって──。

「ライザーさま、どのような者にするのですか？」

「また女の子？　レイヴェルちゃんみたいな妹系？」

「男子入れるってマジマジ？」

「マジマジ？」

　試験を見守るライザーの周囲に群がるフェニックス眷属の女性陣じん。

「おまえら、少しは真面目に試験を見ていろよ？　新しいチームメイトになるかもしれないんだぞ」

　ライザーも手慣れた様子で息を吐きながらそう注意していた。

　ライザー眷属の微笑ましい光景に和やかな気分になっていると、中庭の一角から激しい破は砕さい音が聞こえてくる！　土つち煙けむりが巻き起こり、振しん動どうが空気を伝わって届いてきた！　しかも一カ所だけじゃない！　複数同時にそれは起きていた！

　突とつ然ぜんの出来事についつい立ち上がって視線を向けてしまう俺！　すると、リアスが目立たないように俺の背後から現れる！

「ふふふ、どうやら、彼らが活かつ躍やくしているようね」

　そんな意味深の言葉を漏もらす彼女。どうやら、この現象に覚えがあるようだ。

「どういうこと？」

　問う俺にリアスが答える。

「実は、今回私の眷属を貸すのを条件にこちらの提案も吞んでもらったのよ」

　提案？　怪け訝げんに思う俺の耳に聞き覚えのある声が届いてくる。

「──ふふふ、私の全力疾しつ走そうに勝てる者などいませんよ！」

　そう言いながら猛もうスピードで中庭を駆け回るヒトのような鳥のような奇きっ怪かいな生物！

　──や、奴やつは、神こう戸べ出身でありながら名な古ご屋やコーチンの鳥ちよう人じんという高たか橋はし輝空スカイ！

　そう！　駒く王おう学園のテニス部部長であり魔ま物もの使いでもある安あ倍べ清きよ芽め先せん輩ぱいのしもべたる鳥人だ！　な、なぜ、あの三歩歩いてすべてを忘れる鳥頭野や郎ろうがここに……？

　しかし、衝しよう撃げきはそれだけではなかった！　違う試験では、首のない甲かつ冑ちゆう騎き士しがテスト用の巨きよ岩がんを持ち上げていた！　その首なし甲冑騎士にも覚えがある！

「あ、あれは、デュラハンのノーヘッド本ほん田だ！　心の友、本田じゃないか！」

　あれも安倍清芽先輩関連の魔物だ！

　──今度はふいの寒気。中庭を冷気が包み込む！

「ウホホホォォォォオオオオオオオオオオオッッ！」

　獣けものの咆ほう哮こうと共にドラミングの音も周囲に鳴なり響く──。そこにいたのは、冷れい凍とうブレスを吐く白いゴリラ！　いや、雪お──ゴリラッ！

　──ク、クリ、いや、ゴリスティッッ！

　白い影かげはひとつだけじゃない！

「ウホホホホホ（爆）」

　豪ごう快かいな笑いを発するもう一体のゴリラ！　あれは……おそらくクリスティの姉のステファニーだッ！　ゴリラ姉妹がなんでこんなとこにいるんだよ!?

「ゴリラ！　ゴリラ！　鳥！　鎧よろい！」

　俺は指を奴らに突つきつけながらそう叫さけぶ！

　リアスが語る。

「ええ、安倍さんにね。言われたの」

『ねぇ、リアスさん。私の魔物って、悪魔の眷属に勧かん誘ゆうされるほどの実力はあるかしら。ちょっと機会があるなら、試してみたいわ』

　卒業を間近にした同級生からの頼たのみ。リアスも「機会があれば」と渋しぶ々しぶながら了りよう解かいしていたのだが……ちょうどライザーの眷属募ぼ集しゆうがあったのでそこに出られるよう計らったというのだ！

「書類審しん査さ無しでも落ちるでしょうし、記念だから呼んでみたのよ」

　なんてリアスは言うけど！

「遅おそい遅い！　私のスピードに……はて、私はなぜここにいるのでしょうか？　いや、だからこそ、自分を探せるのかもしれませんね……ふふふっ」

　高速で動き回りながら、自分を忘れ、自分探しを始めた鳥人。

「…………」

　巨岩でお手玉を始めた首なし甲冑騎士。

「ウホホホホッ！」

「ウホッホッ（汗あせ）」

　冷気を吐きながら談笑しているゴリラ姉妹。

　明らかに試験を楽々にクリアしているように思える！

「へへっ、冥めい界かいの空気もわるかねぇ」

　さらにそんな風に言いながら河童が巨きよ大だいな水柱を出現させていた！　あー、あの河童にも見覚えあるわ！

「あれはサラマンダー・富田さん！　バカな、河童まで来ちまっているのかよ!?」

　小猫ちゃんの憧あこがれである河童のラッパー！　いつの間にか、近くに寄っていた小猫ちゃんが言う。

「……私の推しメンです」

　などと、小猫ちゃんはサムズアップして自じ慢まんげに言ってくれるが……。推しメンか……自慢のキュウリで押おし寿ず司しでも作ってろと叫びたいぐらいだぜ……っ！

「バッッッ！　プルゥゥゥゥンッッッ！」

　雄お々おしい雄お叫たけびを上げながら、対戦相手をまとめて数十人吹ふっ飛とばすのは──デフォルメされたリンゴのキャラクターの被かぶり物をした何者か！　って、あのゆるキャラは、バアル領の「バップルくん」じゃないか！

　それを見てリアスが微笑む。

「サイラオーグ──いえ、バップルくんも来てくれたようね。いちおう、ゆるキャラ枠わくとして声だけはかけてみたの。彼もこの手の試験には興味があるようだから」

　──マジでサイラオーグさんまで来ちゃったの!?

　驚おどろきの連続で口が開いたままの俺をおいて、試験は進んでいき、ついに最終フェーズに突とつ入にゆうする。







「…………」

　審査員席に座り、渋しぶい表情となっているライザー。横に座る俺にも、ライザーの不快感が伝わってきていた。

　各試験を抜ぬけて、最終フェーズまで残った者が、設置された壇だん上じように立っていた。

　左から、高橋輝空スカイ、ノーヘッド・本田、クリスティ＆ステファニー姉妹、サラマンダー・富田、そしてバップルくんという異次元の布ふ陣じんである。俺が今回の主しゆ催さい者しやなら、迷わず逃にげ出すだろう。しかし、プライドの高いライザーは、俺たちも呼んだ手前、そんなことも言えず、ただただ苦い顔をしながら耐たえていた。

　リアスも招いた者たちが全員試験を通るなどと、予想外だったようで若干困こん惑わく気味である。リアスはお茶目さんだ。そりゃ抜けるよ、この布陣なら。人外中の人外だもの……。

　壇上に立つのは急きゆう遽きよ最終試験の司会をすることになった僕らの天使──イリナちゃん！

『えー、皆みな！　アーメンしてるーっ!?　そんなわけでライザー・フェニックスさんの「僧侶ビシヨツプ」を巡めぐる審査もついに最後の試験となりました！　審査員の前でのアピール合戦でーす！』

　テンションがだだ下がりの俺とライザーをおいて、イリナは元気はつらつだった。

　ライザーが俺にだけ聞こえる声で訊きいてくる。

「……なあ、兵藤一誠。……お、女が一人もいないんだが……」

「あ、えっと……あのゴリラいますよね？　あれ、女の子です」

「…………人間界の言葉はわからん。俺にもわかる言語で話せ」

「いや、あんた悪あく魔まじゃん！　言葉わかるでしょうが！　だから、あの白いゴリラ、女の子ですって」

　無言で顔を手で覆おおうライザー。くぐもった声で「……おおぅ」と漏らしていた。精神にダメージを受けているようだ。

「……ちなみにどちらがメスだ？　俺には判断がつかん」

「どちらもメスです。姉妹なんですよ、あの子たち」

「…………少し泣く」

　顔を手で覆うライザー。頰ほおにキラリと何かが輝かがやいて伝っていった。だが、無情にも時は進んでいく。

『それでは、各人、アピールタイムでーす！　妹系であることもアピールしてくださいね！』

　イリナがそう促うながし、地じ獄ごくのアピールタイムが幕を開ける。

　まず初めに鳥人こと高橋輝空スカイ。

「こんにちは。えーと、ピタゴラス家の試験でしたっけ？　いや、ガラパゴス諸島家だったかもしれませんな。私の一族はその系けい譜ふをたどるとイースター島に行き着きまして──。いや、トースター島だったかもしれません。というか、私はなぜ生まれたのでしょうか……。しかし、妹かそうでないかと問われると……そうですね、難しい問題ですが、あえて言うのなら、妹のジャンルに入るのかもしれませんな。最近は、妹というのも広いジャンルになりつつありますしねぇ。──女と未と書いて、妹。なかなか、深い意味があるんじゃないですかね？」

　すでに目的どころか、存在意義すら忘れてしまっている鳥頭は、その後、開始数分でどこかに飛び出していって二度と帰ることはなかった。

「女と未と書いて妹……。やはり、妹キャラとヒトから言われたままじゃ、ダメなんですね……っ！」

　なぜか鳥の話に感かん銘めいを受けたかのようなアーシアは奴に高評価だった。

　二番手はノーヘッド・本田である。

「…………」

　彼はしゃべれないので、スケッチブックを用いて……漫まん談だんを始めてしまった。なぜか、ギャスパーとゼノヴィアだけ笑いのつぼにハマッたようで終始大だい爆ばく笑しようしていた。俺たちは苦笑していた。

　親友の本田のため、俺は無条件で評価を高くする。もう、基準なんてありゃしねぇよ、こんな試験！

　三番手は河童のサラマンダー・富田さんである。

　壇上から一番近くの席に小猫ちゃんが陣じん取どり、熱ねつ烈れつなファンの様相を見せていた。目もキラキラと輝いて、憧れの芸能人を見るかのようである。あの河童の何が猫ねこ耳みみ少女の心を強く捉とらえるのだろうか……。

　マイクスタンドを逆さに持ちながら河童は言う。

『強いて言うなら、俺はアレだ。──一いち陣じんの風。風の妖よう精せい──シルフ。……妹じゃねぇ。決して、かわいい代物じゃねぇんだ。──シルフさ。儚はかなくて風のように消え去る……それでいいじゃねぇか、妹なんてもんはよぉ……っ！　いつまでも兄貴のもとにいるもんじゃねぇんだよ、妹はよぉ。──妹はシルフなのさ』

　キザな声音でそう言うキュウリ農家のせがれ。

　いや、あんた火の妖精サラマンダーの名前を冠かんしているじゃん！

『聴きいてください。──新曲「河童だって回転しない寿す司し屋やで働きてぇ」』

「……待っていました！」

　突とつ然ぜんライブとなり、盛り上がる小猫ちゃんが感動の涙なみだを流していた。すでに小猫ちゃんのためだけのリサイタルだ。俺は稀まれに小猫ちゃんを見失いそうになる……。

　四番手は──バップルくんだった。

　壇上に立ったサイラオーグさ──バップルくんはバアル領特産のリンゴを取り出して、軽々と握にぎってつぶしてジュースにしていた。

　バップルくんは出来たて搾しぼりたてのジュースをライザーに渡わたす。

「兄上殿どの、俺で良ければ毎日搾りたてのリンゴジュースを作りますぞ」

　その一言にとうのライザーはというと、

「……やだ、俺、殺し文句言われてるぜ……。いいかもなんて思っちゃった……」

　ここまでのぶっ飛びすぎた経けい緯いもあってか、感性が壊こわれてしまったかのように、リンゴの着ぐるみに言われた一言にときめきを感じている様子だった！

　戻もどってきて、ライザー！　そのヒト、妹じゃないよ！　漢おとこのなかの漢だよ！　筋肉モリモリすぎるよ！

　ただ、サイラオーグさんなので俺も高評価をつけてしまった……。つくづく俺はリアスといい、グレモリー家の縁えん者じやに弱い……。

　最後はついに念願の──メスゴリラッッ！　最終試験に残った唯ゆい一いつの希望……いや、絶望！　参加者は女性のほうが多かった。しかし、蓋ふたを開けてみたらどうだろうか、この惨さん状じようは……。最後まで残った女の子はこの雪ゴリラ二体のみ！　現実は非情である。

　とうのライザーは眉まゆをひそめて、顔を伏ふせたままだ。

[image: ]

「ウホッ」

「ウホホッ（核かく爆ばく）」

　雪ゴリラは壇上で突然──冷れい凍とうバナナを食べ始めてしまった！　もはや、ゴリラに何も言えることなどない──っ。

　俺はライザーにあえて言う。

「……しかし、ライザーさん。いちおう、あっちの……どっちだったかな、顔が同じで微み塵じんも区別できないけど、女の子で妹という条件を素でクリアできる子がいますよ？」

　ライザーは静かにこめかみに青筋を立てていた。

「……そういう問題じゃあないだろうが……。ゴリラだぞゴリラ！　俺の最後の眷けん属ぞくが、ゴリラってのはどう思う!?　各属性を持った女だらけの眷属に、一体だけゴリラがいるんだぞ!?　それを見た民衆はどう思う!?　どう感じる!?」

「……ゴリラかなって」

「ゴリラだよッ！　ああ、ゴリラさ！　白いゴリラがライザー・フェニックスの眷属に連なるんだぞ!?　おまえが上級悪魔になって、最後の一枠にゴリラが来たらどうする!?」

「拒きよ否ひすんに決まってんじゃねぇか！　だって、冷気吐はくゴリラだぞ!?　まともじゃねぇよ！」

「ほらほら！　激げき怒どしてんじゃねぇか！　そういうことだよ、ゴリラを入れるってことはよぉっ！」

「けど、どうしようもなくあれは雪女なんだよ！　それ以外の雪女はこの世にいないんだよッ！　でも、チーム技でゴリラ・フェニックスってフレーズは強そうだと思う！　冷気と業火の融ゆう合ごうですよ!?」

「ふざけんなぁぁぁぁぁっ！」

　つかみ合いになる俺とライザー！　周囲の皆もあきれ顔となり、俺とライザーを制止しようとするなかで、壇だん上じようのゴリラに声をかける者がいた。

「お姉ちゃんたち！　がんばってー！」

　白装束を着た青い髪かみの美少女！　俺よりひとつ下ぐらいの子だろう。壇上のゴリラに親しそうに応おう援えんを送っている。ゴリラどもも手を振ふっていた！

「「……誰だれだ？　あの美少女！」」

　殴なぐり合う俺とライザーは手を止めて、同時にそんな風につぶやいていた。どちらもスケベ根性がすごいせいか、美少女が視界に入るとケンカなんてどうでもよくなってしまう！

　ずーっと隅すみで静観していたフェニックス眷属『女王クイーン』のユーベルーナさんが歩み寄って、こう口にする。

「おそらく、雪女の幼年体でしょう。珍めずらしいですね。あのぐらいの歳になると、毛むくじゃらになってたくましい体格になるものなのですが……」

「──ッ！」

　衝しよう撃げきを受ける俺！　マジか！　雪ゴリラに幼年体なんてあるの!?　しかもあんなに美少女だと!?　見たところ、クリスティ姉妹の末の妹といったところだろう！

「ライザーさん……ビックリですね……って、いない!?」

　俺をつかんでいたライザーはすでにそこになく、視線を配らせれば、雪女の幼年体美少女のもとに瞬しゆん間かん移動していた！

「おまえ、俺の『僧侶ビシヨツプ』になる気はないか？　なったら、その歳で年ねん齢れいを止めてもらう」

　なんて口説くように『僧侶ビシヨツプ』の駒こまを懐ふところから出していた！　眷属にする気かよ!?

「ウホホホホホッ！」

「ウホッホッホッ（怒ど）！」

　しかし、壇上の二体のゴリラがそれを許すわけもなく、瞬しゆん時じに妹に近づくヤキトリ野や郎ろうに殴りかかっていく！

「ごぅふっ！」

　ゴリラに殴り飛とばされるライザー！『かわいい妹に手は出させない！』という意思表示なのだろう！　そのパンチを受けたライザーは口を拭ぬぐいながら、怒いかりを爆ばく発はつさせる！

「上等だ、ゴリラとフェニックスの頂上決戦といこうじゃないかッッ！」

　フェニックス城の中庭で繰くり広ひろげ始められたのは──不死鳥と称しようされた一族の男と、氷の化身とされるゴリラ姉妹の戦い。

　……取り残された俺たちは、顔を見合わせて会場の後始末を始めたのだった……。サイラオーグさんも手伝ってくれた。







　結局、ご破算となったライザー・フェニックスの『僧侶ビシヨツプ』を決める選せん抜ばつ試験。しかし、後日、ライザーは例の雪ゴリラの幼年体少女にコンタクトを取り、眷属の候補としてフェニックス領に迎むかえ入れることになったという。真の眷属になるかはこれからの雪女一族との交こう渉しようしだいだそうだが……早くしないとゴリラになるんで急いだほうがいいと思う！

　家に戻った俺は、ふと口にする。

「……俺も雪山で雪ゴリラの幼年体を捕つかまえてきたいもんだぜ」

　俺のひざに座る小猫ちゃんが言う。

「……ゴリラ軍団と戦う覚かく悟ごはありますか？」

「……それは、辛つらいな」

　当面、雪ゴリラを見たくないです！　けど、今回の眷属の集め方はいい経験になったぜ！　いつか、俺だけのハーレム要員を広く募ぼ集しゆうしたいところだな！








Unknown Dictator.









　全勢力が参加できる一大イベント──レーティングゲーム国際大会「アザゼル杯カツプ」が、開幕してから少し経った頃ころだ。

　フェニックス家の長男であり、次期当主でもあるルヴァル・フェニックスのもとに自らを売り込んできた男──人間がいた。

　筋肉質で非常に体格のいい二十代後半の白人男性だった。

　ルヴァルは国際大会に「不死鳥フエニツクス」チームの「王キング」として臨む折、自身の眷属以外にも『不ふ死じ身み』『不ふ死し鳥ちよう』『霊れい鳥ちよう』に由来する者を全勢力から広く募つのっていたが、彼を魅み了りようする能力であれば前述の条件に限らないとしていた。

　白人の男性は、試験としてルヴァルの眷属とフェニックス家の庭で手合わせすることになった。

　ルヴァル・フェニックスは、冥めい界かいで行われている本来のレーティングゲームのプロプレイヤーであり、ランキングのトップテンにも入ったことのあるやり手だ。

　その眷属も一定の水準を超こえる能力を有していた。

　──が、白人男性の異能はそれを上回るパワーと、異質な能力だった。彼は周囲にあった機械を操り出したのだ。

　彼が庭にある巨きよ大だいな照明機器のほうに手を突つき出だすと、それに反応してライトを支えるアームが独りでに動き出して、ルヴァルの眷属にまばゆい光を当てたのだ。ルヴァルの眷属はその光によって、一時的に視界をやられてしまった。

　さらに白人の男性は傍かたわらにフェニックス家が所有しているスポーツカーを引き寄せ、形状を変化させていった。彼が手で触ふれると、車は、形を変えていき、数門の大たい砲ほうになった。

　そこからオーラの砲ほう撃げきを放ち、ルヴァルの眷属の一名を撃うち落とした。

　次に男性は、その大砲と化した車を今度は自身の体にまとわせるように形状変化させて、巨大な鉄の翼つばさにしてみせた。

　背中の噴ふんし出ゆつ口から、オーラを噴ふき出させながら空を滑かつ空くうする男性の姿を見てルヴァルは──、

「鉄の翼か……」

　と、嬉き々きとしていた。

　試験を終えたあとで、ルヴァルは男性に名を訊きいた。

「俺はマグナス・ローズ」

　男性は、そう名乗った。

　ルヴァルは率直な質問をする。

「キミは……キミの背後にいる者は誰だろうか？」

　ルヴァルは直感で彼がどこかから派は遣けんされたエージェントであると見ていた。彼の目に宿っているものが、正と負──どちらの感情でもなく、役目を帯びた者のそれであったからだ。

　その質問に白人男性──マグナス・ローズは笑った。

「話が早くていいね。さすがレーティングゲームのトップランカーに喰らいつくフェニックス家の次期当主さまだ」

　男は自身を証明するものを見せながら語る。

「俺は中央情報局CIAに所属している。そのなかのいわゆる神器セイクリツド・ギア持ちの職員エージエントでしてね。大会の様子を直に見てこいと上からのお達しがあった、と。こうして、あなた方に接せつ触しよくしたしだいだ」

　試験を見学していたフェニックス家の三男──ライザーが訝いぶかしげにマグナスを見ていた。

「……ＣＩＡか。一応、三大勢力の和平及および協力関係は、合衆国アメリカも了りよう承しようしているはずだが、それでもフェニックス家に交渉してくるなんてな」

　マグナスは肩かたをすくめる。

「色々あるのさ。魔王の息子リゼヴイムがやっていたフェニックスの涙なみだの違い法ほう物は、合衆国うちでも問題になっていましてね。特にマフィア辺りにもいくつか流通して、ちょっとした問題にもなっている。その調査も任されているんですよ」

　ルヴァルが言う。

「……違法の涙が、人間界にいくつか流れたことはこちらも把は握あくしているが、対応が遅おくれて申し訳ない。人間界にいらない面めん倒どうをおかけしている。……だが、それだけでもないのだろう？」

　ルヴァルの問いにマグナスはうなずく。

「トライヘキサの騒そう動どうは、収まったとはいえ、合衆国でも無視はできない出来事さ。あれのおかげであなた方、異形、超ちよう常じようの存在を知っている人間界のお偉えら方がたは恐きよう々きようとして、異能に関する研究も強化してきている。そこはお礼を言いたい。うちの部署も大いに資金と期待を得られたんでね」

　マグナスの言葉にルヴァルは訊く。

「話しぶりからすると、邪龍戦役を鑑かんがみて、アメリカが異形への防衛手段を得るため、大会で情報収集したくなった……。その人員がキミということかな？」

　マグナスはうなずいた。

「そんなところだ。──それで、このことを知った上で悪魔の不死鳥フエネクスは俺をどう見てくれるかな？　俺の神器セイクリツド・ギアは新種らしくてね。機械系統を操る。電子機器もそれなりに」

　ルヴァルは、にこやかに微笑ほほえみながら言った。

「機械を操る神器セイクリツド・ギア……。確かに初めて見た。何より、キミの鉄の翼はいいパフォーマンスだった。いいだろう。まずは試合に出てもらい、そこでキミの力量を測る。ダメなら一試合で外れてもらおう。それでどうかな？」

　マグナスは余よ裕ゆうの笑みを見せた。

「十分だ」

「それと──」

　ルヴァルが言いながら、近くにあった鉄の残ざん骸がいに目をやった。それは何度も形状変化されて、変わり果てたスポーツカーだった。原型を留めていない鉄くずの山と化していた。

「あれはＣＩＡに請せい求きゆうしたほうがいいのだろうか？　一応、私の車……だった」

　マグナスはなんとも言えない表情となる。

「……それはご容よう赦しや願いたい。上司に怒おこられる。わかった。あれの分だけこき使ってくれ」

　それを見ていたライザーは「……変な奴やつだな」とつぶやいていた。

　こうして、鉄の翼を使う男──マグナス・ローズはルヴァル・フェニックスが率いる「不死鳥フエニツクス」チームの一員として登録され、大会で新種神器セイクリツド・ギアの力を発揮していく。

　マグナス・ローズ──彼が、新規に認定された神滅具ロンギヌス『機界アンノウン・皇子デイクテイター』の所有者であった。








Life.2　ペンドラゴンさん家のメイドさん









　それは年明け早々のことだった──。

　とんでもなく珍めずらしい男から、俺へお誘さそいの声がかかったんだ。

　日程を休日にあわせて、駒く王おう学園の前で待つ。そこに現れたのは──。

「これは赤せき龍りゆう帝てい。お待たせしましたね」

　真しん摯しな振ふる舞まいを見せてくれる美青年──アーサーだった。

　そう、このアーサーから、駒王学園を案内してくれと頼たのまれたのだ。とはいえ、平日に案内するのも他の生徒や先生の邪じや魔まとなるので、「休日で良ければ」と返して、今日に至る。すでにリアスやアザゼル先生に話は通してあるので、中の見学は可能だ。

「ふむ、ここが駒王学園ですか」

　入るなり、アーサーは興味深そうに廊ろう下かを歩き、誰だれもいない教室の中に視線を注いでいた。

「中に入ってもいいですよ。許しは得ているので」

　そう言う俺。アーサーも「では失礼して」と教室の中に入る。

　室内を見回すアーサーに俺が言った。

「しかし、あんたがここを訪れたいなんて言い出すとはね」

　アーサーが窓際に近づきながら答える。

「ええ、うちの妹が通うかもしれない学舎ですからね。兄として、いちおうの確認はしておきたかったので」

　あー、なるほど。俺はそれを聞いて合点がいった。

　実は、来年度──四月からルフェイがこの駒王学園に通うかもしれないという話が進んでいるのだ。何でも、このアーサー自身が妹の教育に憂ゆう慮りよしていた。年とし頃ごろの娘むすめが、学校にも通わず、他人の家で昼間からご厄やつ介かいになっているのはいかがなものか──と。

　……と言っても、ルフェイは魔ま法ほう使つかいだし、もともとヴァーリチームの一員でもある。常人と同じ生活は送れないだろう。しかしながら、いまの環かん境きよう──『Ｄ×Ｄデイーデイー』メンバーとしてこの町に住んでいるのであれば、話は別ではないか？──と兄であるアーサーは考えたわけだ。

　おそらく、襲おそいくるテロリストと戦いながらも学校に通っている俺たちグレモリー眷けん属ぞくやシトリー眷属を見ていて、アーサーも思うところがあったのだろう。いや、まあ考えてみればこの状じよう況きよう下で学校に通っている俺たちもすげえ立ち位置だとは思うけども……。しかし、学生の本分を忘れてしまったら、それこそ、戦い漬づけの毎日となる。何も起こらないときぐらいは、ただの日常──学生生活を満まん喫きつしたいものだ。つまり、アーサーはルフェイにもそれを与あたえたいと考えたのだろう。

　とうのルフェイは通えるなら、通いたいと好こう感かん触しよくの様子だ。しかも、一から転入したいようで、試験も受けると言っている。それを見み越こした上でアーサーは、妹を通わせる学校に興味を抱いだいたのだろう。

　そのアーサーはというと……。窓まど枠わくに指をツーッと這はわせていた。指につくホコリを見てアーサーはメガネをくいっと上げた。

「……なるほど」

　……笑みを浮うかべているが……何かを言いたげな様子だった。いや、窓枠にあるちょっとしたホコリぐらいは許してやってくださいよ！

「い、いい学校ですよ。ここには、俺たちや一いつ般ぱん生徒の他に、異能力者のヒトたちも身の上を隠かくして通っていますし。彼らにもこの学校は好評……だと、思うんですけど」

　つい敬語になってしまっていた俺だった。他のヴァーリチームのメンバーには、敬語なんて使うこともないんだけど、このヒトとふたりきりになるとどうにもね……。凜りんとした身のこなしをしていて紳しん士しだし、ついつい敬語を使ってしまいたくなる。

　──と、対応に困る俺の携けい帯たい電でん話わにメールが届く。リアスからだった。

『英国から訪問者が来たわ。ルフェイのもとを頼たよって来たの』

　──っ。

　リアスからのメールに俺は驚おどろく。ルフェイへ訪問者？　ってことは……。俺はアーサーに視線を送りながら、とりあえず、このことを彼にも伝えた。







　アーサーとの学校見学をさくっと終わらせて兵ひよう藤どう家に戻もどってきた俺たち。

　どうやら、訪問者はすでに家にあがっているようで、リビングから声が聞こえてきていた。顔を覗のぞかせると、メイド服を着た女性に抱きつくルフェイの姿が目に飛び込んでくる。

「エレイン！　まさか、ここに来てくれるなんて！」

　普ふ段だん、落ち着いた雰ふん囲い気きのルフェイがはしゃいだ様子でメイドの女性に抱きついていた。黒くろ髪かみの英国女性で、歳は見た目から二十代前半だろう。長い黒髪をまとめて上に上げていた。立たち居い振ふる舞いも端たん正せいで、淑しゆく女じよといった風体だ。

　女性はルフェイと抱ほう擁ようを交わしながら笑みを浮かべていた。

「当然です、ルフェイさま。それよりも、いままでごあいさつもなしで……まことに申し訳ございませんでした。当主さまをご説得するのに時間がかかったのです」

　メイドさんから離はなれながら、ルフェイが顔を少しだけ陰かげらせる。

「……そうですか、お父さまが」

　メイドさんが俺たちに視線を送る。

「これは失礼致いたしました。ごあいさつが遅れたようで……。私は、ペンドラゴン家にメイドとして仕えております、エレイン・ウェストコットと申します。主にルフェイさまの従者をしております。日本の悪魔の皆みなさま、どうぞ、お見知りおきを」

　そのようにメイドさん──エレインさんがあらためてあいさつをしてくれた。へー、ペンドラゴン家のメイドさんか！　しかもルフェイのお付きだったのね。

　エレインさんは、リアスに一礼する。

「かの魔王ルシファーの妹君とお会いできるなんて……恐きよう悦えつ至し極ごくでございます」

　リアスも微笑んでいた。

「もう、大おお袈げ裟さだわ。こちらこそ、ルフェイにはうちの眷けん属ぞくがお世話になっていて、逆にお礼を言いたいぐらいよ」

　リアスの言うように、本当、俺たち──特に俺はルフェイにはお世話になっている。あとであらためて俺からもエレインさんに礼を言おう。

　なんてことを心のなかで決めていたら、黒くろ歌かが俺の隣となりで何か得心していたようだった。

「あー、噂うわさの」

「ん？　知ってんのか、黒歌？」

　そう訊きくと、黒歌が耳打ちしてくる。

（ルフェイの教育係にゃん。彼女も魔法使いって聞いているわ。確か、魔ま術じゆつ結社──『黄金の夜明け団ゴールデン・ドーン』を発足した三人のなかのウェストコットってヒトの系けい譜ふだか何かだったかしら）

　──っ。

　……それはなかなかに興味深い話だ。ルフェイが、ヴァーリのもとに行く前まで在ざい籍せきしていたという魔法使いの組織──黄金の夜明け団ゴールデン・ドーン。以前、お会いしたメフィスト・フェレスさんが理事の『灰色のグラウ・魔術師ツアオベラー』とはまた違ちがう組織なんだよな。

　しかも、このメイドのエレインさんは黄金の夜明け団ゴールデン・ドーンを発足した人物の系譜……。

（大物の血筋ってことか）

　俺がそう小声でもらすと、黒歌がうんうんと頷うなずいていた。

（まあ、ルフェイがそこの組織に名を連ねた切きっ掛かけでしょうねぇ）

　そういう縁えんがあったのだと推測できてしまうよね。実際にその組織とルフェイのお家がどういう関係かはわからないけれども……。

　などと、思し慮りよしている俺をよそにエレインさんが、今度は──アーサーの前に立った。アーサーに一礼して、エレインさんはこう述べる。

「……アーサーさまもお変わりの無きようで安心致しました」

　アーサーは笑みを絶やさないが、答えに一いつ拍ぱくおいた後に口を開く。

「……ええ、そちらこそ」

　そう答えたあと、

「…………」

「…………」

　アーサー、エレインさん、両者の間になんとも言えない空気が漂ただよっていた。

　…………？　う、うーん。まあ、アーサーはペンドラゴン家の長男でありながら、家の宝ほう剣けんであるコールブランドを持ち出して出しゆつ奔ぽんした身の上で、エレインさんはその家に仕えるメイドだ。ふたりは顔見知りだろうし……互たがいに複雑な思いもあるのだろう。

　ところが、うちに住む女性陣じんは俺とは違う反応を抱いたようで、

「あらあら」

「ええ、なかなか、おもしろそうね」

「これって……もしや？」

「まあ、そういうことなのかもしれませんね」

「……まあ！」

　朱あけ乃のさん、リアス、イリナ、ロスヴァイセさん、レイヴェルがアーサー、エレインさんの顔に好こう奇きの視線を交こう互ごに送っていた。

　この空気を払ふつ拭しよくするようにエレインさんは咳せき払ばらいして、ルフェイに問う。

「……それで、ルフェイさま。ルフェイさまがご契けい約やくをなされた赤龍帝さまは……？」

　きょろきょろと俺たちに視線を送るエレインさん。どうやら、ルフェイが赤龍帝と魔法使いとしての契約を結んだことは、ペンドラゴン家にも伝わっているようだった。

　赤龍帝──俺のことだが、顔は知らないようで、俺、木き場ば、ギャー助の男性陣に目線を向けていた。現赤龍帝が、男性ということしか知らないのだろう。

　まず、エレインさんは俺から視線をずらして、ギャー助と木場を注視し始めた!?　というか、俺なんて完全に眼中から外して、ふたりの前に端たん然ぜんと立ち始めているし！

　だが、ルフェイは俺の隣に立って、あらたまって紹しよう介かいをしてくれる。

「あ、こちらの殿との方がたが現赤龍帝たる兵藤一いつ誠せいさまです」

「あ、どうも。赤龍帝の兵藤一誠です」

　俺もエレインさんに一礼した。

　とうのエレインさんはというと、

「…………」

　鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうでも喰くらったかのように、啞あ然ぜんとした様子で俺の顔を見ていた。彼女は、もう一度、木場とギャスパーのほうに視線を送るが……ふたりは困った様子の笑みを浮かべて「僕は赤龍帝ではないです」「同じくですぅ……」とはっきりと否定した。

「……えっと」

　言葉に困るエレインさんだったが、ようやく理解したようで深く頭を下げて俺に謝ってきた。

「…………失礼致しました。想像と違って、なかなかに個性的な御ご仁じんのようでして、少しばかり反応に困っただけです。ドラゴンの波動をあなたからも感じていたのですが、その、なんと言いますか……申し訳ございません！」

　……ごめんなさいね！　俺が赤龍帝で！　どうせ、木場きゅんのほうがイケメンで、赤龍帝らしい雰囲気を纏まとっているでしょうよ！

　エレインさんが言うには、ドラゴンの波動を俺からも感じたけれど、兵藤家からは複数のドラゴンの力を感じていたので、俺がそのひとつ──普ふ通つうのドラゴンなのだと思ったそうだ。逆にまったくドラゴンの波動を出さず、それでいて静かで力強い雰囲気を纏う木場と、かわいい顔をしているのに漂うオーラは底が知れないと感じたギャスパーのどちらかが赤龍帝だと感じたそうだ。

　……そうなのかな!?　なんだか、それに付け加えて、俺の形姿といいますか、面構えからして赤龍帝と思えなかったんじゃないですかね!?　どうせ、俺は一般人出身の威い厳げんのない赤龍帝ですよ！

　俺の心中を察してくれたのか、リアスが抱だき寄よせてくれる。

「わかっているわ、イッセー。けれど、そうね……。あと、十年ぐらいしたら、お髭ひげを生やしてみるのも赤龍帝としての威厳を高める意味でいいかもしれないわ」

　うぅ、髭か！　それも悪くないのかもなんて思えてしまう俺だった。

　……考えてみれば、この家には力を抑おさえているとはいえ、無限と称しようされる龍りゆう神じんオーフィスもいるし、複数のドラゴンと契約しているアーシアもいる。ドラゴンの住すみ処かと言っても過言じゃない。魔ま法ほうの達人といえど、気配を探るのが、逆に鈍にぶってしまってもおかしくはないか……。

　エレインさんは、咳払いして今回訪れた用件を述べる。

「訪日したのは他でもありません。ペンドラゴン家のご当主さま──つまり、アーサーさまとルフェイさまのお父上から、お二人の様子をうかがってきてほしいと命を賜たまわってきたのです」

　リアスがあごに手をやりながら訊きく。

「それは、アーサーやルフェイのここでの生活を見せてほしい──そういうことなのかしら？」

　リアスの返しにエレインさんは頷く。

「はい。数日ほど、この地でご厄やつ介かいになりまして、その間、アーサーさまとルフェイさまの身辺を拝見させていただければと思っております。申し訳ございません。これも、ペンドラゴン家の総意なのでございます」

　これを聞いて、リアスもうんとひとつ頷いた。

「……英国の名門ペンドラゴン家のご子息、ご息女をこの地に置いている以上、私としても首を横に振ふるわけにもいかないわね。特にルフェイはこの家にホームステイをさせている手前もあるのだから」

　それを聞いてエレインさんだけじゃなく、ルフェイも頭を下げていた。

「ありがとうございます、リアスさま！」

「寛かん大だいなご配はい慮りよ、まことにありがとうございます。魔ま王おうの妹君、そのご眷けん属ぞくの方々に深い感謝を」

　頭を上げるなり、エレインさんは言う。

「では、まず、アーサーさまとルフェイさまが一番ご厄介になっているという白はく龍りゆう皇こうのチームの方々をご紹介いただければと──」

　そう述べるエレインさんだったが、いつの間にか、アーサーの姿が消えていたことに俺は気づいたのだった──。







「まずはお掃そう除じです！　こんなお部屋は認められません！」

　地下の一室で、エレインさんの怒ど鳴なり声が飛んだ。

　エレインさんにヴァーリチームのメンバーを紹介するという形になり、最初に選ばれたのはいつもルフェイと一いつ緒しよにいる黒歌だった。ふたりが住んでいる兵藤家の地下の一室にエレインさんを招いたのだが……そこで俺と彼女が目にしたのは、散らかり放題の室内だったのだ。

　広い間取りの一室をシェアしているルフェイと黒歌ではあるが、部屋の大半を黒歌がいつの間にか専有しており、奴やつの私有物が室内ところ狭せましと放置されていた。一か所、場ば違ちがいなほどにキレイに整せい頓とんされている部分がルフェイの生活スペースなのだろう。

　むろん、これを見てエレインさんが瞬しゆん時じに怒いかりの形相になったのは想像に難くない。

　黒歌と──俺をも動かして、部屋の大掃除となってしまった。部屋の中心にコタツが置かれていて、それを中心に物が散乱している。たぶん、黒歌のことだから、基本コタツに入って生活を送っていて、そこを中心に手の届く位置に物を配置したのだろう。本人からすれば、この物の位置がコタツで生活する分でのベストなのだと思う。

「あーん！　ここの枕まくらはそこにあるからいいのに！　あっ！　ちょっと！　上着はそこにあるから手が届くにゃん！　しまってしまったら、取り出すのが面めん倒どうにゃのにーっ！」

　現に黒歌は、テキパキと整理していくエレインさんに抗こう議ぎの声をあげていた。

　本人にとって、ベストな配置でも、他者から見ればただ単に汚よごれた部屋にしか思えないだろう。俺だって、さすがにこの散らかりの度合いはどうかなって思えたもの。

　……などと考えていたら、雑誌の下から透すけ透けのパンツが出てきたよ！　こ、これは十中八九、否、絶対に黒歌のだろうな……。こんなエロエロのパンツが次々と物の下から現れる！　脱ぬぎっ放しというわけでもないだろう。買ったままか、洗せん濯たく後乾かわいたものをそのまま放置か、どちらかだと思われる。……一枚ぐらい貰もらってもバレないんじゃなかろうかと煩ぼん悩のうにさいなまれるが……ルフェイとエレインさんの手前、見て触さわる程度で満足することにした。

　でも、パンツばかりでブラジャーは一枚もないんだな……。ブラだけはきちんとしまっている？　いや、黒歌がそんなことするわけが……。

　すると、黒歌がにんまりといやらしそうに笑みながら、俺に耳打ちしてくる。

（私、煩わずらわしいから、ブラなんて基本持ってないにゃん。いつだって、着けないでいるのよ？　妖よう術じゆつと仙術の応用で着けなくてもキレイに維い持じできるの。だ・か・ら、いまもノーブラにゃん）

　……潤うるませたエロい視線を投げかけながら、自分の乳をこれでもかと強調してくる！

　ノ、ノーブラ！　なんて素晴らしい言葉だろうか！　ていうか、俺の家に住む女の子たちはノーブラの時も多いから、目のやり場がぶるんぶるん揺ゆれる乳にしかいかないよ！　ありがとうございます！　ありがとうございます！　仙術妖術バンザイッ！

　その黒歌にエレインさんがもの申す。

「黒歌さま！　お掃除です！　ルフェイさまのお友達がこのように雑な生活をしているなどと許しがたいことです！　ルフェイさまが真似されたら、ペンドラゴン家は先行き不安となりましょう！」

「……はいはい」

　黒歌も渋しぶ々しぶ箒ほうきを手に取り、部屋の掃除を再開する。少しして、俺たちが気になったのか、小こ猫ねこちゃんも登場した。

「……私もお手伝いします」

　小猫ちゃんはエレインさんに「姉がご迷めい惑わくをおかけしてます」と深々と頭を下げて謝っていた！　うぅ！　小猫ちゃんの健気な姿に俺もついつい涙なみだが出てきそうになったよ！

「小猫ちゃん、掃除悪いね」

「イッセー先せん輩ぱいこそ、付き合わせてしまってごめんなさい」

　というやり取りを後こう輩はいとする俺だった。黒歌、おまえは小猫ちゃんの爪つめの垢あかを煎せんじて飲んだほうがいいぞ！

　掃除をある程度終わらせたあとで、エレインさんの猛もう攻こうが、ついにちょうど居合わせていたフェンリルにも向く。

「こちらは、同じチームメイト、フェンリルちゃんです」

　伝説の魔ま獣じゆう──フェンリルを紹介するルフェイ。北ほく欧おうの悪神ロキが創造した魔ま物ものだ。神をも喰らう狼おおかみとして、各勢力が恐おそれたほどの存在だった。

　それをヴァーリは支配して傍そばに置いたのだ。理由は、各神話体系の神と戦うときの交こう渉しよう道具になると思ったから。……だったのだが、いまではルフェイのお守りとなっている伝説の魔獣であった。大きさも怪かい獣じゆうサイズから、大型犬程度にまで縮小しちゃっているし。まあ、身に纏うオーラの質はいまだ迫はく力りよくのあるものを発しているし、眼光も鋭するどい。手合わせしたくない相手の一体ではあるね。こいつの凶きよう悪あく無比な牙きばと爪には皆みなも苦戦したしな……。

　そのフェンリルを前にエレインさんは、じっと見つめて……手をスッと突つき出だした。

「お手！」

　…………伝説の魔獣を前にこの剛ごう胆たんさはすごい。俺もそれだけはできない。だって、絶対に嚙かまれそうだし……っ！　こいつ、下手な人間よりもずっと頭いいんだぞ!?　プライドを傷つけられたと思って攻こう撃げきされてもおかしくない行動だ！　狼だし、犬と同様の扱あつかいをされたら、そりゃ怒おこるだろうよ！

　フェンリルはというと……怒っているようではなく、表情も変えていないが、ちらりとルフェイに視線を向けて反応を待っている様子だった。おそらく、「この状じよう況きよう、自分はどうしたらいいのか？」と仲の良いルフェイに目で助け船を求めているのだろう。

　ルフェイは──フェンリルに頭を下げるばかりだった。

　フェンリルは、顔を横に逸そらして渋しぶるように従い、手をエレインさんに出した！　ああ、あのプライドの塊かたまりっぽい空気を出していたフェンリルが、お手を！　お手をしているぅぅっ！　仲の良いルフェイの頼たのみだからこそなんだろう！

　お手を貰ったエレインさんは、満足げな表情をしていた。フェンリルの頭をこれでもかと何度もなでる。犬が好きそうな女性だな。

「さすがルフェイさまのワンちゃんです！　教育が行き届いています！　この隙すきのない態度は、番犬としても安心できます！　しかし、フェンリルというお名前はいささか仰ぎよう々ぎようしいですね。……ジョン！　とかのほうが似合っているような……」

「ぷっ！　あっはははははははっ！　ジョン！　ジョンはいいにゃ！」

　エレインさんの言葉を受けて、黒歌が腹を抱かかえて大爆ばく笑しようしていた。あの神かみ喰くい狼おおかみが、ジョンか……。さすがにジョンはかわいそうだな……。ま、まあ、俺も笑いを堪こらえているわけだがっ！

　黒歌は笑いで涙目になりながら、ジョン──いや、フェンリルの頭をなでる。

「いやー、こりゃ、ジョンに改名したほうがいいかもしれないわねぇ」

　などと言っていた黒歌の手をフェンリルはバクリと嚙んだ！　さすがにご立腹になったようだ。

「ぎにゃあああああああああああっ！　何すんのよ、このジョンッッ！」

「がぅぅぅううううううううううううううっ！」

　嚙まれて怒る黒歌と、珍めずらしくうなり声を上げて激げき怒どしているフェンリルだった。

「？」

　この光景に、事の発ほつ端たんたるエレインさんは怪け訝げんそうに見ているだけだ。

　あ、このヒト、生真面目そうで、めっちゃ天然さんだと俺でも気づいたのだった。

　とはいえ、このまま黒歌とフェンリルをケンカさせたままではどうしようもないだろう。

「おいおい、ほら、黒歌もフェンリルもお客さんが来ているんだから、静かにしてくれって。つーか、ここ、俺ん家なんだからな！　食客なら、たまにはそれらしく振ふる舞まってくれよ！」

　両者の間に入って仲裁する俺だった。……ま、俺の顔には黒歌の爪つめ痕あとが、手にはフェンリルの嚙み痕あとができてしまったけど。







　さて、ヴァーリチームの紹しよう介かいも黒歌、フェンリルと済ませて、残るはヴァーリと美び猴こうだけになったのだが……。

　あいつらが一番の難敵だよな。何せ、あのふたりはいっつも一緒にいて行動が読めないので、アーサー以上に遭そう遇ぐうできない。気が合うのか、いいコンビみたいだしな、あいつら。

　ルフェイがヴァーリチーム専用の連れん絡らく回線の魔ま法ほうを開こうにも、それでも最近は捕つかまりにくいようで、黒歌も手を横に振ふって、「十回に一回繫つながればいいほうにゃ」と息を吐つくほどだった。

　いちおう、留守電みたいな形で連絡の声だけは一方的にあちらに届くようルフェイたちが配慮しているって話だが……。ヴァーリのやつは、合同トレーニングのときにたまに顔を覗のぞかせるぐらいかね。初代孫そん悟ご空くうのじいさんと模も擬ぎ戦しているのは、稀まれに見かけるしな。

　ただ、そこに美猴も……となると条件は難しいか。あいつは初代のじいさんと出会うのを苦手にしているので、トレーニングのときは絶対に顔を出さない。

　アザゼル先生の話では、ふたりしてよく東京にラーメンを食いに行っているようではあるんだが……。あいつら、本当にラーメン好きみたいだしな。けど、うまいラーメン屋を訊きいても安易に答えてはくれないんだよね。ヴァーリ曰いわく、なんでも──、

「ラーメンほど好みが分かれるものはない。簡単にオススメできる食べ物ではないぞ、兵藤一誠。同じしょうゆラーメンと言っても、千差万別だ。古くからの味付けに共感を得る者もいれば、背せ脂あぶら増し増しのしょうゆとんこつにしか興味を抱いだかない者もいる。塩？　ふっ、それは二流の発想だぞ、兵藤一誠。塩ならば、ラーメンの本質がわかるなんて思っているのは素人が行き着きやすい思考だ。味付けが薄うすいイコール通好みという思い違ちがいこそが、受け手のあらためるべきラーメン業界への課題だよ。だいたい、最近の流行りである──」

　だそうだ。深く訊いてもいないのに饒じよう舌ぜつに語り出したあいつを見て、俺も困こん惑わくしたっけな。あとでアザゼル先生に訊いたら、

『イッセー、あいつにその手の話はするな。最終的にレシピを語り出す』

　などと言われてしまった！　……俺にはいまひとつライバルの趣しゆ味み嗜し好こうがわかりかねる……。

　ヴァーリのことに思いを巡めぐらせている横では、エレインさんがなぜかメジャーを取り出してルフェイの体のあちこちを計測し始めていた。

「なるほど、ここも、ここも、ここもご成長されているようで、ご当主さまにも奥さまにもご報告のしがいができたというものです」

　スリーサイズから、足の太さまで、あらゆるところを測っていた。

「ちょ、ちょっと、エレイン！　そ、そこまで、測らなくても……っ！」

　メイドのメジャー捌さばきにルフェイもこそばゆくなったのか、体をくねらせていた。なんだか、ちょっとだけエロスを感じさせてもらったぞ！
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　兄のアーサーのことが心配になって家を出てしまったルフェイだから、お家のヒトもさぞ心配なのだろう。連絡用の魔ま方ほう陣じんで家に報告をしているのを見かけたことがあったが、帰国したことはないようだしな。きっと、成長の一いつ端たんだけでも数値にしてご両親に報告してあげたいというメイド──エレインさんの気き遣づかいなのかもしれない。……いや、スリーサイズを聞かされてもご両親は困るだけなんじゃ……。

　なんてことを思し慮りよしていた俺のもとにあいつは唐とう突とつに現れる。

「ルフェイ、ここにいたのか」

　部屋に入室してきたのはヴァーリだった！　ごく自然に俺の家に入ってきやがった！　ま、そんなことは今いま更さらだけどさ、こいつの登場だけはまだ慣れない面もある。

「あ、ヴァーリさま」

　ヴァーリの姿を確認したルフェイ。──と、エレインさんが片かた眉まゆを上げる。

「……ルフェイさま、こちらの方は？」

「こちらは白はく龍りゆう皇こうヴァーリ・ルシファーさまです」

　ルフェイが紹介をしてあげていた。エレインさんはヴァーリを真っ正面から見み据すえた。

「……あなたが白龍皇」

　正面に立つメイドを見て、ヴァーリも少しだけ関心を寄せる。

「ほう、いい雰ふん囲い気きを纏まとっているな。なかなかの使い手と見受ける」

「……あなたがアーサーさまとルフェイさまを連れ回しているという……」

　お互たがい、何かを感じ取った様相を見せていた。

「…………」

「…………」

　無言で見つめ合う両者。空気も少しだけ緊きん張ちようの度合いを増すなかで、俺は流れを変えるように訊く。

「そ、それより、ヴァーリ！　ルフェイを頼たよってくるなんて、何かあったのか？」

　ヴァーリは息を吐き、気を取り直しながら言った。

「ああ、どうにもアーサーの様子が少しばかり変だったのだが……。まあ、何となく原因がわかった気がするよ。同郷のものがここを訪れれば、多少、変調を来してもおかしくはないだろう」

「ヴァーリさま、お兄さまたちは……？」

　ルフェイが問う。ここにいないアーサーと美猴について訊きたいのだろう。

　ヴァーリが首を横に振る。

「先ほど、刃狗スラツシユ・ドツグのチームと顔を合わせていてな。美猴のやつが、あちらの『猫ねこ』使いと『鷹たか』使いと出合い頭に口げんかとなった。……まあ、彼らはもともと『ルシドラルシドラ』とうるさかったからな……」

　おおっ、眉み間けんにしわを寄せるヴァーリの姿はレアだ。刃狗スラツシユ・ドツグ──幾いく瀬せ鳶とび雄おさんが率いる『Ｄ×Ｄデイーデイー』裏方チームは、ヴァーリと少しばかり縁えんがあると少し前にアザゼル先生が言っていた。……ルシドラってなんだ？　ヴァーリのことか……？　うーん、わからん！

　噂うわさをすればなんとかで、美猴も地下の一室に現れる。

「……あーあ、せっかく噂の刃狗スラツシユ・ドツグチームと会ったっつーのに、出合い頭に猿さる猿言いやがってよ。そりゃ、猿の妖よう怪かいだけども、他にも言い方があるんじゃねーかっつー話だぜぃ。あっちこそ、猫や鷹や犬の使いじゃねぇかってよ！」

　……不満たらたらの様子だった。口を尖とがらせて、思う存分に毒を吐はいていた。……幾瀬さんのチームと何があったっつーんだよ。

　イライラしている美猴をルフェイがエレインさんに紹介する。

「あ、こちらが美猴さんです」

　美猴の顔を見た瞬しゆん間かん、エレインさんの口から正直な感想が飛び出す。

「まあ、お下品な面構えで！」

　そう告げてすぐ、「あ、すみません」と口を手で塞ふさぐエレインさん。あらら、天然さんだと思ったけど、こんなところでも発揮しちゃうなんて！

　一いつ拍ぱくおいて、俺と黒歌が「ぷっ」と吹ふき出してから爆笑してしまった！

　いやー、『お下品な面構え』！　そりゃ、すげえ感想だわ！　確かにヴァーリチームのなかじゃ、一番野性的な顔つきだけどさ！　お下品ときましたか！

　それを聞いた美猴は顔を真っ赤にして、ぷんぷんと怒いかりの形相となっていた。

「なんだよ!?　今日は随ずい分ぶんと初対面のもんに下品だの、猿だの、失礼極まりないこと言われる日だな!?」

「いや、まあ、下品で猿よね、あんた」

　黒歌の言葉にフェンリルすらも首を縦に振って肯こう定ていしていた。

「んだよっ！　おめぇらもかよ!?　もう、俺は怒おこったぜぃ！　当分、ラーメン行脚あんぎやはひとりで行かせてもらうからよ、ヴァーリィィィッ！」

　怒りを通とおり越こして、涙なみだ目めでこの場から飛び出していく美猴だった。

　ルフェイも苦笑するなかで、エレインさんに告げる。

「えーと、私が所属しているチームメンバーは以上です。あとで、ゴッくんも召しよう喚かんして紹介しますね」

　ルフェイにそう言われたエレインさんは、ひとつ頷うなずく。

「はい、なんだか、お噂に聞いているよりはよっぽど安心できそうな皆みなさまでよかったです」

　エレインさんはヴァーリチームのメンバーが、ルフェイに何か悪い影えい響きようを与あたえないか、心配だったのだろう。それはペンドラゴン家の者たちも同様なのだと思う。元テロリストの白龍皇チームに所属しているなんて、勘かん当どうされてもおかしくない経歴だもんな。それなのにいまだにチームに在ざい籍せきする娘むすめを心底心配していたのだろう。

　ヴァーリたちの普ふ段だんの顔を見て、エレインさんも少し安あん堵どしたようだった。いやまあ、最初に出会った頃ころは、ヴァーリも美猴も黒くろ歌かもアーサーもフェンリルも邪じや悪あくな雰ふん囲い気き纏まとってましたけどね！　会うたびにその面は鳴なりを潜ひそめていった。誰だれの影響か？　アザゼル先生の影響？　それとも情勢の変化による心変わり？　……俺の……『おっぱいドラゴン』の影響なんて言うヒトもいるけどさ。

「……そうか、俺はひとりでラーメン屋に行かねばならないのか。まあ、たまにはそれもいいだろう」

　少しだけ寂さみしげなヴァーリの後ろ姿がそこにあった。

「……俺でよければ、付き合うぜ？」

　そう告げる俺にヴァーリは、首を横に振る。

「ふっ、ライバルに気を遣つかわれるのもな。何、カップ麵めんという手もあるさ」

　……不健康な食事ばかりだな。ストイックな生活が強さを生むのか？　いやー、体にいい食事も大切だとは思うんだけどなぁ。

　こんなヴァーリの姿を見て、俺はすべての要因が複合的に合わさって、いまのヴァーリチームがあるんじゃないか？──と思い始めている。







　エレインさんが駒く王おう町に滞たい在ざいしてから、数日後のことだ。

　アーサーにリビングに呼びだされたルフェイは、皆が見守るなかで兄から贈おくり物ものを貰もらっていた。

「ルフェイ、これはあなたへのプレゼントです」

　アーサーが妹に大きめの包み袋ぶくろを手て渡わたす。

「私にですか？」

　受け取ったルフェイは、兄が頷うなずいたのを見たあとで袋ふくろを開けていく。中身を広げていくと──そこにあったのは駒王学園の制服だった！

「わぁっ！」

　ルフェイは表情を輝かがやかせて、女子の制服を手に取ってその場でうれしそうにくるりと回った。こんなにはしゃぐルフェイを見るのも初めてだ。

「お兄さま、これは！」

　ルフェイの問いにアーサーは微笑ほほえむ。

「ええ、気が早いかもと思いましたが……ルフェイならば試験も軽々と突とつ破ぱできるでしょうから、願がん掛かけという意味合いも持たせて先に用意しておきました」

　へーっ！　アーサーったら、ルフェイの制服をもう用意しちゃいましたか！　気が早い兄ちゃんだけど、妹に制服を贈るなんて洒落しやれたことをしてくれるぜ！

「よくサイズなんてわかったわね？」

　リアスがそう告げる。確かに、兄とはいえ、男であるアーサーが妹の服のサイズを知るというのも複雑な話だ。

　アーサーはメガネをくいっと上げながら、視線をエレインさんに向けた。

「……計測してくれる者がいますからね。その者に詳しよう細さいを店に報告してもらっただけです。むろん、支し払はらいは私のポケットマネーですよ」

「これぐらいはさせていただきます。アーサーさまからのお願いですので……」

　一礼するエレインさん。お互いに初めて微笑みを交わし合った。

　…………。

　その様子を見ていて、俺は何かを勘かんづく。というか……そっか、数日前にうちの女子たちが気づいたのはこれなのかも。

　気になり、俺はルフェイに訊きく。

「……なあ、ルフェイ。アーサーとエレインさんってさ」

　ルフェイは微笑ましくふたりを見守りながら言った。

「……はい、おふたりは想いを通じ合っている仲です」

　──っ！

　……やはり、そういうことなのか。ルフェイは続ける。

「けれど、お兄さまとは身分違ちがいの恋こいですから、本人同士がよくても、ペンドラゴン家は……。お兄さまはお見合いのお相手が、引く手あまたの状態でしたけれど、エレイン以外の女性には……」

　ルフェイはぼそりとそう語った。

　しかし、その密かな想いを父である現当主に悟さとられれば、エレインがペンドラゴン家から追放されるのは目に見えている。だけど、アーサーが家に居続ければ、いずれ仲もバレてしまう。……意を決したアーサーは、聖王剣けんでどこまでも強くなりたいという長年の夢も相まって、宝ほう剣けんを持ち出してペンドラゴン家を出しゆつ奔ぽんしてしまったというのだ。

　……そっか、アーサーが家を出たという事情は、強くなりたいという野望以外にもそんな側面もあったんだな……。

　んだよ、クソ！　ますます憎にくめない相手になっちまったじゃねぇか！　いい兄ちゃんの上に好きな相手を裏切りたくなくての行動とかさ！

　でも、家の方針から逃にげているってことでもあるのか。……貴族に生まれるってのは、それだけで運命に翻ほん弄ろうされるのかもしれないな。

　けどよ！　身分違いの恋なんて、いつか必ず突破できるさ！　俺だって！　こんな俺だって、リアスと恋こい人びと同士になれたのだから！

　ルフェイがニッコリと笑みを見せて言う。

「大だい丈じよう夫ぶです。兄なら、きっとエレインと一いつ緒しよになる方法を見つけ出すはずです。ただ闇やみ雲くもに家を出たわけでもなさそうなので……」

　……アーサーにも考えがあるんだな。そうだよな。アーサーは俺よりもずっと頭がいいはずだ。なら、この状じよう況きようも絶対に打破して、エレインさんと一緒になれる！　ちくしょう！　アーサーのことが他人のように思えなくなってきやがったぜ！　俺もアーサーとエレインさんの仲を陰かげながら応おう援えんさせてもらおう！

　そう思えてならない俺だった。







　アーサーによるプレゼントの儀ぎ式しきも無事終わりを告げて、それを見届けたエレインさんが、ついに帰き国こくの途とにつく時間となった。

「それでは皆さま、短い間でしたが、お世話になりました。ルフェイさまとアーサーさまをこれからも何卒よろしくお願い致いたします」

　深く頭を下げるエレインさん。家の皆ともそれぞれ最後のあいさつを交わしていく。

　俺は最後の最後に気になったことがあったので、それとなくエレインさんに訊いてみた。

「……あ、あの、ところで俺はルフェイの契けい約やく相手としては合格だったんでしょうか？」

　ふむとあごに手をやるエレインさん。厳しい表情でこう言い出す。

「滞在中、いろいろと見せていただきましたが……大変己の欲よくに忠実である方だなと思いました」

　…………これは手厳しい！　確かにエロエロな面を多分に見せてしまったかもしれないな！　黒歌のパンツにも夢中だったし、ルフェイのサイズを測っているときもエロい視線を向けてしまった！　その他にも心当たりが多すぎる！

　ついつい反省してしまう俺だったが、エレインさんは途と端たんに破顔して評価を続けた。

「──けれど、気き遣づかいのできるお優しい方でもあると感じました。同居する者のお部屋の掃そう除じも、知り合いのケンカの仲裁にも自ら向かっていく姿には、感服致しました。及きゆう第だい点といったところでしょう」

　──っ！

　……俺のそんなところを見てくれていたのか。……いやはや、これは参ってしまうね。あれやこれやをきっちり見ていただなんてさ。

　あらためて、エレインさんが一礼してきた。

「これからもルフェイさまをよろしくお願い致します。今後の評価しだいで、ルフェイさまもアーサーさまもペンドラゴン家からお認めになられると思いますので……」

　俺はそれに手を出して正面から答える。

「はい、もちろん！　ベストを尽つくします！」

　握あく手しゆを交わす俺とエレインさん。

　こうして、突とつ然ぜん訪問してきたペンドラゴン家のメイドさんは去っていった。

　ルフェイとアーサー、ペンドラゴン兄妹のことを少しでも知られたことが、大きな収しゆう穫かくのように思えたぜ！








Collbrand.









　レーティングゲーム国際大会「アザゼル杯カツプ」の予選が終わってすぐの頃ころ──。

　英国イギリス某ぼう所しよ──。

　アーサー・ペンドラゴンは実家であるペンドラゴン家の邸てい宅たくに久方ぶりに帰省した。

　家を飛び出すときに聖王剣を持ち出し、一時はテロリストの集団に身を置いていたアーサーを、当主である父親は無言で迎むかえた。

　テラスのテーブルで父子が座り、紅茶を飲む。しばしの沈ちん黙もくに包まれる。

　切り出したのは父であるペンドラゴン家当主だった。

「負けたそうだな」

「……ええ」

　レーティングゲームでの試合についての一言だった。アーサーが唯ゆい一いつボロ負けした試合──『リアス・グレモリー』チームとの一戦についてである。

　当主が続ける。

「相手はかのヴァスコ・ストラーダ……。あの超ちよう人じんが相手では仕方がないと断じるべきか、それとも愚ぐ息そくがその領域に至ったことを褒ほめるべきか、なんとも複雑な心境だ」

　当主は紅茶を一口飲んだあとにこう言う。

「私の剣けん技ぎをとうの昔に追い抜ぬいているおまえに今いま更さら何を言ったところで──と、思うところではあるが……。有り体の言葉だが、一応聞いておけ。コールブランドは最強の聖剣と賞されているが、それでも人が使う道具のひとつに過ぎない。それは他の聖剣や魔ま剣けんとて同じこと。使う者しだいで至高の剣にも、ただの金属の塊かたまりにもなる」

「……私の技量が……才能が足りない、ということでしょうか？」

　アーサーがそう言う。

　当主は口くちの端はしをほんのわずかだけ上げた。

「おまえには余よ裕ゆうが足りないのだ。子供の頃から自分の才能に対して、変に生真面目すぎたおまえは、それゆえに家を飛び出し、武者修行という名の悪さをした。だが、悪さをした分、ここにいた頃よりは遊びを覚えたようだ。悪友たちのおかげだろうか」

「才能に対しての余裕を持てとでも？」

「人生に対してだ。おまえは、自分がコールブランドとでも思っている節がある。自分の才能と存在意義が、聖王剣とイコールであるとな」

「──っ」

　父の一言にアーサーはバッサリ切られたと思った。

　当主は言う。

「現赤せき龍りゆう帝ていが、身に宿したドラゴンの能力だけで強くなったわけではあるまい。異性への関心なども相まって、いまの評価があると聞く。おまえとて、類い希な剣の才能にも限度はあろう。──となれば、他の物事、人生の経験で強くなるしかないだけだ。おまえの友でもある白はく龍りゆう皇こうもパスタの類に夢中というではないか」

「あれは食い意地と言いますか──」

　当主は息子の言葉を遮さえぎるように指を突つきつける。

「脇わき道みちに逸それるというのがいいのだよ。ちなみに紅茶は趣しゆ味みにカウントするな。英国紳しん士しの当然のたしなみなのだからな。それ以外のものから探せ。まずはルフェイの買い物にでも付き合えばいい。まあ、つまり、剣を忘れる時間を増やせ、ということだな。そうすれば、ゆとりが生まれ、剣に余裕が宿る。騙だまされたと思って、試してみるといい。それが、前コールブランド使いからの助言だ」

　アーサーは昔から父と折り合いが悪い……というよりも価値観の違いを感じていた。

　だが、今回ばかりは感じ入るところがあった。

　自分の才能とは違ちがう面から、聖王剣に触ふれる……。いや、聖王剣ではなく、己自身の多様性を探れ──と。

　ふと当主が鈴すずを鳴らし、メイド……エレインを呼んだ。アーサーはエレインと目が合う。エレインは微笑ほほえみ、一礼をくれた。

　当主がエレインに言う。

「エレイン、例の資料を」

「かしこまりました」

　少しすると、エレインが紙の資料の束を持ってくる。

　当主がアーサーにその資料を渡わたしながら言ってきた。

「おまえに頼たのみがある。……いや、正確には白龍皇たちや『Ｄ×Ｄデイーデイー』に、だな」

　資料は──イギリス王族の秘ひ匿とく情報だった。

　資料に目をやるアーサーに当主が言う。

「ようやく、王族が内に抱かかえていたものを打ち明けた。新規の神滅具ロンギヌスが、五種登録されたのは知っているな？」

「ええ。ちょうど、レーティングゲームの大会でもそれらが活かつ躍やくしています。……なるほど、そのひとつですか」

「──神滅具ロンギヌス『深潭のアルフエツカ蓋世王冠・タイラント』、非常に厄やつ介かい極まりない神器セイクリツド・ギアのようだ。以前より、グリゴリや天界にはそれとなく捕ほ捉そくされていたようだが、王族と英国政府は頑かたくなに情報を封ふうじていた」

「……よりにもよって、王族に連なる家から出るとは」

「陛下のご一家でなかったのは不幸中の幸いだ」

「……この能力者を我々に任せたいと？」

「『Ｄ×Ｄデイーデイー』の大半は大会に出ているゆえ、時間も限られているだろうが、できるだけ早めに当たって貰もらえるとありがたい」

「私からは彼らに情報の提供しかできませんが……なんとかはなるでしょう。大たい概がいのことを乗のり越こえてきた者ばかりですからね」

　当主は紅茶を飲んでから、平然とこう言う。

「その一件が穏おん便びんに片付けば、エレインとの仲を認めてもいい」

　この一言にその場にいるアーサーとエレインは同時に目を丸くして──理解すると共に顔を赤くさせていった。

　ドギマギしながらエレインが言う。

「だ、旦だん那なさま、な、なななななな、何を突然おっしゃるのですか……！」

　アーサーも震ふるえる手で眼鏡をくいっと直す。耳は真っ赤になっていた。

　当主は言う。

「一時はテロリストに身を堕おとした愚息なれど、いまではあらゆるところにパイプを持てる立ち位置を手にした。ヴァーリ・ルシファーと兵ひよう藤どう一いつ誠せい、それとルフェイに感謝するといい。何せ、息子と娘むすめが『Ｄ×Ｄデイーデイー』にいるというだけで、私は超ちよう常じようの世界の事情を知る政財界の権力者たちから説明を求められるからな」

　テロリスト対策チーム『Ｄ×Ｄデイーデイー』は、人間界で超常の世界を知っている者たちにとっても影えい響きよう力の強い存在だった。そことパイプを持とうものならば、それだけで高い権けん威いを有するほどに。

　当主は息を吐ついたあとで、話を切きり替かえる。

「ところで、ルフェイは息災なのか？」

　アーサーは調子を崩くずされながらも、冷静に振ふる舞まう。

「え、ええ。あちらの学校にも慣れたようです」

「うむ。赤龍帝とはうまくやれそうか？」

「……ち、父上、先ほどからストレートすぎます」

「性分だからな。それで、どうなのだ？　ルフェイは、本当に惚ほれているのか？　何番目の相手になれそうだ？」

「いえ、ですから……」

「ウェールズのあるこの国から、我がペンドラゴン家の娘と、ウェールズのドラゴン──『赤いウエルシユ・龍ドラゴン』が縁えんを持つ……。私は興味が尽つきぬのだ。ペンドラゴンから嫁よめとして出しても申し分ない相手なのかどうか。相手はすでに上級悪あく魔まなのだったな。両親は平民なのだな？　まあ、それは今更だ。問題は現赤龍帝の将来性だ。最終的に魔ま王おうになるのか？　どうなのだ？」

　額に手をやり、言葉に困るアーサー。

　……やはり、父とは価値観が違うとアーサーは思いを強めたのだった──。

　だが、その赤龍帝がこの地を踏ふむのはそう遠くないのかもしれないとアーサーは予感を覚えていた。








Life.3　英才教育お泊とまり会









　年始早々に起こった『教会の戦士たち』によるクーデターが落ち着いて幾いく日にちか経った頃の話だ。

　オカ研の部室の隅すみで、木き場ばとイリナが真しん剣けんに話し合う姿があった。

「──で、その件なんだけど、教会の──」

「──そうね、上に報告──」

　何やら、教会か、天界に関係する話をしているようだ。気になっていた俺に小こ猫ねこちゃんが一言告げてくる。

「……トスカさんのことについて、教会側とお話をつけているそうです」

　あー、なるほど。合点がいったわ。

　小猫ちゃんの言葉に出てきた『トスカ』とは、先日の教会の戦士たちによるクーデターであちら側が連れてきたかつての木場の同志だ。木場の同志はすべて亡くなったと思われていたのだが、一人だけ奇き跡せき的に存命していた女の子がいた。それがトスカという少女だった。

　現在、そのトスカさんは教会の戦士側からこちらに引き取られて、木場が中心となって面めん倒どうを見ることとなった。しかし、数年間意識を失っていたためか、その分の遅おくれを取とり戻もどすのは早々になんとかなるものでもない。しかも、不慣れな土地に身を寄せることになったのだから、心労は並なみ大たい抵ていではないだろう。悪魔や天使ではない普ふ通つうの人間のため、日本語も一から覚えなければならない。

　けれど、それでも唯ゆい一いつ生きて巡めぐり合えた木場のもとに残りたいとトスカさんは願ったわけだからさ。木場も嬉き々きとしてそれを受け入れて尽じん力りよくしている。

「日本語は私も教えているんですよ」

　オカ研の新部長たるアーシアがそう告げてくる。

　そう、兵ひよう藤どう家に住む女性陣じんも皆みな協力してトスカさんの面倒を見ていた。けど、いきなり、多くの初対面の女性たちに囲まれトスカさんも大層戸と惑まどっているそうだ。悪魔である俺たちをちょっと怖こわがっているんだよね……。

「……トスカさん、リアス元部長がちょっと怖いそうです」

　小猫ちゃんがそう言う。

　トスカさんがリアスを怖がる理由──。それは生きつ粋すいの教会の施し設せつ育ちの彼女に、生粋の上級悪魔たるリアスの存在は想像以上に恐きよう怖ふの対象らしく、まだ真っ正面からリアスを見ることができない。当然なのかもしれない。教会で「悪魔は敵」「悪魔は邪じや悪あくなもの」と刷り込まれてしまえば、眼前に上級悪魔が現れれば怖がってしまうだろう。

　木場も最初リアスに出会ったとき、すんごい警けい戒かいしたっていうしな……。こればかりは教会の施設出身だと辛つらい面があるか……。教会出身ということで、同じ悪魔でもアーシアやゼノヴィアには懐なつきつつあるんだよね。というのも、施設に居た頃ころにアーシアとゼノヴィアの名前をなんとなく聞いたことがあるからというのが大きいのだろう。

　結局、リアスはバックアップに努めることとなり、基本的にトスカさんの面倒は新オカ研メンバーに一任することとなった。少し残念そうなリアスの表情が印象的だったけど……こればかりは仕方ないのかな。

　うーんと首を捻ひねっていると、バンと勢いよく部室の扉とびらを開け放つ者がいた。

「やっほー、オカ研の諸君。遊びに来てあげたわよ」

　エロ知識満まん載さいの女子生徒、桐生きりゆうだった！　こいつったら、俺たちの正体を知って、アーシアが部長になってからというもの、暇ひまを見つけては部室に顔を出すようになっちまった！　オカ研がエロエロ知識のたまり場になっちまうぜ！

「あんたのエロい視線よりは健全よ？」

　メガネの端はしをくいっと上げながら、俺にそう言う桐生！　クソッ！　こいつも俺の思考を読めるタイプか！

　桐生は、話し込む木場とイリナを見つけるなり、近寄っていく。

「木場きゅんきゅんとイリナ氏を発見。ねー、トスカちゃんは元気ー？」

　などと気軽に話しかけていく！　もう、トスカさんのことを知っているのかよ!?　こいつ、俺たちのことを知ってからというもの、切り込みが素早くないか!?

　木場が微笑ほほえみながら言う。

「桐生さん、おかげでトスカも桐生さんにもらった本を参考に日本の文化に興味を持ち始めてくれたよ」

「生粋の教会の施設育ちだと人付き合いが苦手な子も多いものだから、桐生さんの助勢は助かるわよね」

　──と、木場とイリナが言っていた。

　桐生が……トスカさんの助勢とな。

　アーシアが言う。

「実は、トスカさん、桐生さんにかなり心を許していまして……。やはり、同じ人間の女性というのが安心できるようです」

　へー、そういうもんか。ああ、そういえば、桐生って人付き合いの下手だったアーシア、ゼノヴィアとも一いつ瞬しゆんで仲良くなったもんな。そう考えると、教会出身の女性と打ち解ける何かの才能のようなものを持っているのかもしれない。

　だが、一いち抹まつの不安もある。……だって、桐生だぜ？　エロ知識をアーシアたちに植え付けた張本人だ。でもなぁ、なぜか俺以外のオカ研メンバーから全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを寄せられるほど、人望が厚いんだよな……。

「私のおかげでアーシアたちがエロ攻こう撃げきしてくるんだから、ちったぁ感謝なさい」

　また俺の心の声が聞こえたのか、振ふり向むき様ざまにそう言ってくる桐生！　ちくしょう！　そう言われちまうと反はん撃げきしづらくなるぜ！　アーシアたちの大だい胆たんな行動は俺の活力源にもなっております！　そこは感謝！　でも、アーシアちゃんたちを変態にはしないでくれよな！

　メガネをキラリと光らせる桐生があらためて言った。

「さてさて、木場くん。先日から打だ診しんしていた件はＯＫとなったのかしら？」

　桐生が木場に問う。

　木場はニッコリと微笑ほほえみながら答える。

「うん、トスカも僕の仲間たちと打ち解け合ってほしいからね」

　二人のやり取りに俺が訝いぶかしげにしていると、木場が語る。

「実はね、トスカにオカ研のメンバーと交流を持ってもらおうと思って桐生さんとイリナさんとで作戦を練っていたんだ。この町に住む以上、徐じよ々じよにでもいいから、一人一人と仲良くなってほしいからさ」

　案外こういうところはぐいぐいいくんだよな、木場って。普ふ段だん、やさしそうな雰ふん囲い気きをまとっているが、特訓、練習という心身を鍛きたえ上げることに関しては自分にも仲間にも意外に厳しい。ゼノヴィアも木場に何度弱点を指し摘てきされたことか。

「けど、いいのか？　ちょっと厳しいんじゃ？」

　俺が起きたばかりで異国に身を置くトスカさんを気き遣づかいそう言う。

　木場は首を横に振った。

「そうでもないよ。トスカは案外お茶目さんでね。家でも──。……まあ、これはおいおい話すとして、とにかく、今度の週末を利用して、トスカをイッセーくんの家に連れていくよ」

　横から桐生も介かい入にゆうしてきて「私も行くわよ」と告げてくる。

　……桐生仕込みのトスカさんの来訪か。ふと桐生が部室の扉のほうに視線を送る。

「…………それと、お客さまいるみたいだけど？」

　見てみれば──部室の扉が少しだけ開かれて誰だれかが覗のぞき見みしている様子だった。

「……誰だろう？」

　俺が歩み寄ると、覗き見をしていたヒトがバレたことに気づいて慌あわてて扉を大きく開け放ってしまう。開かれた扉の向こうにいたのは──真しん羅ら元副会長だった!?

「し、真羅先せん輩ぱい！　どうしてここに？」

　俺が問うと、変な格好のまま硬こう直ちよくしていた真羅先輩が姿勢を急いで正して咳せき払ばらいする。

「コ、コホン。……自由登校の身ですので、いまのうちに学内を見て回ろうかなと思いまして……きゅ、旧校舎も一度じっくりと見てみたいと思っていたのです」

　その割には木場のほうをチラリチラリと見ているが……。そ、そうなのかな……。どうにも、中の話に興味があったように思えて……。ま、まあ、真羅先輩は木場に夢中だって話だから気になっちゃったのかな。それに真羅先輩がトスカさんのことをかなり聞きたがっているってリアスがソーナ元会長から聞いたって言ってた。

　あ、いま桐生のメガネがキラリと光ったように見えたぞ。

「真羅先輩も作戦に参加しませんか？」

　などと言い出した！　真羅先輩は驚おどろきながらも一瞬パァと顔を輝かがやかせて、途と端たんに厳しい顔つきとなり再び咳払いをする。

「……い、いいでしょう。私でよければ、微び力りよくながらお付き合いするわ」

　……マ、マジか。真羅先輩も参加してのトスカさん交流会となりますか。

　どうなるかわからないが、木場の大事な同志のために俺も一丁協力しますか！

「よし、木場。俺も協力しよう。どうしたらいい？」

　木場が「ありがとう」と言い切る前に桐生が間かん髪はつ容いれず言ってきた。

「じゃあ、あんたの家で週末はお泊とまり会といきましょうか！　同じ釜かまのご飯を食べて、一日中ずっと一いつ緒しよにいれば自然と打ち解け合えるってもんよ！」

　なんて無茶ぶりを言う奴やつだ！　だが、まあ、それもひとつの手か。この部室にいるメンバーもうんうんとうなずいて肯こう定てい的だ。

　こうして、週末にトスカさんが俺の家に遊びに来ることとなった。







　そして、週末──金曜の深夜だ。

　その日から、週明け月曜の朝までトスカさんは兵藤家にお泊まりという形となる。悪あく魔まの仕事を終えたあと、お泊まり会開始となった。

　トスカさんと共に同居している木場とギャスパーもついてきていた。参加を表明した真羅先輩も到とう着ちやくしていた。

「……こ、こんばんは。あ、あの、三日間よろしくお願いします」

　日本流のあいさつを教わったのか、ぺこりと頭を下げるトスカさん。

　白はく髪はつを二本のお下げにした女の子。聞けば、出自は元々フリードやジークフリートが出てきたところと同じ戦士育成機関とのこと。ただし、育成機関が欲ほつする戦士としての資質には満たなかったために早くから木場と同じ研究施設に送られてしまったそうだ。

　うん、フリードのクソ野や郎ろうと違ちがってめっちゃかわいい女の子だ。

「ハロー、私もお世話になるわ」

　ひょっこり木場の背後より現れたのは桐生だ。こいつも三日間兵藤家に泊まるのだというから、恐おそろしい……。何が起こるかわかったもんじゃないぜ……。あ、ていうか、こいつが俺の家に来るのは初めてか？　アーシアたちとあんなに仲がいいのに、こいつが家に来てまで遊ぶってのはなかったもんな。まあ、俺たちの正体を知られてもまずいし、仕方なかったか。こいつ、案外勘かんが鋭するどそうだし。

　リアスが皆を迎むかえ入れる。

「ようこそ、兵藤家へ。歓かん迎げいするわ、桐生さん、それにトスカさん」

　朗らかに微笑むリアスだったが──とうのトスカさんはリアスを見るなり、そそくさと木場の背後に隠かくれてしまった。……やはり、まだ怖いのだろうか？　リアスも苦笑しながらも家のなかに促うながした。

　桐生は上がるなり、二階に繫つながる階段に目を向けた。

「よっしゃ、まずはアーシアの部屋から物色よねー。確か、二階だったわよね？　エッチな下着がないか見てあげるわ」

　つかつかと進んでいく桐生！

「桐生さぁぁぁぁん、待ってください！」

　そのうしろを追いかけるアーシアちゃんの図！　おのれ、桐生！　あんまおイタをするようなら俺が介入するからな！

　メガネをくいっと上げる真羅先せん輩ぱいが玄げん関かんホールからぐるりと家の様子を見回す。

「……男子のお家に泊まるのは生まれて初めてですね……。しかし、以前より思っていましたが、ここは女子のほうが多いですし、男の子のお家って気がしませんね」

　確かにね。真羅先輩が言うようにここの住人は、野郎よりも圧あつ倒とう的に女子の数のほうが多い。男の子の家ってよりは、女子高生たちの学生寮りようって感じだよな。

　木場が俺の横に並び「よし」と意気込んでから言った。

「さっそく、お茶会でもしようか」

「ああ、そうだな」

　俺も同意して、まず誰から話してもらうか思し慮りよしていた。すると、トスカさんが俺の顔をじっと凝ぎよう視ししてくる。今度は木場のほうにも視線を送り、ついには交こう互ごに意味深に見始めていた。

　……俺と木場の並びが珍めずらしいのだろうか？

　それとも何か興味を引くものがあったのかね？　トスカさんの視線を怪け訝げんに思う俺だった。

「……祐ゆう斗と先輩、ギャーくん、トスカさん、椿姫つばき先輩、こんばんは」

　小猫ちゃんの声だ。見上げれば、小猫ちゃんがちょうど階段から玄関ホールに下りてきたところなので、お茶会に参加してもらうことにした。




ステップ１　トスカさんと小猫ちゃん




「…………」

「…………」

　上階の空き部屋のソファにて、無言で見つめ合うトスカさんと小猫ちゃん。小猫ちゃんは単に無言なだけだが、トスカさんは気き恥はずかしそうに身を縮こませていた。いちおう、両者の面識はある。トスカさんの生活をサポートするために、小猫ちゃんは木場の手伝いを度々していたので、その都度出会ってはいた。

　木場がマンションから持ってきたという手製のケーキを切り分けて、俺たちに配った。

　ケーキを頰ほお張ばった小猫ちゃんが言う。

「祐斗先輩は料理が上手です。和洋中からこのケーキみたいにスイーツまでほぼ何でも作れちゃいます」

　小猫ちゃんの会話に──トスカさんが続いた。

「……はい、イザイヤのお料理には毎回驚いてます。こんなにお料理が上手に作れるなんて……それ以前に外の世界にはこんなにもおいしいものがたくさんあるなんて知りませんでした」

　率直な感想だな。……アーシアがこの家に住み出した頃ころを思い出すね。同じく教会育ちのアーシアはこちらに来てからいろんなものを口にして驚き、喜んでた。質素な生活から一変すれば当然の反応だろう。

「……木場くんのケーキはやはりおいしい」

　俺の隣となりで木場お手製ケーキに感かん涙るいしている真羅先輩。クリスマスパーティの席でも木場の作ったケーキを食べて感動してたっけな。

　ふいに小猫ちゃんがギャスパーを見ながらトスカさんに訊く。

「……ギャーくんは怖こわくないですか？　段ボール箱に入ったり、紙かみ袋ぶくろを被かぶったりして、怖がらせたりしてませんか？」

　あー、箱に入ったり、袋被ったギャスパーは初見のヒトにはキツいかもな。妙みような迫はく力りよくを放つからね。小猫ちゃん的にギャスパーとも同居している以上、その辺が気になったのかもしれない。

「ぼ、僕はトスカさんを怖がらせてなんていないよぉ。……で、ですよね？」

　異を唱えながらもいちおうの確認を本人に取るギャスパー。

　トスカさんはくすりと小さく笑った。

「最初はヴァンパイアということで驚いて、怖かったですけど、箱に入るヴァンパイアなんて聞いたことがなかったんで……なんだか、反応に困ってしまって」

　教会の施し設せつで育てば、吸きゆう血けつ鬼きの脅きよう威いを教わるはずだろうから、本来敵として警けい戒かいして当然だが……段ボール箱に入る吸血鬼だもんな。トスカさんの反応を見るにギャスパーとは打ち解け合っているようだった。同居しているせいか、その辺の順応も早かったのだろう。

「ギャーくんが変なことしたらニンニクましましのスープを飲ませていいです」

　などと小猫ちゃんが冗じよう談だん交じりにそう言った。とうのギャスパーも「酷ひどいよ、小猫ちゃん！」と非難の声を上げていたが……ギャー助だし、まあいいだろう。

　──と、トスカさんがもじもじしながら小猫ちゃんに問う。

「……イザイヤから、小猫さんは妹のような存在だと聞いたので……そ、その、イザイヤと出会った頃からのお話を聞かせていただけたらうれしいかなって……」

　……ああ、なるほど。トスカさんは、聖せい剣けん計画からいままでの木場の経けい緯いを知りたいのだろうな。本人から聞く話と、知人から聞く話では、結構違うところもあるだろうし。

　小猫ちゃんはニッコリと微笑ほほえむ。

「はい、私にとっても祐斗先輩はお兄ちゃんです。わかりました、出会った頃からお話しします。……と言っても、出会った頃の祐斗先輩はやんちゃでしたけど」

　くすりと笑う小猫ちゃん。木場もそれを見て、「ほどほどにね」と苦笑いしていた。

　小猫ちゃんの思い出話が始まるなかで、部屋の扉とびらを少し開けてこちらの様子を窺うかがう者が一名──。

「……気になるにゃぁ……」

　黒くろ歌かだった。トスカさんが気になるのか、それとも昔話を語る小猫ちゃんが気になるのか、はたまた木場手製のケーキが気になるのか。まあ、全部なんだろう。

　俺は静かに扉に移動して、こっそり開いて「ま、入れば？」と黒歌を促した。

「んじゃ、遠えん慮りよなく」

　猫ねこ耳みみのお姉さんにトスカさんも最初は驚おどろいていたが、小猫ちゃんの昔語りに興味を引かれていたためか、すぐに聞くほうに再び意識を傾かたむけていた。

　うん、いい傾けい向こうじゃないか。安心して会話を聞いている俺だったが、ふと木場が訊きいてくる。

「ケーキ、口にあったかい？」

「ん？　ああ、俺は好きだぜ」

　かなり甘いザッハトルテだが、紅茶と一緒に食べるとちょうどいい加減になるから、ついついフォークも進んでしまう。

「今度、イッセーくんの好きなチーズケーキも焼いてくるよ」

「ああ、そうか。……って、なんでおまえが俺の好きなケーキを知っている……？」

　疑問に駆かられる俺だったが……ふいに視線に気づいた。

　トスカさんがチラチラと俺──と木場の様子をチラ見していたからだ。はて、何か珍しいものでもあったのか？

「あれは、数年前、祐斗先せん輩ぱいととあるデパートに行ったときのことです。私と祐斗先輩がデパートで迷子になってしまって──」

　訝いぶかしげにしながらも小猫ちゃんの思い出話は進んでいった。




ステップ２　トスカさんとお姉さん二人




　さて、トスカさんが小猫ちゃんとの会話も終えてひと段落した頃、

「あらあら、私もお邪じや魔ましてもよろしいかしら？」

　淹れたての抹まつ茶ちやラテを持って朱あけ乃のさんが現れた。

「私も交ぜてください」

　そのうしろからはロスヴァイセさんもついてきていた。

　歳の近い小猫ちゃんやギャスパーとは打ち解けやすかったトスカさんだけど、年上のお姉さんたちはどうだろうか？　リアスにいまだ警けい戒かい心しんを持っていると聞くし……。案の定、トスカさんは朱乃さんとロスヴァイセさんの登場に緊きん張ちようの面持ちとなっていた。

　朱乃さんが訊く。

「何のお話をしていたのかしら？」

　小猫ちゃんが「昔の祐斗先輩のことです」と答える。朱乃さんはその言葉に微笑んでトスカさんに正面から告げた。

「私でよければ祐斗くんのことをお話ししますわ。こちらに来てから、リアスと共に弟のように見守ってきましたから」

　そう、朱乃さんはリアスと同様に転生してからの木場を見てきた年長者だ。お姉さんから見える木場の姿もあるだろう。

　さすがに木場もこそばゆくなったのか、頰ほおを指でかいていた。

　トスカさんも朱乃さんの対応に少しだけ破顔した。──と、抹茶ラテを口にして、さらに表情は綻ほころびる。

「……温かい。ちょっとだけ苦いけど、甘くて、ほんわかしていてとてもおいしいです」

　朱乃さんの抹茶ラテを飲んでトスカさんはそう感想を漏もらした。

　ああ、朱乃さんの抹茶は本格的だからな。何でも実のお母さんやリアスのお母さんに教わったそうで、かなりの腕うで前まえとなっている。そこにきて、点たてたお茶をラテにしたりと多様性にも長けていた。日本に来たばかりのトスカさんにいきなり淹れたての抹茶は苦いだろうから、ラテにして出すという朱乃さんなりの粋いきな計らいである。

「……私もお茶をやりますが、ラテはしたことがありませんね。あとで姫ひめ島じまさんに伺うかがおうかしら」

　俺の隣で真羅先輩も朱乃さんのお茶の腕うで前まえに唸うなっていた。

　全員が抹茶ラテを口にしたあとに朱乃さんが語り出す。

「……そうね、私が祐斗くんとの思い出で印象的だったのは、数年前、リアスと私と小猫ちゃんと祐斗くんの四人で牧場に行ったときのことだったわ。あのとき、祐斗くんったら、牛のお乳ちち搾しぼり体験に夢中になって──」

　その夜、木場の恥はずかしい過去話も暴ばく露ろされていくこととなった──。

　ちなみに一通り朱乃さんが語ったあとで、ロスヴァイセさんによる「百均ショップ講座」が深夜まで続いた。




ステップ３　トスカさんと教会トリオ＋α




　一夜が明ける。

　……今回、俺の部屋に女性陣じんが寝ねることはなかった。代わりに俺の部屋の一角に急きゆう遽きよ畳たたみユニットが用意され、その上に敷しき布ぶ団とんがふたつ敷かれた。そこで寝ていたのは──木場とギャー助。

　俺の部屋で男子が泊とまるなんていつ以来だ？　リアスたちに出会う前なら、松田や元浜が泊まりに来たこともあったが……。まあ、昨夜はそんな風に久しぶりの男子お泊まり会だったんで妙にテンションが高まって野や郎ろう三人で空が白んでくるまでボードゲームで遊んでしまったよ。たまには俺の部屋で男子会ってのもいいよね！　俺だって、時には部屋で友達と遊びたい！

　てなことで、トスカさんの泊まり込みでの合宿二日め。……朝方まではしゃいでいた俺たち男子が起きたのは昼前だ。完全に朝食をすっ飛ばしてしまった。女子全員参加の朝食に出たかったが……トスカさんには悪いことしちゃったかな。

　部屋から廊ろう下かに出ると、目に飛び込んできたのは教会トリオとお泊まり組のトスカさんと桐生だった。

　そちらを見やると、トスカさんが手を組んで──イリナにお祈いのりを捧ささげていた!?

「ああ、天使イリナさま！　今日も一日お見守りください！」

　イリナも輪っかと翼つばさを生やして、まんざらでもない恍こう惚こつとした表情で答える。

「ええ、トスカさん。今日もあなたに天のご加護があらんことを──アーメン」

　……何やってんだかな。反応に困ってしまう俺だった。

　実は、トスカさんってイリナのことを物もの凄すごく神聖視している。そりゃ、初めて出会った天使だからな。いままで伝承でしか教わっていなかった天使に初遭そう遇ぐうすれば、信徒的に心にくるものがあったのだろう。出会った瞬しゆん間かんに感涙して祈りを捧げたっていうからね。イリナとしても天使として扱あつかってもらって満足、トスカさんも天使に出会えて大満足とWinWinの関係だった。

　話では、教会でもトスカさんの面めん倒どうを見ることになっていた。もともと、教会の施設で育った子だし、いまだ信しん仰こうの精神を抱いだいている。彼女の経緯を鑑かんがみても天界としては無下にできようはずもなく、駒く王おう町の近くにある教会の関連施設で彼女の信仰を手助けすることとなった。

　あ、いま皆みなの格好に俺は気づく。外行きの格好だ。

「なあ、どっか行くのか？」

　俺が訊くとゼノヴィアが言う。

「ああ、このメンバーで女同士の買い物に行くつもりだ」

　ほう、買い物か。……ああ、なんとなく、つかめてきたぞ。教会の施設育ちにとって、ショッピングというのは案外敷しき居いが高いというか、一種のタブーに近い。神のために俗ぞく世せいでの欲よく望ぼうを振り捨てて信仰に身を置くのが信徒というもの。特に教会の施設で育った子供は、物心ついたときから神の教えを説かれる。信仰のために身を捧げよ──と。

　アーシア、ゼノヴィア、イリナも教会に身を置いた者たちだが、彼女たちもこの町に来てから自由をある程度約束されたためか、タブーとされていたものに触ふれまくっている。結果的に教会トリオは普ふ段だんは普ふ通つうの女子高生らしい生活を満まん喫きつしているのだ。

　木場が昨夜も俺の部屋で言っていた。

『トスカに少しでもいまの生活を楽しんでもらいたいからさ。デパートでショッピングぐらいは連れてってみたいかな』

　やさしげにそう漏らす木場。……同志である彼女に日常を堪たん能のうしてもらいたいのだろう。教会の施し設せつでは味わえなかったこの世界の楽しい面を見てもらいたいのだと思う。

　トスカさんも教会メンバーに桐生と、接しやすい同性が多いので表情も明るい。

「トスカをよろしくね、皆」

　木場がそう告げる。女性だけの交流も大切だからね。木場もアーシアたちにトスカさんを任せるのだろう。

　トスカさんを任せることにした俺たち男子組。

「遅おそめの朝飯でも食うか」

　俺が背せ伸のびしながら言うと木場が朗らかに言う。

「僕がイッセーくんの朝食を作るよ。和食がいい？　それとも洋食？　なんでも作るよ」

　和もいいが、洋も捨てがたいし……。答えに苦く慮りよする俺を見つめる誰だれかの視線。

　出かける直前のトスカさんがまた俺──いや、俺と木場のほうに意味深な視線を送っていた。




ステップ４　トスカさんと……俺？




　その日の夕食は、皆で取ることに。

　結構皆と打ち解けてきたのか、トスカさんも教会トリオと桐生を中心に誰とでも会話を紡つむいでいた。魔ま女じよっ子であるルフェイとも最初は会話に戸と惑まどっていたが、小猫ちゃんやアーシア経由で対応も軟なん化かしていった。この場にいないがレイヴェルも戻もどってきたら、お茶会を通じて仲良くなってほしいものだ。

　ていうか、

「トスカさん、大だい丈じよう夫ぶよ？　皆、やさしいヒトたちばかりだから、怖こわがらなくていいわ。主はいつだって見守ってくださっているの」

　イリナが気取ってそういう風に言うとトスカさんも、

「はい！　天使さま！」

　心を強く持ち始めるのだった。……なんとも言えない状じよう況きようではあったが、ゼノヴィアはその姿が物もの凄すごく面白かったのか、終始爆ばく笑しようしていた。イリナの態度がツボにハマったのだろう。

　皆とも大分話せるようになってきたトスカさんだが……。ここにきて、俺は気づく。トスカさん、俺とリアスだけ避さけてる！　全然話しかけてきてくれない！　俺がそれとなく会話を投げかけても、

「…………」

　無言になってしまう！　しかもなんでか俺のときだけ、木場の反応を確認したがるんだよな！　やっぱ、木場以外の野郎は怖いのか!?　いや、段ボール箱に入る奇き特とくな女装男子ギャー助には心を許しているため、そうとも限らない！

　……も、もしかして、スケベってことが嫌いやなのかね？　でも、俺、一度も性的な目でトスカさんを見ていないぞ？　さすがに起きたばかりの木場の同志をそんな目で見られないって！　そういう風に見るならせめてあと数年は待って、おっぱいがもう少し成長してからというか……！

　いやいや、俺はともかく、リアスとは打ち解け合ってもらいたいぜ。上級悪あく魔まだが、やさしくて素晴らしい女性なんだ。トスカさんともきっと仲良くなれるはず。けど、やっぱり、上級の「悪魔」ってのが怖いのかな……。人間から転生した悪魔じゃなく、純血の悪魔だもんな……。敬けい虔けんな信徒には辛つらいところがあるってことかね……。

　夕食後、リビングで首を捻ひねりながら思し慮りよする俺。皆、リビングでくつろぐ格好となっていた。むろん、トスカさんもいるわけだが……。

　ふいに桐生がこう言ってきた。

「そういえば、最近、女子からの兵ひよう藤どうの評価って変わりつつあるのよね」

　──っ。

　そ、それは実に興味深い話題だ。

「へー、どういう風に？」

　俺がついつい訊きいてしまう。女子の評価だぞ、そりゃ気になる！

　桐生が紅茶を一口含ふくんだあとに答える。

「んー、思ったほど野や獣じゆうじゃないのかもーとか最近珍めずらしい肉食系だよねーとか。以前に比べたら毛け嫌ぎらいされるほどでもないんじゃない」

　──ッッ！　なんてことだ！　そんな逆転劇が起こりえるのか!?　ちょっとばかり、俺の再評価に驚おどろいてしまった。一時期は性せい欲よくの権化、野獣と罵ののしられるばかりか、木場とのホモ疑ぎ惑わくまで出た俺だったが、ここにきてそんなことが起きるとは……。

「マジか。……俺、知らない間に男としての魅み力りよくが上がっていた？」

　あごに手をやり、ちょっとだけ格好付けてしまう俺だったが、桐生はサッパリと切り捨てる。

「さあ、それはないんじゃない？　ただね、あんたの評判を覆くつがえす切きっ掛かけは木場くんのようなのよね」

「僕かい？……何か言ったかな」

　急に会話に名前が出てきて驚いていた木場だった。

　桐生が続く。

「木場くんにね、女子はこう訊くのよ」

『木場くん的に兵藤くんってどうなの？』

　──と、女子たちは木場に訊いたそうだ。

　木場も思い出したようだった。

「ああ、そのことか。それなら確か──」

　木場はこう答えたという。

『そうだね、イッセーくんはスケベだね。けど、それは年とし頃ごろの男子なら誰でも持っているものじゃないかな。彼はちょっとだけそれが表に出やすいだけさ。でも、責任感は強いし、誰のことも見下したりしないし、同性としてはとても付き合いやすいタイプだよ』

　紳しん士し的で朗らかな木場のその言葉に女子たちも思うところがあったようで、俺の再評価に繫つながったという。

　……うぅ、持つべきものは友達だな！　クソッ！　松田や元浜と違ちがって、木場は真っ当に俺を見てくれている！

　俺は木場の首に腕うでを回した！

「ありがとうよ、ダチ公！　そんなこと言ってくれるのはおまえだけだぁぁっ！」

　号泣してしまった俺だった！　だってさ、こんな感じに俺のことをよく言ってくれる同年代の男子なんてこいつぐらいなもんだぞ！

　そりゃ感動するって！

「ハハハ、苦しいよ、イッセーくん」

　照れている様子の木場だが……いいじゃないか！　よーし、お泊まり会二日めの今夜も朝まで男子トークしまくろうぜ！

　この様子を見ていて、いままで沈ちん黙もくを守っていたトスカさんがついに口を開く。

「…………あ、あの」

　なんと！　俺に視線を投げて、話しかけてきた！

「なんだい？　えーと、トスカ……さん？」

　驚きながらも受け答えする俺。トスカさんは生なま唾つばを飲み込んで意を決したあとに訊いてきた。

「…………その、どういう関係なのでしょうか……？」

「……はい？」

　聞き返す俺にトスカさんは大きな声量で言ってくる。

「…………イザイヤとは、どういう関係なのでしょうか！」

　お、俺と木場の関係……？　木場と顔を見合わせる俺だった。

「……と、友達？　仲間？　同どう僚りよう……とかかな」

　そう答える俺だが、トスカさんはその場で立ち上がり、涙なみだ目めで訴うつたえかける！

「…………び、『びーえる』っていうのは、ふ、ふ、不健全だと思います！」

　──ッッ!?　…………び、びーえる？　ＢＬのことか!?　な、なんじゃ、そりゃぁぁっ！

「……トスカさん!?　ど、ど、どこでその知識を得たのかな!?」

　俺はそう問い返す！　普通に暮らしていれば、そうそう得ることのない知識だ！

　トスカさんは桐生のほうに視線を送りながら、もじもじしつつ言った。

「…………き、桐生さんから借りた参考書に書いてありました！　兵藤一いつ誠せいさんとイザイヤの関係は『びーえる』っていう男の人と男の人が好きになってしまう現象なのだと！　ダ、ダメです！　主は男女で仲良くなりなさいって言ってました！」

　真っ赤になって俺と木場にそう訴えてくるトスカさん！　俺は桐生のほうに目を向ける！

「ふふふ」

　こいつめ！　メガネをキラリと光らせて口くちの端はしを笑ましてやがる！　確信犯だな!?　トスカさんに日本の参考書とばかりに「ＢＬ本」を渡わたしやがったな!?　純じゆん粋すいな少女信徒にとんでもない異文化交流しかけやがったぞ、このメガネ女子めぇぇぇっ！

　ハッ！　途と端たんに得心する！　トスカさんが俺と木場のほうに視線をチラチラ送ってきたのは──これのことだったんだな！　俺と木場の関係が気になって仕方なかったんだ！

　トスカさんが木場に直接問いかける！

「イザイヤ！　ど、どうなの……？　兵藤一誠さんのこと……どう想っているの？」

「そ、それは私も訊きたいところですね。どうなのですか、木場くん!?」

　いまのいままで静観していた真しん羅ら先せん輩ぱいまで問とい詰つめてきやがった！　真羅先輩、なんでこんなときだけ前のめりなんですか!?

　とうの木場はというと──。顔を下に向けて、一言だけ口に出す。

「そ、それはその……友達……だよ？」

　真っ赤な顔でそんなことを言うんじゃありません！　誤解を生むでしょ!?

「す、好きなの!?」

「す、好きなのですか!?」

　さらに詰め寄よるトスカさんと真羅先輩！　ほらほら、こういうことになっちゃうんだからさ！　つーか、いままでにないほど感情出してんな、トスカさんも真羅先輩も！

　木場も俺のほうに視線を向けながら、対応に困っている様子だった。

「…………そ、そういうのは本人の前ではちょっと、ね？」

　いやいやいやいやっ！　何その答え!?　普ふ通つうに「友達です！」でいいじゃねぇか！　なぜにそんないらぬ誤解を生む反応で返す!?

　トスカさんは木場の対応にわなわなと体を震ふるわせていた。

「や、やっぱり、好きなんだ……『びーえる』なんだ……イザイヤが悪い子になっちゃう……」

　真羅先輩も全身を震わせていた。

「……ＢＬなんだ、兵藤くんと木場きゅんはやっぱりＢＬなんだ……」

　しかし、ちょっとだけ口元を笑えませて、

「…………ああ、いや、それはそれで」
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　などと言い放つ！　真羅先輩はそっちもアリなのですか!?

　途端に真羅先輩がトスカさんの手を取った！

「トスカさん！　お互たがい、兵藤くんに負けないようにしましょうね！」

「はい！　よくわかりませんが、『びーえる』はよくありません！」

　なんだか、そこの二人、言葉はかみ合ってないけど、精神だけは意気投合してませんか!?

　いやぁぁぁぁ、もうカンベンしてくれぇぇぇぇっ！

　お泊とまり会は俺にとっていらぬ誤解を生み出す地じ獄ごくと化していったのだった──。







　そんなこともあったトスカさんとの交流だったが、実は秘話もあった。

　最終日の夜、トスカさんは意を決して──リアスに話しかけたのだ。

「……ずっと、訊けなかったので。やっと、決心が決まって……」

　トスカさんは真っ直ぐにリアスにこう訊いたという。

「……イザイヤがあなたと出会ったところからお話ししてもらっても、いいですか？」

　リアスは微笑ほほえみ、「ええ」と快かい諾だくする。

　トスカさんはリアスが悪あく魔まだから怖こわかったわけではなかった。

　リアスは木場が転生してからのことをすべて知っている。だからこそ、トスカさんは──木場が非業の死を遂とげてから、復ふく讐しゆう心に駆かられたという話を聞くのが心底怖かったんだ。けど、彼女は唯ゆい一いつの同志である木場のことをもっと知りたい。トスカさんは複雑な心境をどうにかまとめて勇気をもって、リアスにあらためて訊くことにした。

　そして、トスカさんは感極まって涙なみだ声ごえでようやく本当に伝えたいことをリアスに言った。

「──イザイヤを助けてくれて、本当にありがとうございました」

　その一言をもらったリアスもまた涙を流しながら、

「あなたこそ、生きていてくれて、本当にありがとう」

　そう答えたという──。

　そのお泊まり会後、トスカさんは俺たちにかわいい笑顔をよく見せてくれるようになった──。

　これからも皆みなでトスカさんと仲良く暮らしてやるぜ！　なあ、木場！








Life.4　ごーうぇすと！









「むっ！　この技、私もできないだろうか……」

「それより、いまのイベントよ！　どうして、あそこであの将軍が裏切るの!?」

「なんだか、まったく異なる世界を歩いているようで見ているだけで楽しいですね」

　とある日のこと、ゼノヴィア、イリナ、アーシアの三人が、テレビに映るゲームを見ながら一いつ喜き一いち憂ゆうしていた。

　自室で教会トリオが見守るなか、オープンワールド系ＲＰＧをやっていた俺。その俺のもとに──、

「ねぇねぇ、ちょいといいかにゃ」

　と、黒くろ歌かがやってきた。

　……こいつのことだから、またゲームをやらせてくれと言うに違いない！　黒歌は、俺（または俺たち）のゲーム機を勝手に使い出して、あまつさえヒトのデータでプレイもするから手に負えないんだ！　楽しみにしていたＲＰＧのイチャイチャイベントを勝手にやられたときの俺の悲しみがこいつにわかるというのか!?

　などと、軽く警けい戒かいをしていた俺だったが……黒歌の背後にルフェイもいたので、どうやらただ単にゲームをやらせてくれと言ってくるのではないようだ。

「なんだよ、おまえとルフェイが一いつ緒しよに頼たのみ込んでくるなんてさ」

　ルフェイが申し訳なさそうに言ってくる。

「実は、とあることについてぜひともご協力をいただきたくて……」

「とあること？」

　俺はコントローラーをゼノヴィアに預けて、ルフェイに訊きき返す。

　黒歌がこれに面めん倒どうそうな面持ちで答える。

「いまね、うちのチームで新人の面倒を見ることになりそうなのよ」

　チームの新人？　それって、ヴァーリチームの新メンバーってことか？　おいおい、俺に協力を求めるって、それでいいのか？　いちおう……ライバルだしな。

「俺に協力しろってか？　おまえたちのチームに？　いいのか、それで？」

　同じテロリスト対策チーム『Ｄ×Ｄデイーデイー』のメンバーとはいえ、一時期敵対していた関係だし、何より俺とヴァーリは二に天てん龍りゆうを宿すライバルだしな……。

　なんとも答えに困る俺だったが、それは黒歌も承知のようで、肩かたをすくめていた。

「まあねぇ。でも、ちょいとめんどいことも起きそうなんで、赤せき龍りゆう帝ていちんに協力を求めたいんですって。主に美び猴こうが」

　美猴が？　うーむ、余計に事情がわからん。あいつら、最近はどこで何をしているのか皆かい目もく見当もつかないし、その割にはふらりと立ち寄ることもあるし、神しん出しゆつ鬼き没ぼつすぎるんだよな。

「私たちもご協力したほうがよろしいのでしょうか？」

「手が足りないなら貸すわよ」

　アーシアとイリナがそう言ってくれるが……。

　いちおう、俺は黒歌に訊く。

「俺一人でなんとかできそうなのか？」

　これに黒歌も「できると思うわ」と若干おもしろくなさげだった。こいつ的にはあんま興味のなさそうな案件ってことか？　チームの新人なら、普通重要事じ項こうだし、興味を抱いだいてもおかしくなさそうなんだが……。

「まあいいや。わかったよ。とりあえず、話だけは聞く」

　いろいろと疑問に感じることも多いが、まずは会って聞いてみてから判断するのも悪くないだろう。

「さっすが。助かるにゃ」

「ありがとうございます！」

　黒歌もルフェイも一安心といったところだった。

　ふいに俺の代わりにプレイしているゼノヴィアが言う。

「イッセーの育成方法は雑だぞ。これだとスキルの振ふり分わけがよくないように思える。イッセーはリアルだと近接戦向きなのに、ゲームだとテクニカルなのは大変新しん鮮せんだが、筋力にポイントを大きく割くのはよろしくないな。こういうのはまず回かい避ひと技術に重点を──」

　などと、俺のゲームプレイにダメ出しをし出すゼノヴィア。……おまえも、リアルはパワー傾けい向こうだけど、ゲームだと細かいな！

　……ま、ゲームは教会トリオに任せましょう。

　こうして俺はその日の深夜、ヴァーリチームのもとに行くことになる。







　例のだだっ広い修行空間に転移する俺と黒歌、ルフェイの三人。

　そこで待っていたのは──ヴァーリ、美猴、そして見知らぬ二人の姿だった。どちらも古代中国の人が着ていたようなだぶだぶでゆったりとした服装──直じき綴とつだっけ、それを身につけていた。

　片方は中学生ぐらいの美少女！　ふわっとした朱しゆ色いろの髪かみの毛けが特とく徴ちよう的な女の子だが……首には小さなドクロをいくつも連ねたネックレスをしていた。うーむ、趣しゆ味みが悪い。

　もう一人は──なんと人間じゃない！　でっぷりとしたふくよかな体つきで、豚ぶたのような頭部をした人型の異形、獣じゆう人じんだ。

　なんとも異色な見知らぬ二人。これが噂うわさの新人さん？　うーむ、初対面のはずなのに既き視し感かんがあるのはなぜだろう？　というか、ここに美猴が並ぶと……その様は……。いや、一人だけ女の子だから、なんとも言えないし、俺の知っているそれとイメージがかけ離はなれているからな……。ただ、美猴──孫そん悟ご空くうと豚の獣人が並ぶと、もうあれが頭あたまに浮うかんで仕方ない。

　三人の並びをまじまじと見ていた俺に美猴が手を上げてあいさつをしてくる。

「よぉ、赤龍帝。よく来てくれたじゃねぇか」

　俺は歩み寄り、美猴に訊いた。

「それで、新メンバーって？　この二人か？」

　美猴は頰ほおをポリポリとかきながら言う。

「……いや、それがよ。俺んとこの初代のじいさんが、面倒みろってよこしてさ……。……えーとな、そっちの豚が現『猪ちよ八はつ戒かい』で、あっちの娘むすめっこが現『沙さ悟ご浄じよう』ってやつだぜぃ」

　──っ！　俺は美猴の言葉に得心した！　そうだよ、その通りだよっ！

「マジか！　あの猪八戒と沙悟浄かよ!?」

　俺はあらためて豚の──猪八戒さんと、美少女の沙悟浄を見ていた！　だよね！　美猴と豚の人が並んじゃ、それは、『西遊記』を連想して仕方ないわ！

　……沙悟浄がカッパじゃないのが、ちょっと不思議だが……。あれ？　西遊記の沙悟浄ってカッパじゃなかったっけ？　いやいや、以前、それは違ちがうぞって誰だれかに言われたような……？　最近、いろいろありすぎてど忘れすることがあるんだよな……。

　美猴がカラカラと笑って続ける。

「ま、『現』がつくけどねぃ。最近、襲しゆう名めいしたらしいんだわ」

　でも、すげえ！　孫悟空だけでも会って驚おどろいたのに、まさか、『現』とはいえ、猪八戒と沙悟浄に出会えるなんてさ！　あー、今日はこの二人に会えただけでも十分収しゆう穫かくというか、満足できそう。

　しかし、この二人がヴァーリチームの新メンバー？　初代孫悟空のじいさんがよこしたというのもとても引っかかる。

　そうは言っても俺にとっても興味の対象だ。猪八戒、沙悟浄の二人を交こう互ごに見比べる俺。

　猪八戒さんのほうはともかく、少女の沙悟浄は俺の視線に照れていた。かわいい！

　俺の視線を見て、猪八戒さんが自じ嘲ちようするように言う。

「どうせ、俺は豚だよ。ああ、豚だよ。ブーブー鳴くしか取とり柄えのない豚ぶた野や郎ろうさ」

「い、いや、別に……」

　豚の妖よう怪かいだろうから、そのまんまの見た目だろうけど、別にそれについてどうこう言った覚えはないんだが……。俺の視線が悪かったのかな。

　美猴が苦笑しながら言った。

「あ、その現『猪八戒』は、超ちようが頭に四つは付くぐらいネガティブな奴やつだから気にしないでくれや」

　美猴の言葉を受けて、猪八戒さんが肩をすくめていた。

「へっ、ネガティブな豚で申し訳ありませんね。どうせ、豚さ。豚野郎さ」

　──が、猪八戒さんは、黒歌のほうに視線を向けた。

「ところで、猫又のお姉さん。お願いがあるんですけどね」

「にゃにかしら？」

　首を傾かしげる黒歌に、猪八戒さんは真っ正面から堂々と言い放つ。

「俺を殴なぐってくれませんか？　んで、殴ってこう言ってください。『そんなに私の猫ねこパンチが欲しいのかい！　この豚野郎！』と。ダメですかねぇ？　ダメそうですねぇ。いやー、困りましたねぇ」

　なに言ってるの、このヒト!?　いきなり、変態めいたことを口走りはじめましたよ!?　殴ってくれとか、罵ののしれとか！

　唐とう突とつに言われたものだから、これには黒歌も目を白黒させていた。

「……ちょっと、美猴。この豚さん、変態なの？」

　黒歌の問いに美猴は深くため息を吐ついていた。

「ああ、ネガティブで生きつ粋すいのＭなんだ。美女に『豚野郎』と罵られてぶたれることを何よりも喜びに感じてるんだぜぃ」

「ああ、いまの『豚さん』ってキモがりながらの発言いいなぁ。ちょっと、キてたなぁ。こりゃ、ブヒーって鳴きたくなるなぁ」

　……やべーよ、この豚さん。真面目な顔でそんなことを言ってやがるよ！　難易度が高すぎるよ！　俺が出会ったなかでも上位クラスの変態っぽいぞ！　出会って数分でこれって頭おかしいだろ!?

　……まあ、いいだろう。豚さんはおいておくとして、もう一人の──美少女・沙悟浄ちゃんだ。

「……そ、その、初めまして、現『沙悟浄』です。女の子で驚いたかもしれませんが……これでもきっちりと襲名したつもりです」

　きちんと自己紹しよう介かいしてくれる美少女の沙悟浄ちゃん！　うん、やはり、色白でかわいい！　朱色でふわふわな髪の毛も似合ってます！

　俺の視線に気づいて、美猴が追加の情報をくれる。

「……ちなみにその現『沙悟浄』ちゃんは……見ての通り、女の子でＪＣ──女子中学生だぜぃ」

「ＪＣッ！　おおっ、女子中学生か！」

　こいつは驚いたが、まあ、見た目の年ねん齢れいからそれぐらいだよな。妖怪でもあるから、見た目で判断するのも早計だったのだが……見たまんまでいいのね。

　いや、ＪＣ？　この子、中学校に通っているの？　正体を偽いつわって通っているのかもしれない。俺たちも悪あく魔まの正体を偽って学校生活送っているし、この子も見た目は人間の女の子っぽいし、その辺りは可能だろう。

　けど、なんていうか、俺のなかでの沙悟浄のイメージとは……。

　不思議そうに見ていた俺に沙悟浄ちゃんが訊いてくる。

「あ、あの、だ、大だい丈じよう夫ぶですか？　なんだか、私のことを不思議そうに見ていたので……」

「……い、いや、俺のなかで沙悟浄ってカッパのイメージがあったからさ……」

　その一言を聞いて、沙悟浄ちゃんは涙なみだ目めで訴うつたえてきた！

「カ、カッパじゃありません！　あれは日本の方が勝手に植え付けたイメージです！　本来の沙悟浄は、河を拠きよ点てんとする妖仙──妖怪仙せん人にんです！　頭がつるつるな妖怪じゃありません！」

　さっきとは打って変わっての不満たっぷりの早口！　ぷんすかとかわいく怒おこっていた。

　これには美猴もうんうんと沙悟浄ちゃんに同意している。

「そうだぜぃ。沙悟浄は、カッパじゃなくて妖怪仙人さ。沙悟浄がカッパってのは、日本人にわかりやすく改変した設定だぜぃ」

　……そうだ、そんなことを耳にしたことあったわ。ど忘れしていたのは、それだ。美猴──孫悟空と初遭そう遇ぐうしたときに説明受けた気がする。いや、でもさ、本物のカッパとも会ったことがあるから、記き憶おくが上書きされたといいますか……。俺、変人変態と奇き妙みよう奇き天て烈れつな連中に人間、異形問わず会っているから、こういう誤認も生まれてしまうんだろうな。悪魔一年目でこれってどうなのよ……。

　美猴の一言を受けて、ＪＣ沙悟浄ちゃんも大いにうなずいていた。

「そうですそうです！　カッパじゃありません！」

　妖怪仙人の沙悟浄ちゃん！　了りよう解かい、ＪＣってことで覚えます！

「俺は原典でも日本でも豚だけどな。所しよ詮せん、俺は豚野郎さ……」

　などと、猪八戒さんがまたまた自嘲していたが……。

　美猴が沙悟浄ちゃんのことをこう教えてくる。

「……気を付けてくれぃ。沙悟浄の一族は、物もの凄すごく『カッパ』って言われることを気にしているからよぉ。特に日本のもんにそう言われるのがたまらなくイラつくらしいんだわ」

　なるほど、それは気をつけねばならない……。

　さて、二人の説明をいただいたところで、あらためて問おう。

「それで、俺にまで協力を求めるってのはどういうことなんだ？」

　そう、俺を呼んだ理由だ。この二人を前に協力を求めたのはなぜか？　しかも、俺に。俺じゃないとダメな理由はあるのかな。

　美猴は手を合わせてお願いのポーズを作った。

「まあ、なんつーかね、助けてもらいたいんだわ」

　このＭで変態の猪八戒と、ＪＣの沙悟浄ちゃんを相手に俺にどうしろっていうんだ……。
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「まあ、とりあえず、詳くわしく話してくれよ」

「実は──」

　美猴は語り出す。

　なんでも、先日、初代孫悟空からかなり重要な言付けがあったそうだ。

　それは、なんと！　玄げん奘じよう三さん蔵ぞう法師からのお願いだったようで、もともとは三人の弟子こと闘とう戦せん勝しよう仏ぶつ──孫悟空、浄じよう壇だん使し者しや──猪八戒、金こん身しん羅ら漢かん──沙悟浄のもとにひとつずつ降りてきたものだった。

　お師し匠しようさまからの久しぶりのお願いに初代のじいさんたちも大層喜んだそうだが、こうも考えたそうだ。

　──この願い、子孫の者にやらせたほうが修行になるのではないか？　しかも、三人で共にやらせれば一族の良い交流にもなるし、見事こなせればこの上なくめでたい。

　そう判断した三蔵法師の三人の弟子は、それぞれ襲名した（または襲名するかもしれない）者に命令を下したのだ。

　──三蔵法師さまのお願いを三人で叶かなえてこい、と。

　そういう意味合いがあり、初代孫悟空のじいさんは、最近襲しゆう名めいした現『猪八戒』と『沙悟浄』を美猴のいるヴァーリチームに預けたという。

　お願いを叶えるついでに修行の一いつ環かんとして、チーム『Ｄ×Ｄデイーデイー』で西遊記組を少し鍛きたえてやってほしいという含ふくみを持たせて。

　……俺的に一番引っかかったのは、初代たちの美猴の評価だ。襲名していない割に現『猪八戒』『沙悟浄』と組み合わせる辺り、将来の『孫悟空』として一応期待しているのだろうか？

　まあ、長い旅路の果てに神仏になった初代のじいさんの心中を推おし量はかるなんて、俺には到とう底ていできないけどさ。

「……なるほど、じゃあ、初代孫悟空のじいさん経由で玄奘三蔵法師……さまから、頼たのみ事があったのね」

　美猴からの説明を聞いてそう返す俺。

　美猴はまた深く息を吐く。

「……ああ、ジジイの頼み事だけなら断ってもよかったんだけどよぉ、さすがに他のお弟子さままで絡からんできているとなると、俺っちの界かい隈わいじゃ一大事ってやつだぜぃ……。あの三弟子全員からなんて、断ったら……俺っちは絶対に殺されるぅっ！」

　おおっ、こいつが青ざめて頭を抱かかえるなんてよっぽどだな。しかもガクガクぶるぶるとマジで怖こわがってる。

「……初代の孫悟空、猪八戒、沙悟浄って、そんなにヤバいのか？」

　俺はふと気になってヴァーリに訊きく。こと強さに関しては詳しいからな、こいつ。

「伝聞だけだが、チーム『Ｄ×Ｄデイーデイー』総動員してようやく勝負ができるぐらいではないだろうか。想像以上のバケモノだぞ、三蔵法師の三弟子が揃そろうとな。だからこそ、今回に限っては美猴一人で逃にげ切きれるものではないだろう」

　そう断言するヴァーリ。

　……そうか、そりゃ、さすがに美猴でも逃げられないわな。初代と会うのが怖くてずーっと逃げ回っていた美猴でも、三蔵法師の三弟子相手ではどうにもならんということだな。

「それで、俺に頼む理由は？」

　俺が内容を確認する。受ける受けない以前に内容も確認しておかないとね。俺の予想の斜ななめ上をいくようなことなら、さすがに断る。

　美猴が切々と言う。

「こういう案件、赤せき龍りゆう帝ていはいろいろとこなしてきてるんだろう？　難しい依い頼らいから変態の相手までなんでも突とつ破ぱしてきたっていうじゃねぇかよ？　俺っちとヴァーリと一いつ緒しよにこいつらの面めん倒どうを見ながら、今回のミッションを完かん遂すいさせてくれねぇだろうか？　どうにかしてミッションをクリアしないと、俺に未来はねぇ！　けど、この変態豚ぶた野や郎ろうとＪＣと組むのではちょいと心許ない。フォローを頼むぜぃ！」

　またまた手を合わされて請こわれてしまった。

　……こいつの悪ふざけに付き合わされるのであれば、断るつもりだったんだが、どうやら、こいつだけの問題でもなさそうだしな。それにあの有名な『西遊記』に関連した人物と触ふれ合えるってのもいい経験になるかな。

「うーん、ヴァーリはどうなんだよ？」

　いちおう、チームの長たるこいつにも訊いてみる。

「まあ、玄奘三蔵法師より頼まれたのであれば俺としても無む下げにはできない。面倒を見なければならないだろう。今回は俺も美猴たちのフォローに回る」

　そういや、アルビオンのカウンセリングを三蔵法師に診みてもらっているんだっけ。……いまはドライグも回復したけど、今度何かあったら、俺のほうも三蔵法師に診てもらおうかな。二に天てん龍りゆうのお抱えカウンセラーが三蔵法師になったりして。

　ふいに黒くろ歌かが耳打ちしてくる。

（……というのもあるだろうけど、実は、この一件を済ませてくれたら、初代のおじいちゃんがヴァーリに[image: な]な吒た太子を紹介してくれる手て筈はずになっているそうにゃ。強いのよ、その太子さま。だから、ヴァーリが内心喜んじゃってさ）

　あー、そういう理由もあったのね。強い奴やつと戦うことに生きがいを見いだしているこいつにとってみちゃ、強者の紹しよう介かいなんて最高の条件だろうしな。

　俺も腕うでを組んで首をひねる。

　さて、どうしたものか。今回のお願いは、西遊記チームでのミッション──美猴のフォローってことだよな。受けるか否か。

　思案していた俺に美猴が耳打ちしてきた。

（……俺っちのお願いを聞いてくれたらよ？　どうにかして、黒歌と二人っきりにしてやってもいいんだぜぃ？）

　──っ！

　……美猴の奴、いきなり、そんなこと言い出しやがった！

（ど、どういうことだ……？）

　生なま唾つばを飲み込んで聞き返す俺に美猴はいやらしい顔つきと声音で続ける。

（俺っち、知ってるんだぜぃ？　天界から、専用のエロ部屋をもらったんだろう？　そこで誰だれも邪じや魔まが入らず、黒歌と朝までコースってどうよ？　あいつなら、その部屋におまえさんと一緒に放り投げればくんずほぐれつなもんになるんじゃねぇのかい？）

　どこでその情報を!?　いや、こいつにしてみれば今いま更さらかもしれない！　俺たちの情報はある意味で筒つつ抜ぬけだろうし！　しかし、こいつの言うようにあの部屋で黒歌と二人っきりになれれば──。

『うふふ、だーれも邪魔しないみたいじゃない？　こんな部屋に男女が二人っきりで入っちゃやることはひとつよねぇ？　こ・づ・く・り、しようにゃん♪』

　そんな風な官能的な声を出しつつ、着物を脱ぬいでくる黒歌が妄もう想そうできてしまった！

（……そ、それは確かにそうかもしれん。だけどな、案外、女子と二人っきりになる機会なんてそうそうないんだぞ？　常に女子の誰かが見ている状態だし）

　そう、なかなか特定の女子と二人っきりになれる状じよう況きようが生まれないんだ！　あんなに女子がたくさんいるのに！　いやだからこそ、二人きりになれないのかもしれない！　代わる代わる同居している女子と会うので、誰かと二人でなんてタイミングが難しすぎるんだよ！

　その悩なやみに付け入るように美猴がこう言ってくる。

（だからだよ！　俺っちがアザゼル元総そう督とくか誰かに化けて朝まで誤ご魔ま化かしてやるから、その間に楽しめばいいじゃねぇかぃ！）

　な、なるほど～っ！　こいつ、化けられるもんな！　しかも仙術の使い手！　リアスたちをうまく化かすことができるかもしれない！　その隙すきに俺はあの部屋で黒歌と朝まで二人っきり！　素晴らしい！　なんて妙みよう案あんだっ！

　俺は鼻の下を指でこすりながら、美猴に手を突つき出だす。

「へへっ、わかったぜ、美猴。まあ、ライバルチームの頼みとあっちゃ断れないよなぁ」

「そうそう、さっすが、赤龍帝の旦だん那なは話がわかるぜぃ！」

　熱い握あく手しゆを交わす俺たち二人！

　かくして、俺とヴァーリの二天龍は西遊記チームの面倒を見ることになった。







　三蔵法師からのお願いのひとつめ。

　その日、俺、ヴァーリ、西遊記チームの三人は、深夜、とある大型量りよう販はん店てんである電気屋の前に並んでいた。寒空の下には大勢のヒトが深夜だというのに長ちよう蛇だの列れつを作っていた。

　ミッションその１、怪かい物ぶつウォッチをゲットせよ！

　…………三蔵法師からのお願いが、おもちゃのゲットかよ！

　いま日本の子供たちに流行りの『怪物ウォッチ』。ゲームに始まり、アニメ、漫まん画が、おもちゃと関連商品は軒のき並なみ大ヒットというお化けコンテンツだ。

　ちなみに『おっぱいドラゴン』の著作を管理する冥めい界かいのグレモリー家も倣ならうところは多いようで、かなり注目しているとのこと。

　その『おっぱいドラゴン』の俺が、明日の朝十時よりこの電気屋で販はん売ばい開始される『怪物ウォッチ』のおもちゃをゲットするため、徹てつ夜やで並んでいるのである。

　なんでもひとつでは足りないそうで、複数分確保するため、俺たち五人が並んでいた。正体は偽いつわっている。特に人間の見た目ではない猪八戒さんは変化の術で人間に化けている。おかげで見た目は、ふくよかな青年だ。

「……三蔵法師がおもちゃ好きなんてな」

　俺がぼそりと言うと、ヴァーリが答える。

「知り合いの子供たちにあげたいそうだ」

　あー、そういうことか。あっちでも人気なのかね、『怪物ウォッチ』。

「だとしても、ここはグッと堪こらえて真面目に並ばなきゃよぉ」

　いつになくやる気まんまんの美猴。逆らうことはできないだろうから、かつてないほどにやる気に満みち溢あふれてやがる。

　──と、並んでいる俺たちを見ていて変化に気づいたのか、美猴が素すっ頓とん狂きような声を出した。

「あらら、悟浄は!?」

　そう、沙悟浄ちゃんは今日来ていない。

「早朝の部活があるとのことで、来られないと連れん絡らくがきた」

　連絡を受けたヴァーリがそう言う。

　ＪＣだもんな……早朝の部活は大事ってことさ。

　これには美猴も慌あわてていた。

「いやいや、部活より、沙悟浄のお役目だろう!?　ったく、これだから、最近の若い妖よう怪かいはダメダメだぜぃ！」

　三人でやらねばならないと思っている美猴は、その辺も今回は真面目だ。しかし、おまえがそれを言うか。おまえが一番ダメダメだったと思うんだがな。

　しかし、俺もフォロー役だ。用意はしてきている。

　美猴に対して、ちょうど俺の背後にいるフードを深く被かぶった人物を紹介した。実は、このフードのヒトこそ、俺が今回用意したフォロー要員──助っ人だ。

「こちらが今日のフォロー要員たる──」

　フードのなかでその男はニヒルな笑みを作る。

「サラマンダー・富とみ田たです。──カッパを少々嗜たしなんでおります」

　カッパのサラマンダー・富田さんだ。元ラッパーで、現在はキュウリ農家である実家を継ついだ異色のカッパさんだ。小こ猫ねこちゃんの憧あこがれのカッパでもある。ついでに言うとグリゴリの怪かい人じんでもあった。

　沙悟浄ちゃんが今回来られないと知り、俺が呼び寄せた。

「むっ！　サラマンダー・富田！　その筋では名の知れたカッパだな」

　ほう、ヴァーリも知っているなんてな……。よっぽどの存在なんだな、このラッパーでカッパなキュウリ農家……。

　ていうか、ヴァーリ。並びながらカップラーメンすするなよ。……ちょっと、おいしそうだけどさ。

　だが、美猴は目玉が飛び出るぐらいに驚おどろき、一気に怒おこり出した。

「おいおいおい！　だから、カッパじゃ意味ねぇんだって！　川に帰してこい！」

　しかし、サラマンダー・富田さんはあくまで静かに紳しん士し的に──キュウリを一本美猴に突き出した。

「まあ落ち着いて。これでも一本どうですか？　冬の夜に外で一服するキュウリもいいものですよ？」

　美猴はキュウリを受け取りかじりながら、「いやだからだな！」と文句を言い続けていたが、まあ、この際無視しよう。大事なのは、明日おもちゃがゲットできるかどうかだ。

　隣となりでは、猪八戒さんが列に並ぶマダムに対して、

「奥さん、俺をぶってもらえんでしょうか？　できればこの豚ぶた野や郎ろうと罵ののしりながらぶってもらえると大変助かるんですがね？　豚の俺がこの寒空を耐たえるにはそれぐらいの魂たましいのシャウトが必要なんですよね」

　変態的な行いをしそうだったので、さすがに迷めい惑わくをかけるのは不味まずいと判断して俺がぶっ叩たたいたけどね！

　こうして、俺たちのおもちゃ争そう奪だつ戦は昼頃ごろまで続く。

　モノは無事ゲットできたぜ！







　ミッションその２は──。

　中国の奥地にある寺院だった。背の高い山の頂上にある寺院で、そこまで行くには険しい道と、延々と続くと思える階段を上っていかねばならない。常人なら、階段を見上げただけで青ざめるほどの距きよ離りだ。

　この手の修行には結構慣れている俺や、最初からものともしないヴァーリは平然と上がってきていたが……。

「ぜーはーぜーはー……なんで、おまえら、そんな平気に……上れんだ……っ！」

　下のほうで息をあげながら足を運ぶ美猴の姿があった。……あらら、案外体力ないね、美猴は。

　ＪＣの沙悟浄ちゃんはちょっと疲つかれ気味ではあれど、

「いい運動になりそうです」

　と、美猴よりは断然余よ裕ゆうそうだった。しかし、沙悟浄ちゃんは俺たち一行の最前線を行く者を見て不快な表情となる。

「ふっ、中国の山もいいものだな。いいメロディが浮うかびそうだぜ、小猫ちゃん」

　山の景色を見み渡わたす──カッパことサラマンダー・富田さんがそこにいた。そう、ここまでなぜかついてきてしまったのである！　そして、カッパに思うところのある沙悟浄ちゃんは頰ほおをぷくーと膨ふくらませて不ふ機き嫌げんなご様子。おおっ、女子中学生らしいかわいい反応じゃないか。

　しかし、いま一番不満を感じているのは美猴だった。それは疲れからではない。

「くそったれめぃ！　あの豚野郎……っ！」

　猪八戒さんに怒いかりを燃やす美猴。理由はあった。

　この場にいるのは、俺、ヴァーリ、サラマンダー・富田さん、美猴、美少女ＪＣの紗悟浄ちゃん、そして──豚！

「ぶー」

　俺たち一行に列していたのは……豚だった。そう、ただの豚だ！

「なんで、豚なんだよ!?　猪八戒はどうしたのさ!?」

　階段を上るただの豚の姿に美猴は憤ふん慨がいしていた。

　事前に連絡を受けていたヴァーリが言う。

「なんでも、『ロースの部分が肉にく離ばなれを起こしたから、休む』そうだ」

　ロース──つまり、肩かたから腰こしにかけての背中の部分が肉離れを起こしたのだろう。

「チャーシューにすんぞ、あの豚野郎ォオォォォォオオオッッ！　つーか、なんで代わりがただの豚なんだよっ！」

　ぶちギレた美猴が、怒りで階段を上っていく。

　メンバーが揃そろってないといけないと判断した俺とヴァーリは相談の結果、豚一いつ匹ぴきを用意するしかなかった。時間がなかったんだ……。この豚にするしかなかったんだ……。

　しっかし、やる気ないな、あのＭな猪八戒！　絶対にこの階段のことを事前に知っていたに違ちがいないよ！　疲れるから来なかったんだろうね！

　でも、いつになくやる気のある美猴は文句を垂れながらも觔きん斗と雲うんなしでこの階段を上がっていってるし。……よっぽど、怖こわいんだろうな、三人のお弟子さんが……。

　半日以上かかって頂上に上がった俺たちは、寺院に住む徳の高そうなお坊ぼうさんから──桃ももを複数個いただくことになっていた。

　ぺったんこな形の桃だ。蟠ばん桃とうという品種であり、中国では古くから不老不死の仙果として扱あつかわれてきた。もちろん、いただく予定のものは、人間の世界にある蟠桃と似ているようで違う、ありがたい効能のある桃だ。

　まあ、話では不老不死というよりは、仙せん人にんが調合する薬の材料になるらしい。それを三蔵法師が欲ほつした、と。

「それでは、この桃を旃せん檀だん功く徳どく仏ぶつさまにお渡わたしください」

　お坊さんがそう言って桃を渡してくれた。旃檀功徳仏──つまり、玄奘三蔵法師のことでいいんだよね。

　あー、これで、ふたつめのミッション終しゆう了りようかな。背せ伸のびする俺の視界に寺院の隅すみで弁当箱を広げるヴァーリの姿が映る！

　かわいらしい弁当箱には、これまたカラフルな食材で作られたキャラ弁が収まっていた。ヴァーリの顔を模したらしいキャラ弁で、海苔のりで「ヴァーくん」と書かれていた。

「おまえがキャラ弁なんてな。誰だれに作ってもらったんだ？」

　俺が問うと、ヴァーリが弁当を食べながら言う。

「今日、玄奘三蔵法師の頼たのみで寺院のある山に登ると、旧知の女魔ま法ほう使つかいに話したら、これをもらっただけだ」

　ほうほう、旧知の女魔法使い！　ルフェイではなさそうだが……。

　気になる俺にヴァーリが続けて言う。

「……一時期の俺のお目付役だ。姉、みたいなものだろうな」

　へー、そんなヒトがいたなんて知らなかったぞ！

　ふむふむ、こうして戦い以外で交流を持つと、こいつの知らない側面がガンガン見られて楽しいわ。聞いたこともない情報もこうやって仕入れることもできるしな。

　ヴァーくん、か。こりゃ、今度こいつのその辺を探ってみますかね。

「マジかよ!?」

　──と、背後で美猴の悲鳴があがった。

　気になって俺とヴァーリが歩み寄ると、お坊さんが俺たちにこう言った。

「いい機会です。あなたたちもお聞きなさい。これよりお話しするのは、『西遊記』にも記されている、初代孫そん悟ご空くうが、西せい王おう母ぼさまの開いた蟠桃会からこの桃を奪うばい去った一件についてです。あれは──」

　長い長いお話が始まったのだった──。







　山の寺院でのミッションを終えた俺たち一行は、最後のお願いとされる場所に赴おもむいていた。

「おりゃああああああああああああっ！」

　山の奥地で、妖怪相手に如によ意い棒ぼうを振ふるう美猴。

「えーいっ！」

　ＪＣ沙悟浄ちゃんも勢いのある水流を手元から生み出して、あくどそうな妖怪を一気に複数吹ふき飛ばしていた。

「せーい」

　あまりやる気のない猪八戒さん（さっき合流した）は、釘てい[image: は]はと呼ばれる熊くま手でを思わせる九本の歯を持つ得物で豪ごう快かいに妖怪を薙なぎ倒たおしていく。

　そう、ミッションその３は案外簡単なもので、中国の奥地──仙人の住まう領域で妖怪の山さん賊ぞくが暴れているので、それを鎮ちん圧あつしろというものだった。

　これに俺とヴァーリも陰かげながらフォローしていた。メインは西遊記チームの三名。俺たちは、逃にげ出そうとする妖よう怪かいをぶっ飛ばす係。または、こっちにまで火の粉がかかった場合に振ふり払はらう程度の役目。

　まあ、先ほど延々とお坊さんから、『西遊記』の話をされたから、体を動かしたくて仕方なかったんだよね。だから、最後のミッションは俺たちにとっちゃもってこいのものだった。

「とりゃあああああっ！」

「ぶひー」

　なぜか、戦せん闘とうに参加しているカッパのサラマンダー・富田さんと、戦場の隅で草を食べ出している豚ちゃんもいるけど……この際、もう気にしない！

「沙悟浄、猪八戒！　いくぜぃっ！」

「あいよー」

「はい！」

　美猴の合図でいつの間にか連係攻こう撃げきを繰くり出だす猪八戒さんと沙悟浄ちゃん。なんだかんだで息が合うところが、西遊記の縁えんを感じてならないね。

「任せろっ！」

「ぶひー」

　たまにカッパと豚がそこに混ざろうとするけど、まあ、気にしちゃいけない！

　山賊妖怪どもをぶっ倒しまくってる西遊記チームを見ていて、ふいに俺はヴァーリに問う。

「で、おまえの今後のチームメンバーとしてはどうなんだ？」

　ヴァーリは楽しそうに暴れ回る三人を見て、フッと笑った。

「それを白はく龍りゆうに訊きくとはな。……ま、退たい屈くつはしないさ」

　苦笑いしていたが、言葉は本心だと思った。そうだな、退屈はしなさそうなメンバーだ。

　かくして、初代のじいさんたちから言い渡された三つの頼み事は無事に完かん遂すいすることになる──。

　さて、あとは──黒歌とのめくるめく朝までコースだけだ！

　俺は「ぐふふ」といやらしい笑みを浮かべながら、あんなことやそんなことまで妄もう想そうしていたのだった。







　次の休日のことだ。

「なにぃぃぃぃぃぃいいいいいいいッッ!?　俺との約束を叶かなえられない!?」

　俺は連れん絡らく用魔ま方ほう陣じん経由で美猴からの連絡を受けて、悲鳴をあげていた。

　美猴の声は、「わりぃわりぃ」と悪びれた様子もなく、軽く謝ってくる程度である！

『いやー、なんつーかさ。無事にミッションをクリアしたのはいいんだけど、結局、その後もジジイの発案で猪八戒と沙悟浄をヴァーリチームの準メンバー扱いにすることになってなぁ。その面めん倒どうを俺っちが全面的に見ることになったのよ。しかも、あの豚ぶたちゃんこと「チャーシュー」もうちで預かることになったから、本当、余裕が無くなっちまってな』

　そ、そ、そんなのは聞いてないぞ!?　俺はこいつがアザゼル先生か誰かに化けて、リアスたちの気を引いていてくれると言ったものだから！　その隙すきに俺はあのエロ部屋で黒歌と朝までくんずほぐれつををををッ！

　ていうか、あの豚を飼うことになったのか。それはいいことだが、名前が「チャーシュー」かよっ！　……ヴァーリのラーメン研究の犠ぎ牲せいにならなければいいが……。

『そんなわけでよ。事情は黒歌の妹に話したから、あとはそっちでなんとかやってくれぃ！　じゃあな！』

　美猴の通信はそれだけ言い残してぶつりと切れた！

「おい！　美猴！　おい！　ったく、あの野や郎ろう……っ！」

　怒り心しん頭とうの俺だったが……美猴が最後に言ったことをようやく理解する！

　……黒歌の妹に、事情を、話した……？

　背後より、強きよう烈れつなプレッシャーを感じる俺。恐おそる恐る振ふり返かえると──そこには闘気に満ちた様子の小猫さまが立っていらっしゃった！　半眼で仁王立ちしている！

「……皆みなに内ない緒しよでそんなことを企くわだてていたなんて……最低です、イッセー先せん輩ぱいっ！」

「いやああああっ！　ゴメンなさぁぁぁぁいっ！」

　小猫ちゃんの教育的指導が入ったことは、話すまでもなかった──。

　クソッ！　美猴の奴やつめ！　今度会ったら……やっぱり、今回の約束を叶えてもらうからな！

　そう強く心に決める俺だった。








Salamander Tomita.









　レーティングゲーム国際大会『アザゼル杯カツプ』の予選が終わった頃ころのことである。

『明みよう星じようの白はく龍りゆう皇こう』チームの一同が、リーダーのヴァーリに招集された。

　皆が集まったところで、ヴァーリが切り出す。

「新メンバー……というよりも補欠要員を新たに加入させた」

　そうヴァーリが告げて紹しよう介かいしたのは──、

「サラマンダー・富とみ田たです。河童をしています。よろしく」

　それはラッパーの河童ことサラマンダー・富田であった。

　何かとこの河童と出会うことがあるヴァーリチームの面々は、驚きよう愕がくしていた。

　美び猴こうが言う。

「マジかよ、ヴァーリ!?　こ、この河童を……？」

　ヴァーリが答える。

「ああ、富田氏は最近『河童のなかの河童』と賞される『最上級河童』に昇しよう格かくしたようだ。戦力としては申し分ないだろう」

「何だよ、最上級河童って……」

　美猴が目元をひくつかせていたが、黒くろ歌かは唸うなる。

「河童のなかでも数えるほどしかいない河童よね。キュウリ一億本の価値があるとか聞いたことがあるわ」

「余計わからねぇっつーの！　つーか、グリゴリにもいたっつーのも聞くし、なんだよ、この河童！」

　美猴は突つっ込こみつつ頭を抱かかえていた。

「あっ！　これって！」

　何かにハッとなった黒歌は、美猴と現猪ちよ八はつ戒かいとサラマンダー・富田に並んで立つように促うながした。

　三名が並んだ姿に興味深く視線を注ぎながら黒歌が言う。

「……猿さるの妖怪に豚の妖怪に河童。日本の妖怪としては、こちらのほうが馴な染じみ深く感じるにゃん」

　これにふわっとした朱しゆ色いろの髪かみをしたＪＣの現沙さ悟ご浄じようが不ふ機き嫌げんそうに頰ほおを膨ふくらませた。

「く、黒歌さん！　この三人のほうが西遊記っぽいとでも言うんですか!?」

　河童に間ま違ちがえられたくない年頃ごろの沙悟浄はぷんすかと怒おこっていた。

　黒歌が頰をかく。

「だって、日本だとこっちのほうが有名だしねぇ」

「妖よう怪かい仙せん人にん！　『沙悟浄』は妖怪仙人です！」

「つーか、妖怪率高すぎだろ、うちのチーム……。しかも本物の豚まで飼ってるしよ」

　美猴はそうつぶやき、嘆たん息そくしていた。

　メンバーの交流がうまくいっていると感じたヴァーリもひとつうなずいてから言う。

「というわけで、サラマンダー・富田氏には有事の際に駆かけつけてもらうことになった」

　そう告げたあと、メンバーの皆に視線を配らせながら、ヴァーリはふと以前にラヴィニア・レーニから言われたことを思い返していた。

　──ヴァーくんのお友達は、黒歌さんが夏なつ梅めで、ビコーくんがシャークで、フェンリルちゃんが刃ジンちゃんで……どこか、『刃狗スラツシユ・ドツグ』チームと少し似ているのです。

　そう言われたとき、その場では「そんなことはない」と否定したものの──。

「まあ、影えい響きようがゼロというわけでもないんだろう」

　いまではそう思えてきていた──。








Life.5　お姫ひめ様たちのIKEBANA









　僕──木き場ば祐ゆう斗とは主であるリアス姉さんに付き従い、冥めい界かいのとある有名カフェに赴おもむいていた。カフェに設けられている会議室を借り受けて、そこで秘密の懇こん談だん会をするのだ。

　お相手は、リアス姉さんの幼おさな馴な染じみで親友であるソーナ・シトリー元生徒会長。そして、同様に同期であり、大公家次期当主たるシーグヴァイラ・アガレスさん。リアス姉さんを含ふくめたこのお三方──上級悪あく魔まの名家各次期当主による女子会だった。

　テロ対策チーム『Ｄ×Ｄデイーデイー』が組織されてから新たに生まれた定例の懇談会とでも言えばいいのだろうか。上級悪魔同士の付き合いというものもまた次期当主には重要であり、シトリー家や大公アガレス家との繫つながりを強める意味でも大事な話し合いだ。

　……まあ、大体は年とし頃ごろのお嬢じようさまらしい恋こいやオシャレの話に終始してしまうけどね。でも、同い年の次期当主が集まって悩なやみを吐はき出すのはいいことだと思う。

　一応、上級悪魔の姫ひめ君ぎみの懇談会なので、古くからの習わしで各員、己の眷けん属ぞくから『騎士ナイト』を付き従わせる。

　僕の他にもシトリー、アガレスから、『騎士ナイト』が一名ずつ従っていた。シトリーからは、巡めぐり巴とも柄えさん。アガレスからは、スーツを着た二十代前半ほどで、ストレートの長い栗くり毛げをした女性『騎士ナイト』。

　話では、アガレスの女性『騎士ナイト』は、サイラオーグ・バアルさんの『騎士ナイト』ベルーガ・フールカス氏（バアル戦で僕が戦った「青ざめた馬ペイル・ホース」に乗っていたヒト）の妹さんで名をバフィール・フールカスさんという。

『騎士ナイト』って、時折こういう主の習わしに付き従う役目もあるから、案外『女王クイーン』の次に忙いそがしくもある。名めい誉よだけどね。

　さて、姫君の方々の会話だが、邪じや龍りゆう戦役後の戦後処理を報告し合い、堅かたい話をある程度済ませたあとで、プライベートな内容に入っていく。

　リアス姉さんが、悩みを二人に告げた。

　ソーナ元会長……もとい、ソーナ先輩が、リアス姉さんの発した悩みを問い返す。

「花はな嫁よめ修業……ですか？」

　うなずくリアス姉さん。

「ええ、イッセーのお義母さまと話しているとき、お義母さまの花嫁修業時代の話を耳にして、いろいろと思うところはあったのよ。日本では古くより花嫁修業で華か道どうや茶道をするケースが多いみたいだし、ひとつそれらを習おうかなって」

　イッセーくんとリアス姉さんの仲は、周囲も認めているところであり、リアス姉さん自身もすでに将来をある程度見み据すえていた。そのなかで、花嫁修業という悩みが出るのも自然なことだろう。日本の男性を婿むこにする以上、その土地のことに関して恥はずかしくない知識と芸を持つ妻になりたいのだと思う。

　シーグヴァイラさんが、メガネをくいっと上げて聞きき返す。

「可動？　作動？　日本の機械工学か何かですか？　花嫁修業にロボットを？」

　華道＝可動、茶道＝作動、と聞き違ちがえたのだろう。ロボットアニメ作品に造ぞう詣けいが深い……いや、マニアすぎるアガレス家次期当主にとってみれば、華道茶道より、可動作動のほうが聞き慣れたフレーズなのだと思う。

「違います、シーグヴァイラ。お花とお茶のことです」

　──と、ソーナ先輩が教える。

「お花とお茶ですか……。私はてっきり……」

　ちょっとだけ、残念がるシーグヴァイラさん。

　リアス姉さんの悩みを聞いて、ソーナ先せん輩ぱいがお茶を一口したあとに言った。

「そうですね。日本の花嫁修業といえば、それらをよく耳にします。朱あけ乃のに習ってみるのは？　そういうの彼女ならそれとなく身につけているのではなくて？」

　ソーナ先輩が言うように、朱乃さんは日本的な習わし、伝統芸能は一通り学ばれていた。兵ひよう藤どう家に下宿している朱乃さんは、家の所々に色しき彩さい鮮あざやかな花々を生けた花か瓶びんを飾かざる役も時折担っているという。

　リアス姉さんが首を横に振ふる。

「自分は特に流派もなく、見様見真似だから、本格的なところで習ったほうがいいと言われたわ」

　確かに朱乃さんならば、リアス姉さんを思ってそう答えるだろう。グレモリーの次期当主であるなら、多少心得のある友人よりもプロにご教授してもらったほうがいいという判断だ。

　ソーナ先輩はあごに手をやりながら、神しん妙みように考えている様子だった。

「なるほど。……私も通ってみようかしら」

　──と、言い出した。やはり、女性として、シトリー家の次期当主として、結けつ婚こんというものに関心は高いのだろう。

「あら、ソーナも花嫁修業に興味があるのね」

　リアス姉さんの言葉にソーナ先輩はうなずく。

「ええ、日本に身を寄せている以上、文化をきちんと体験し、理解しなければなりません。ちゃんとした流派の家元から習ったほうがいいでしょうね」

　これには、同じ上級悪魔の女性であり、アガレス家の次期当主たるシーグヴァイラさんも静かに挙手する。

「それなら、私も体験しましょう。最近、研究室にこもって、模型作……」

　そこまで言ってから、シーグヴァイラさんは咳せき払ばらいして、言い直す。

「最近は、研究で部屋にこもりがちだったので、異文化交流、花嫁修業に参加して、良い経験を積ませていただきましょうか」

　リアス姉さんが、二人の意思を聞いた上で言う。

「それなら、この三人で……華道辺りから、覚えてみましょうか」

　うなずくソーナ先輩とシーグヴァイラさん。お二人ともリアス姉さんに同意したようだ。

　こうして、同期の上級悪魔の姫君お三方は、花嫁修業の一いつ環かんとして華道を習いに行くこととなったのだ。

　僕たち『騎士ナイト』三名は視線を交わし、「どうやら、そういうことになったようで」という無言の意い思し疎そ通つうをしていた。







　懇談会から、幾いく日にちか経ったあとの休日──。

　お姫さま三名は定例懇談会の延長ということで、眷属からいつもの『騎士ナイト』を一名付き従わせて花嫁修業──『華道教室体験会』を実じつ施しすることになった。

　そして、ソーナ先輩が伝つてで申し込みをしたという生け花の教室に参加することに。

　リアス姉さんもソーナ先輩も眷属の女子を誘さそってはみたのだが、「上の付き合いは、上の付き合いだけでやったほうがいい。また別の機会に誘ってほしい」と、仲間たちは貴婦人同士のお付き合いを大切にするべきだと遠えん慮りよしたのだ。

　イッセーくんは……もちろん、呼べるわけがない。花嫁修業に将来の旦だん那なさんも連れていくというのは、ちょっと違うからね。

　ということで、グレモリーからは、僕だけの参加だった。『騎士ナイト』だし、姫君同士のお付き合いだし、同どう伴はんするのが役目だ。

　リアス姉さんたちは、皆みな着物姿だった。華道ということと、花嫁修業ということで、形から入ったという。上流階級の出身のため、お三方とも雅みやびな着物がよく似合っていた。

　シトリー、アガレスの女性『騎士ナイト』も、主に倣ならって、着物姿で同伴中。

　一応、僕だけ男子というのも気が引けたので、例の性せい転てん換かん銃じゆうを再び使用して女の子になってきてしまった。……もう使うつもりはなかったんだけど……これも『騎士ナイト』としての大事なお役目だから……。着物も初めて着たものだから、慣れなくて転びそうになる。

　シトリーの『騎士ナイト』の巡さんが、僕の着物姿を見た瞬しゆん間かんに喜び、スマホで写真を撮とりたいと言ってきた。

「木場くん、一枚いただくわ。これ、あとで椿姫つばきさんに送らないと……っ！」

　そういうこともありつつも、ついに華道教室の門を叩たたくことに。看板には『爆閃ブラスト流総本山』と太く達筆で書かれていた。

　見事な門構えの正門にて、カメラ付きのチャイムで来たことを相手に知らせる。両開きの扉とびらを中からお弟子さんと思われる着物の女性が開いてくれた。扉の先には石いし畳だたみがあり、玄げん関かんまで延びている。

　石畳を歩くなか、リアス姉さんがソーナ先輩に問う。

「伝統のある華道の流派だったかしら？」

「ええ、その筋では有名で相手が人間であろうと、悪魔であろうと、学ぶ意思さえあれば分わけ隔へだてなく教えてくれるということらしいわ」

　……あ、悪魔でも教えてくれるのか。なんだか、嫌いやな予感を覚えてならない。この手の感かん触しよくは、大体相手が……。

　若干の不安を感じるなか、お弟子さんが玄関も開いてくれた。

　中で待っていたのは──着物を着た中年女性。だが、その頭部に載のっていたのは、花瓶っ！　色彩鮮やかな花々を生けた花瓶をあろうことか、頭部に載せていた！

　頭部に花瓶を載せた中年女性は、悠ゆう然ぜんと頭を下げる。

「我が爆閃ブラスト流へ、ようこそ。爆ばく発はつの爆、閃せん光こうの閃と書いて、ブラストと読みます。私は当代の家元をしております、爆ばく散さん梅うめ子こと申します」

「こちらこそ、今日はよろしくお願い致いたします」

　リアス姉さんたちも頭を下げて、あいさつを交わす。

　……頭を下げても花瓶は落ちないし、水もこぼれない……。どういう作りなのだろうかと気になってしまうけれど……。

　というよりも、いまブラスト流って……。それって、日本語ではありませんよね？　爆ばく閃せん流ではないんだね……。聞いたこともない流派だ。……悪魔も受け入れるということは、裏に顔の広い流派なんだろう。……なんだろうけども、ちょっとだけ不安は増してきた……っ！

　家元の女性は、僕たちを確認するなり、途と端たんに視線を鋭するどくする。

「入門する前に我が流派なりの試験がございますわ。……実は、試験はすでに始まっていたのですよ」

　──っ。し、試験。しかも、始まっている……？

　困こん惑わくする僕たち。リアス姉さんが問う。

「し、試験……？　それはどのような？」

　家元が口元を手で隠かくしながら、「おほほほ」と軽く笑った。けど、すぐに迫はく力りよくあるプレッシャー──い、いや、オーラを全身から放ち始める！

　オーラを一いつ般ぱん人が出せるはずもない……が、家元はおよそ華道教室の先生とは思えない濃のう密みつな気をまとい始める！

　家元が言う。

「──オーラを見させていただきますわ。我が流派には、とにもかくにもオーラが必要不可欠。見させてもらいましょうか、あなたたちのオーラをっ！」

　──っ！　ま、まさか、華道教室の玄関で試験を受けることになり、さらにはオーラを発揮しろとまで言われる！　どういう状じよう況きようか、僕ら『騎士ナイト』三名も当とう惑わくするばかりだったが、とうの姫ひめ君お三方は──。

「わかったわ。オーラを見せればいいのね？」

　リアス姉さんがニヤリと笑い、ソーナ先輩とシーグヴァイラさんと視線で確認し合う。

「「「はっ！」」」

　上級悪あく魔まの次期当主たる女性悪魔三名が同時にオーラを全身から放つ！　玄関の扉が壊こわれ、靴くつ箱も歪ゆがみ潰つぶれていく！

　リアス姉さんたちが発したオーラを見て、家元は狂きよう喜きしていた。

「──っ！　……ビューティフォー……我が流派の入門は、まずこのオーラを出せるか出せないかで高い壁かべがありますが……どうやら、皆さまは我が流派の門を叩くのに十分な資格をお持ちのようで」

　家元は、中に入るよう促うながす格好であらためて言った。

「いいでしょう。中でさっそく華道の神しん髄ずいをお教え致しましょう！」

　どうやら、入門テストは合格……したと見ていいのかな？　こ、こんな華道の入門方法は前代未聞だと思うけど……。

　ここに連れてきたソーナ先輩もオーラを出しつつも訝いぶかしげな表情となっていて、「……情報を間ま違ちがえたのかしら？」とつぶやいていた。

　玄関に上がり、長い廊ろう下かを進むなかで、家元が不ふ穏おんな表情で言った。

「──もう、華か道どうは開始はじまっていますのでご注意を」

　……先ほど、覚えた嫌な予感をこのあと、見事的中させてしまうことになる。







「はっ！　雲うん龍りゆうの型ッ！」

「とうっ！　名めい峰ほうの陣じんッ！」

　次々と勇ましい声が飛び交っていく。

　僕たちが通されたのは──道場だった！　広々とした板張りの練習場。そこで着物を着た女性たちが、剣けん山ざん、あるいは花瓶を挟はさんで対たい峙じしている。用意された色取り取りの花を交こう互ごに剣山や花瓶に勢いよく挿さしていく。

　挿していくときにさっきの勇ましい掛かけ声と共に奇き妙みよう奇き天て烈れつなポージングをして、剣山や花瓶に生けていくのだ。

　……こ、これは、どういうことなのだろうか……？

　普ふ通つう、華道の教室って、和室とかそういうところで正座をして、生け花について習うのでは……？

　こ、こんな、格かく闘とう技ぎの道場みたいなところで花器を囲んで互たがいに生け花をし合うなんて聞いたことも見たことも……。

　呆あつ気けに取られる僕たちに家元が言う。

「門下生たちは、花器リングを中心にして実戦さながらのお稽けい古こをして、日々鍛たん錬れんに励はげんでいます。我が流派で主に使われる花器は、剣山と花か瓶びんですが、自由な発想でそれら以外の器、道具を用いるのも認めておりますわ」

　──花器。このヒト、花器をリングって……。実戦とか鍛錬とか……。もう、意味がわからない。

　混乱の一いつ途とでしかないなかで、家元が僕たちにこう訊きいてくる。

「華道の起源、というものをご存じかしら？」

　ソーナ先せん輩ぱいがメガネをくいっと上げながら答える。

「背の高い樹木や大きな石を神の依より代として扱あつかったのが起源とか、室町時代に茶の湯と共に発展していったとか、でしたでしょうか？」

　家元は、首を横に振ふり、こう返した。

「おほほほ、真実は違ちがいます。時は三世紀頃ごろ、セウェルス王朝時代、ローマ帝てい国こく皇こう帝ていマルクス・アウレリウス・アントニヌス・アウグストゥスこと通つう称しようヘリオガバルスは、宴えん会かいに招いた客人に対して大量の薔ば薇らの花を落として窒ちつ息そく死しさせ、それを見て喜んだとか、喜ばなかったとか。そう、セウェルス王朝時代、ローマ帝国皇帝マルクス・アウレリウス・アントニヌス・アウグストゥスこと通称ヘリオガバルスこそが、華道の起源なのです！　おそらくッ！」

　──さ、三世紀、セウェルス王朝……？　……薔薇で窒息死、ヘリオガバルス皇帝……しかも「おそらく」付き……。

　疑問しかないが、とうのリアス姉さんは考え込むように唸うなっていた。

「……まさか、華道の起源がセウェルス王朝時代にあったなんて……今度、その頃ころを知っているであろう隠いん居きよ中のご先祖さまに聞いてみようかしら……」

　……リアス姉さんは、日本観についてだけ、てんで鈍どん感かんだからね。僕もこっちに来たばかりの頃は、侍さむらいと忍にん者じやについて間違った知識を教えられて、えらく困惑したよ。いまの僕はきちんと理解しているけれど、リアス姉さんはどうだろうか……。

　これも全部僕の師し匠しようのせいなんだけど……。お師匠さま、なぜリアス姉さんをこんな日本観を持ったヒトにしてしまったのですか……？　偉い大だいで尊敬している師匠だけど、そこだけ恨うらみたくなる。

　息を吐つく僕だったけど、家元が総そう括かつするように威い厳げんのある表情で言った。

「──華道とは死ぬことと見つけたり、それが開祖爆閃次じ郎ろう丸まるが掲かかげた我が流派の教えとなっております」

「「おおっ」」

　と、感かん銘めいを受けるリアス姉さんとシーグヴァイラさん！　僕を含ふくめた他のメンツは、首を傾かしげるばかりっ！　開祖爆閃次郎丸から感じ取れる胡う散さん臭くささは度を超こえているように思える！

　こ、これは一言リアス姉さんに告げて、早急にこの場を抜ぬけて、本格的で安心な華道教室に移ったほうがいい。

　進言しようと僕が一歩出たときだった。

　家元が、道場で稽古をしている者に告げた。

「そこ！　──イケてますわ」

　突とつ然ぜんの掛け声にソーナ先輩が怪け訝げんそうな表情で問う。

「イ、イケてる……？」

　家元が「おほほ」と微笑ほほえみながら言った。

「ええ、生け花。生けるとは、すなわち『イケてる』、優れている、または花器に生けてやったという意味が本来の使い方です。ですから、優れた技を見せた際は、『イケてる』と告げてあげるのが、華道の嗜たしなみとなるのです」

　姫君たちの反応はというと──。

「そんな意味があっただなんて……」

　と、リアス姉さんはまたまた唸り、

「本当でしょうか……なんだか、この妙みような雰ふん囲い気きに吞のまれそうな私がいます」

　ソーナ先輩は当惑が増している様子。そして、シーグヴァイラさんは──、

「あの剣山、いま制作中である六十分の一サイズ『ダンガム・ムラマサ』オリジナルバージョンの良い武装アイディアになりそうだわ……」

　稽古の風景を見て、まったく違う感想を覚えていたっ！

　ここに留まり続けると、何かよくないものを覚えてしまいそうだ……っ！

　そこに人ひと影かげがひとつ近づいた。

　両りよう肩かたに剣山がついている着物を着た強面の女性だ。……剣山って、肩に置くものじゃないと思うんだけどね。

「家元」

　両肩に剣山の女性が家元を呼ぶ。女性はギラついた視線をリアス姉さんたちに送っていた。全身からもオーラが滲にじみ出ている。ただ者ではないだろうが、ただ者であってほしいと願ってしまう！

「あら、トレビアンさん。……随ずい分ぶん、穏おだやかではない雰囲気ですわね」

　家元の言葉に両肩に剣山の女性が、不敵な笑えみを見せる。

「はい、そちらのニューフェイスの方々に興味を持ちまして。なかなか、イケてるオーラを放っているものですから」

　女性がリアス姉さんたちの前に立ち、あいさつをしてきた。

「わたくしは爆閃ブラスト流四天王の一人、トレビアン鈴すず本もとと言います。──紅い髪かみのお嬢じようちゃん、ひとつお手合わせ願おうかしら？」

「「「──ッ!?」」」

　突然の挑ちよう戦せん状！　入門して十分もしないうちにリアス姉さんが門下生──しかも高弟にケンカを売られてしまった！

　これは、リアス姉さんたちのオーラが人並み外れたものだったからだろうか。

　リアス姉さんもきょとんとして驚おどろいていたが、すぐに理解して強気な笑みを浮うかべた。

「ええ、私でよろしければぜひとも先達に教えを請こいたいわ」

　ああ、リアス姉さんはむかしから、この手のケンカの売られ方を嬉き々きとして買ってしまうんだよね……。

「家元、よろしいでしょうか？」

　リアス姉さんが家元に問う。

　家元は朗らかに笑った。まるで弟子たちの戯たわむれを楽しむかのようだった。

「ほほほ、まったくどうしようもない教え子たちですわね。──よろしくてよ、生け花は何事も鮮せん度どが大事。花器リングを通してでしか、わかり合えないこともあるでしょう」

　リアス姉さんと高弟の女性は、火花が出そうなぐらいに睨にらみ合う。

　こうなったリアス姉さんはそうそう引き下がらない。……まあ、殺し合いをするわけではないし、ここは一いつ旦たん動向を見守ろう。

　あれよあれよといううちに、リアス姉さんと高弟の女性が、生け花……し、試合（？）をする舞ぶ台たいが整えられ、両者が花器──大きなサイズの剣山を前にして対峙する。

　……畳たたみ一畳じよう分はありそうな大きさの剣山だ。いったい、どんな生け花をして戦おうというのだろうか。

　周囲のお弟子さんたちも騒さわぎを聞きつけ、すでに観戦モードだった。──と、シーグヴァイラさんのほうも違うお弟子さんの一人と試合をするそうで、そちらも人を集めていた。

　家元が、リアス姉さんと高弟の女性に確認をする。

「使用する花器は剣山です。この剣山は、高名な霊れい媒ばい師と刀かたな鍛か冶じによって打たれた特別製です。刃はのひとつひとつに霊れい気きが宿っており、交互に『イケる』ことによって、様々な効力を発揮します。初心者ということで、初手はグレモリーさんからにしましょう」

　霊媒師……霊気……っ！　もはや、華道とは思えない単語が連ねられていく。

　不安が増大していくなかで、リアス姉さんたちが生け花に使用する花々が台に載のせられて持ってこられた。

　用意された花々……と思ったら、花の他に野菜や果物まで置かれているんだけど……。

　剣山が用意され、花も用意された。両者もやる気満々だ。それらを確認して、家元が叫さけぶ。

「お作法開始っ！」

　開始の合図がされ、リアス姉さんが早速動く。台に載せられた花と……果物、野菜を見て、視線を配らせたあとにとあるモノをつかんだ。

「決めたわ。私のターンッ！」

　剣山にそれが挿し込まれていく。

　その瞬しゆん間かん、お弟子さんたちがどよめき、家元も唸った。

「──たけのこよっ！」

　そう、リアス姉さんが初手に選んだのは──たけのこだった！　剣山に突つき刺ささるたけのこというシュールな場面っ！

　いきなり、たけのこ！　……これ、生け花でいいのかな？

　しかし、リアス姉さんの一手（？）に高弟の女性は──顔中に汗あせを浮かべていた。予想外の鋭するどい手だったようだ。

　家元も感動した様子だった。

「……初手、たけのこ。見たこともない、大だい胆たんな一挿さしだわ。……イケてますね！　リアスさんに40ポインツッ！」

　いつの間にか用意されていたスコアボードがめくられていった！

　──これ、ポイント制だったのか!?

　……驚くことばかりだ。華か道どうの設定が読めないよ、つかめないよ……。

　高弟の女性は悔くやしがりながらも、勇ましく台に手を差し伸のべる。道具として用意されていた鋏はさみを使い、目にも留まらぬ手さばきで何かを施ほどこしていた。

「鋭い一挿しをいただきました！　しかし、所しよ詮せんは素人のビギナーズラック！　単なるこけおどし！　本当の華道を見せて差し上げてよ！　わたくしのターンッッ！」

　勢いよく高弟の女性が、両手で抱かかえたそれを剣けん山ざんに放り込んでいくっ！

　それは、フルーツの──丸々とした大きなスイカだった！　スイカは剣山に生けられた瞬間、パカッと花が開くように八等分に分けられていった！

『おおっ！』

　歓かん声せいが上がる。高弟の一手に家元も、周囲のお弟子さんたちも感服している様子だ。

「──スイカッ！　しかも、剣山に挿した瞬間に割れるという粋いきな計らいッ！　まるで夏の正午過ぎにお母さんが子供たちに出してくれたテーブルの上の切り分けられたスイカのようです！　先にスイカに切れ込みを入れたからこそ、ここまでキレイに割れたのでしょうね……っ！　イケていてよ！　トレビアンさんにも40ポインツッ！」

　リアス姉さんとポイントが並んだ！　先ほど、高弟の女性が鋏を使っていたのは、剣山に挿した瞬間にこうなるよう仕込むため！

　……あ、案外、この流派、奥が深い？　いやいや、冷静になるんだ！　この場の空気に吞のみ込まれるな！　たけのこやスイカで生け花なんておかしいと思う！

　……こういうとき、イッセーくんがいたら声を上げて突っ込んでくれたんだろうけど……っ！　彼の鋭いツッコミがいまは恋こいしい限り！

　──と、たけのことスイカの生け花対決をしている横では！

　シーグヴァイラさんが参加している生け花対決でも奇き手しゆが誕生していた。

「そ、そんなっ！　剣山におもちゃを生けるなんてっ！」

　困こん惑わくするお弟子さんの声！　そちらに視線を送れば──剣山の上にロボットのプラモデルが置かれていた！

　シーグヴァイラさんがメガネを直しながら、こう述べる。

「いえ、これはおもちゃではありません。ダンプラです。ダンガムのプラモ、略してダンプラであって、おもちゃなどという括くくりで片付けられるほど、浅いものでは──」

　などと、語り始めてしまった。……イッセーくんが、シーグヴァイラさんにお付き合いして、ずっとロボットアニメ作品について話していたそうだけど……。明くる日、憔しよう悴すいしていた彼の姿が記き憶おくに強く残っている。

　リアス姉さん、シーグヴァイラさんが生け花をする光景を見ていて、ソーナ先せん輩ぱいが首を捻ひねってため息を吐ついていた。

「……やはり、間ま違ちがっているような気がしますが……リアスもシーグヴァイラも楽しそうですし……これも華道の在り方なのでしょうか」

「そ、そうですね……」

　そう言う僕。僕や他の『騎士ナイト』二名もどう答えていいかわからない状じよう況きようだった。

　ここが、これらが、間違っているのは間違いないんだけど、とうのリアス姉さんとシーグヴァイラさんはどこか楽しそうで──何よりも真しん剣けんな表情だった。

　反応に困っている僕たちをよそにリアス姉さんの生け花対決に変化が訪れたようで──、

「なんてこと！」

「すごい！　皆みなさんも見てください！」

　という声が上がっていた！

　そちらを見れば──なんと！　剣山から見事な竹が生はえていた！　それは、リアス姉さんが初手で生けたたけのこからだった！

　家元が全身を震ふるわせながら、感かん嘆たんの声を漏もらす。

「……リアスさんが挿したたけのこが、剣山から発せられる霊れい力りよくと、リアスさん自身のオーラによって、見事成長したのでしょう……。奇き跡せきだわ……。まるで天を突く一本の槍やりのよう……」

　こ、こんなことが起きるんだ……。あの剣山、いったいどういう作りなんだろう……。

　家元が叫ぶ。

「これ以上のイケてる仕上がりもないでしょう。──この勝負、リアスさんの勝ちですっ！」

『お見事っ！』

　お弟子さんたちから歓声と共に拍はく手しゆが湧わき起こった。……ど、どうやら、リアス姉さんの勝ち（？）のようだ……。

　高弟の女性が悔しそうにしながらも、リアス姉さんを認めるように拍手を送っていた。

「……見事です。しかし、わたくしは四天王のなかでも最弱であり、このあとに控ひかえている三人はわたくし以上の挿し手として──」

　などということを言い出す高弟の女性！　……も、もしかして、四天王全員と勝負をしなければならないのかな……。

「誰だれの挑戦でも受けるわ！　これも修業ですものね！」

　リアス姉さんはこの勝利でやる気満々になってしまったようだ。

　ふとソーナ先輩がクスリと微笑ほほえむ。

「見てください、木場くん。リアス、本当にうれしそうで、楽しそうで……。何よりも真剣です。……あの子、花はな嫁よめ修業を成功させたいのね。そう思わせるぐらい、彼女は恋をしているのでしょう。それが、同じ女として、ちょっとだけうらやましいわ」

　そう、リアス姉さんは真剣にイッセーくんに恋をしている。だからこそ、この華道教室が間違っていようとも、真剣に学んでどこに行っても恥はずかしくない伴はん侶りよになりたいのだろう。

　……そんなリアス姉さんを陰かげながらサポートするのも『騎士ナイト』の……いいや、『弟』の努めだ。

「僕たちも参加してみましょうか」

　僕は他の『騎士ナイト』も誘さそい、型破りな華道教室を体験していくことになる。

　こうして、リアス姉さんたちと僕ら『騎士ナイト』三名は、華道の神しん髄ずいとやらを堪たん能のうし尽つくすため、華道教室……いや、華道道場で学ぶのであった──。







　とある日のこと。

　僕が兵藤家に遊びに行くと、イッセーくんが玄げん関かんの花台に置かれた生け花を見て驚おどろいている様子だった。

　置かれた生け花は──剣山に挿された、たけのこ！

　リアス姉さんにイッセーくんが問う。

「あ、あの、リアス。この玄関の花台に置かれているものは……」

　リアス姉さんは、たけのこをなでつつ微笑む。

「うふふ、イケてるでしょ？　これは華道で習ったものよ。タイトルは『初手たけのこ』。華道は奥が深いわ。全流派に挑ちよう戦せんしたいわね！」

　チャレンジ精神に火がついたリアス姉さん。こうなると、どこまでも突っ走ぱしるのがこのヒトなのである。

　……どうやら、まだまだ『騎士ナイト』として、『弟』としての役目は続きそうだ。けど、リアス姉さんも楽しそうだし、これも平和な形のひとつってことだよね。

　とはいえ、ソーナ先輩が次に紹しよう介かいしてくれるところは本当に普ふ通つうのところのようなので、そこは安心かな。

　……でも、僕自身、リアス姉さんに付つき添そい、次々と花嫁修業のスキルを覚えていっても、果たしてどこで披ひ露ろうすればいいのだろうか？

　男子として、そこだけが悩なやみどころになりそうだ。
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　とある日のこと、俺こと兵ひよう藤どう一いつ誠せいはリアスたちが華道を習っているときに撮とったという写真を見ていた。

　……リアスたちが着物を着て、よくわからないポーズと共に野菜や果物、果てはダンガムのプラモなどを剣山に突つき刺さしていた。

　……いったい、リアスたちは何を習っているというんだ……？

　上級悪あく魔まのお姫ひめさまたちの花嫁修業が不安になるものの……着物姿にはグッときていた。

　いやー、皆、美少女美女さまだから、雅みやびな姿が絵になるね！

　──と、そのなかで着物を着たとある美少女に目が行った。

　女体化した木き場ばの着物姿だった。

　……相変わらず、女になった木場は……なんていうか、かわいいよな。元がイケメンだから、性せい転てん換かんすればそりゃ美少女になるってね。

　俺が木場にそれとなく、こう言った。

「木場、おまえの着物姿、キレイじゃん。似合ってるよ」

　そう告げたときだった。

　木場は一いつ瞬しゆん目を丸くしていたが──理解が進むにつれ、顔を赤くしていた。

「……そ、そうかな。……似合うかな……？」

　なんだか、妙みようにうれしそうだけど……。そういうものなのか？

　これを見ていた女性陣じんが口々にしていく。

「やはり、祐ゆう斗とが男の子で良かったわ」

「うふふ、強敵ならそれはそれで燃えますわね」

　リアスが苦笑し、朱あけ乃のさんが楽しげにそう言っていた。

「木場が女剣けん士しだったら、私の立場が薄うすくなりそうだ」

「私も私も。木場くんに勝てそうにないもの」

　ゼノヴィア、イリナ、女性剣士組もそう口にしていた。

　これを見ていた白い髪かみのトスカさんが立ち上がり、声を張る。

「そ、そういうのは……ダメのようで、いいような……でもダメだと思うの！」

　トスカさん、いまだ複雑な思いを抱いだいているようだ。

　そんなトスカさんがこう告げてくる。

「ですが！　……その……着物を着たイザイヤの写真、欲しいかもです」

　そういう答えになりますか！

　リアスは微笑み、その写真をトスカさんに渡わたす。

「ええ、どうぞ。大事な家族のこういう写真は貴重だものね」

　それを受け取ったトスカさんはうれしそうだった。

　トスカさんが木場に言う。

「イザイヤ！　私もイザイヤと一いつ緒しよに着物が着たいかも」

「え？　それって、僕がもう一度女の子にならないといけないってことかな。でも、トスカのお願いだものね」

　大切な同志の願いは木場にとって、大事なものだろう。

　リアスが俺に言う。

「イッセーも一度女の子になってみたらどう？」

　などと言うのだ。他の女性陣も「それは見たい」「ぜひぜひ」と興きよう味み津しん々しんに目を輝かがやかせる！

　おいおいおいおい！　俺もかよ!?

　ったく、一度しまわれたはずのおかしな銃じゆうを変に持ち出すからこうなるんだよな！

「俺は勘弁！　女の子を見たり触さわったりしたいだけで、俺がなるもんじゃないって！」

　そんなやり取りがあった、とある日の出来事だった──。








Life.6　黒歴史の白はく龍りゆう皇こう









　それはレーティングゲーム国際大会こと「アザゼル杯カツプ」予選終しゆう盤ばん頃ごろに起きた出来事だった。

　兵ひよう藤どう家の俺とリアスを頼たよって現れたのは──白いローブに白いとんがり帽ぼう子しという魔ま法ほう使つかいの格好をした金きん髪ぱつの美女だった！

「おっぱいのドラゴンさん、ごきげんようなのです」

　素敵な笑顔を見せてくれる魔法使いの女性は、ラヴィニア・レーニさん！

　グリゴリのエージェント部隊「刃狗スラツシユ・ドツグ」チームの一員で、魔ま術じゆつ師し協会「灰色のグラウ・魔術師ツアオベラー」所属の魔ま女じよでもある超ちよう絶ぜつ美女のお姉さんだ！　神滅具ロンギヌスのひとつ──「永遠のアブソリユート氷姫・デイマイズ」の所有者でもある！

　さらに俺の宿命のライバルたるヴァーリのお姉さん的存在でもあり、あいつが頭が上がらない人物というかなりすごい人物だった。

　ま、見た目からして美人でやさしそうなお姉さんにしか思えないんだが……ヴァーリの奴やつはなんでそこまで苦手なのか、疑問だぜ。

　そのラヴィニアさんに付いてきた男女がいた。

「よぉ、乳ちち龍りゆう帝てい」

「この間はお世話になったわね、兵藤一いつ誠せいくん！」

　ヤンキー風のイケメン男性──鮫さめ島じま綱こう生きさんと、髪をアップにさせた快活そうな女性──皆みな川がわ夏なつ梅めさん（こちらも美人さん！）だった。

　この三人とは、少し前に死神グリム・リツパー襲しゆう撃げき事件の折に連れん携けいを取った仲だった。

　珍めずらしい三人の来訪ということで、兵藤家上階にあるＶＩＰルームに招こうとしたのだが、「自分たちはそこまで偉えらくもないし、大事で来たわけでもない」というのでリビングにお迎むかえした。

　うちに下宿している女の子たちも物珍しがって、リビングに集合しているなか、朱乃さんが淹れ立てのお茶を三人に振ふる舞まう。

　簡単なあいさつを済ませたあとで、リアスがあらためて問う。

「この三人がこの家に来るということは、何か用事があると考えてもいいのかしら？」

　リアスの言葉にラヴィニアさんは平然とお茶を口にしていたが、皆川さんと鮫島さんは顔を見合わせて苦笑していた。

　皆川さんが口を開く。

「あのね、実は──」

　そこまで言いかけたときだった。皆みなが、とある気配に気づき、リビングの扉とびらのほうに視線を向けた。

　そこには顔だけ覗のぞかせているヴァーリチームの美び猴こうと、朱しゆ色いろの髪の女の子、豚ぶたのような頭部を持つ獣じゆう人じんの三名の姿がっ！

　美猴に当代の沙さ悟ご浄じようと猪ちよ八はつ戒かいだった──。こ、こいつら、いつの間に家のなかに!?

　俺たちの視線に気づいたのか、三人が驚おどろいていた！

「はっ！　あわわ、美猴さん、バレてます！」

　慌あわてふためく沙悟浄と、舌打ちする美猴。

「チッ！　一いつ旦たん逃にげっぞ、悟浄、八戒！」

　バレたとばかりに美猴と沙悟浄が足早にその場から逃げていく。

「……はいはい、豚使いの荒あらい猿さるなことで……」

　文句を言う猪八戒も二人のあとを追って逃げていった。

　リアスが間かん髪はつを容いれずに言う。

「誰だれか一応追ってちょうだい」

「「了りよう解かい！」」

　これにゼノヴィアとイリナが素早く反応して、美猴たちのあとを追った。

　突とつ然ぜんの出来事に俺たちの大半が、口をポカンと開けているしかなかった。

　何か面めん倒どうごとが起きそうと勘かんづいたリアスが息を吐つきながら、額に手を当てていた。

「……あれは、ヴァーリのところの」

　笑みを引きつらせながら皆川さんがうなずく。

「……えぇ、実はね、ヴァーリが私たち……というよりはラヴィニアにさっきみたいに刺し客かくを放っているの」

　──っ！　……この情報に皆が驚き、興味を引かれていた。

　あのヴァーリが、お姉さん的存在のラヴィニアさんに仲間を刺客として送るだなんて。

　あ、そういや、こういうときに限って兵藤家に住んでいる黒くろ歌かとルフェイもいない！　ま、まさか、ヴァーリが招集しているとか……？

　俺が鮫島さんと皆川さんに問う。

「鮫島さん、皆川さん……と呼んでいいですかね？」

「夏梅でいいわよ」

　皆川さん──夏梅さんはそう気軽に答えてくれた。

　俺が訊きく。

「ラヴィニアさんって、あいつのお姉さんみたいな存在なんですよね？　なぜに美猴たちを刺客に放つなんてことを……」

　夏梅さんが息を吐く。

「これがまた複雑なところもあってね……。まあ、理由はおいおい話すとして、ヴァーリのライバルとしての兵藤一誠くんに協力を頼たのみたいの」

　これに鮫島さんが笑いながら言う。

「ま、早い話が、少しの間、俺たちと一緒に氷姫ひめのお守りをしてくれたら、楽にやれそうだって話だ。実は、三日後にこの町の近くでチーム『Ｄ×Ｄデイーデイー』関連の魔法使い同士の会合があってな。それが終わるまで付き合ってくれたらうれしいわけだ」

　三日後にこの町の近くでチーム『Ｄ×Ｄデイーデイー』関連の魔法使いの会合とな？　あー、ロスヴァイセさんがそんなことを言っていたかも。

　とうのロスヴァイセさんが手を挙げていた。

「あ、その会合、私も出席予定です。なるほど、『灰色のグラウ・魔術師ツアオベラー』側の出席者は氷姫のレーニさんなのですね」

　ロスヴァイセさんの言葉にラヴィニアさんも「はいなのです」と答えていた。

　ふと、ここにいないヒトたちが気になって俺は夏梅さんに問う。

「幾いく瀬せさんや他のチームの方々はご一緒じゃないんですか？」

　リーダーの幾瀬さんがいないことが気になってしまったのだった。

　夏梅さんが答える。

「鳶とび雄おや他のヒトたちは別の任務があるのよ。で、リーダーの鳶雄から、『とりあえず、ヴァーリのオイタからラヴィニアを守ってあげてくれ』とお願いがあったんだけど、非番の私たちだけじゃ、さすがに彼ら全員は相手にできそうにないから」

　──と、肩かたをすくめる夏梅さん。……「ヴァーリのオイタ」と来たか……。歴代最強の白龍皇も、旧知の仲から見たらかわいい存在なのだろうか？

　当人のラヴィニアさんはというと──。

「ふふふ、ヴァーくんとの鬼おにごっこなのです」

　というふうに、刺客を送られているなかでも非常に楽しげだった。

　まあ、弟のような存在であるヴァーリと遊んでいるような感覚なのかもしれない。

　美猴たちを追っていったゼノヴィアとイリナが戻もどってくる。

「くっ、逃げられたぞ」

「さすがにすばしっこいわね」

　二人とも悔くやしそうにしていた。

　ゼノヴィアが美猴の物真似（彼女はたまに誰かの物真似をするのだ）をしながら言う。

「美猴だが、『俺っちが必ず先にあれを手に入れてみせるぜぃ』と楽しそうに笑っていたぞ？」

　それを聞いた夏梅さんは「お猿さんも参戦なのかしら？」と嬉き々きとしていて、事情のわからない俺は余計混乱するだけだった。

　とりあえずのお願いを把は握あくしたリアスが、うんとひとつうなずいた。

「ヴァーリが刺客を放つという理由は、おいおい訊くとして、現に美猴たちがあんなふうに追ってきているのは事実……。とはいえ、時期的に私たちも手が完全に空いているというわけでもないのよね」

　リアスがそう言う。

　そう、俺たちが参加しているレーティングゲーム国際大会の予選も終しゆう盤ばんだ。こういうふうに空いている時間もあるが、やるべきことは依い然ぜんとして多いのも事実だった。

　けど、仲間のお願いを突つっぱねるつもりも毛頭ないため、俺とリアスは顔を見合わせてひとつ大きくうなずいた。

　リアスが言う。

「大勢で護衛についても動くときに不自由でしょうし、私の眷けん属ぞくと、イッセーの眷属からそれぞれ護衛役を出しましょう」

「了解」

　俺もこれに同意した。

　俺のチームからは、魔ま法ほうに詳くわしい点と、件の会合にも出る予定からロスヴァイセさんが、リアスのところからは「刃狗スラツシユ・ドツグ」チームのメンバーと縁えんが深いという点から朱乃さんが選ばれたのだった。

「いい機会ですので、氷姫の術式を間近で見ようと思います」

「うふふ、なんだか、楽しそうですわ」

　ロスヴァイセさん、朱乃さん、両名とも案外楽しそうだった。

　もちろん、相手は俺のライバルが首しゆ謀ぼう者しやということもあり──。

「俺こと兵藤一誠も協力致いたします！」

　──と、俺自身も参加を表明した。

　こうして、俺と朱乃さんとロスヴァイセさんは、夏梅さんと鮫島さんと共にラヴィニアさんを護衛することになったのだった。

　さてさて、ヴァーリに何があったのやら……。







　俺と朱乃さんとロスヴァイセさんの三人は、ラヴィニアさんを護衛しつつ、「刃狗スラツシユ・ドツグ」チームの事務所とされる二十階建てのマンションに来ていた。

　そこは駒く王おう町から、電車で二駅行ったところにある駅周辺だった。

　俺たちがお邪じや魔ましているマンションは、一階と二階に貸かし店てん舗ぽが連なっており、コンビニやドラッグストア、美容室といろいろなお店が入っていて、二階の奥まった場所に看板のない事務所が存在していた。そこが「刃狗スラツシユ・ドツグ」チームの事務所だ。

　普ふ段だんは事務所の入り口に、人避よけの術がかけられているそうで、基本的にその事務所に常人は近づけないようだ。まあ、このマンション自体、グリゴリの息がかかっているそうなんだが……。

　ちなみにこのマンションの近くに幾瀬さんたちが働いている『ＢＡＲ「黒くろ狗いぬ」』があったりする。幾瀬さんはそこでバーテンダーをしていて、ラヴィニアさんはバーの歌うた姫ひめなのだ。

　バーの入っているビルの一階にレストランもあるのだが、話ではそちらも「刃狗スラツシユ・ドツグ」チームの面々が働いているお店のようで、幾瀬さんも時折そこで自じ慢まんの料理をお客さんに振る舞っているという。

　事務所のなかに入ると──普ふ通つうの事務所同様にデスクが並び、その上には書類やらパソコンやらが置かれていた。

　俺の運営している事務所と、そう違ちがいはない。

　──と、音もなく事務所の奥から大型の黒い狗こと刃ジンが姿を現す。気配がまったく読めないからちょっと怖こわいんだよね……。

　刃の頭をなでる夏梅さん。

「あら、刃ジン。鳶雄に置いていかれたのね」

　刃が視線を夏梅さんから俺たち──というよりは、朱乃さんに移した。刃が朱乃さんの傍そばに来る。朱乃さんの前でお座りをした。

　刃は朱乃さんに懐なついている様子だ。おそらく、体から発するオーラなどが主に似ているところがあるからだろう。

　これには夏梅さんも笑っていた。

「やっぱり、朱乃ちゃんが鳶雄とはとこだから、刃も親しみを感じやすいんでしょうね」

　夏梅さんが言うように朱乃さんと、「刃狗スラツシユ・ドツグ」チームのリーダー──幾瀬鳶雄さんは親しん戚せきで、はとこの関係にある。そのためか、以前にもこの黒い狗──刃が、朱乃さんの助勢に駆かけつけたことがあった。

「うふふ、お久しぶりですわ。刃ちゃん」

　朱乃さんもうれしそうに刃の頭をなでていた。

　夏梅さんが朱乃さんの顔を見ていて何かを思い出したようで、詰つめ寄よってきた。

「そうそう！　この間、朱す雀ざくがね！」

　姫ひめ島じま家現当主であり、朱乃さんのいとこでもあるヒトの名が出されて、朱乃さんも目を白黒させていた。

「す、朱雀姉さまがどうされたのでしょうか？」

「どうかしてくれたのよ！　もう、朱雀が無茶ぶりを──」

　というふうに朱乃さんと夏梅さんはデスクの椅い子すをふたつ並べて、共通の知り合いトークで盛り上がり始めてしまった。

　一方では、事務所に備え付けられたソファでは、ロスヴァイセさんとラヴィニアさんが古くて難しそうな魔ま術じゆつ書を手に取って会話をし始めていた。

「こ、これは……っ！　『誓ちかいの書』を『灰色のグラウ・魔術師ツアオベラー』が解かい釈しやくした本ですよね!?　こっちには『ピカトリクス』をメフィスト・フェレス理事が独自理論で評したものも！　わわわ、すごい本が無造作に置かれてるんですがっ！」

　ロスヴァイセさんは大興奮の様子で、事務所のデスクに積み重ねられていた本を手に取っていた。

　ラヴィニアさんが微笑ほほえみながら言う。

「うちの協会が出している本でしたら、いくらでもお貸しするのですよ」

「そ、そんな！　これ、『灰色のグラウ・魔術師ツアオベラー』の秘ひ匿とくしている本だったはずですよ！　い、いいんですか、そのような貴重な本を!?」

「多分、大だい丈じよう夫ぶなのです。私から理事にお願いすれば、お許しをいただけると思うのです」

「……『Ｄ×Ｄデイーデイー』の役得感をあらためて思い知ります！」

　なんだか、魔術書トークに花を咲さかせているようだった。

　あらら、朱乃さんは夏梅さんと、ロスヴァイセさんはラヴィニアさんと会話をはじめてしまった。

　そこへ新たに入室してくるヒトがいた。西せい欧おう人を思わせる顔立ちに暗めのブロンドをツーテールにした美女だった！

　特とく徴ちよう的なオッドアイで、右目が青く、左目が黒かった。両りよう腕うでに奇き妙みような生物……顔に仮面をつけた小型の異形（見た目は四足動物のようなのだが……）を抱かかえている。──と思ったら、このヒトに寄り添そうようにもう二体、足下にいた。

　仮面をつけた三匹びきの小型の異形を従える美女が、俺にあいさつをしてくれた。

「こ、こんにちは。私は七なな滝だる詩求子シグネ。『刃狗スラツシユ・ドツグ』チームの一員です」

　直接話したことは今回が初めてだけど、見覚えはある。七滝詩求子さん！　俺も「どうも、兵藤一誠です」とあいさつを返した。

　夏梅さんが七滝詩求子さんと俺のあいさつを見て、言ってきた。

「そういえば、その組み合わせは初めてかもね。彼女も結成時からのメンバーの一人なの。知っているかもしれないけど、史上最強の『饕とう餮てつ』使いで、チームで一番のパワータイプよ」

　そう、大会の試合を見る限り、この細身の女性がパワータイプなんだよな。

　──と言っても、パワータイプとされるのは使役している異形こと『四凶きよう』の一角、饕餮だ。正体は独立具現型の神器セイクリツド・ギア。

　いまは手に抱えるほど小さいけど、試合ではとんでもなくデカい怪かい物ぶつになる。試合の映像では悪あく魔まの魔ま力りよくから、魔ま法ほう使つかいの魔法、神器セイクリツド・ギアの異能すらも一切合切丸ごと吸い込んで腹に収めてしまっていた。話では神滅具ロンギヌスの異能すら喰らうという。

　それにプラスして巨きよ体たいゆえのパワーと、巨体からは想像もつかない速さで、試合にて大暴れしていた。そのときは一体しか使役していなったけど、三体同時となると、どうなるってんだ……？

　内に宿るドライグが言う。

『饕餮は中国の怪物のなかでも屈くつ指しの化け物だ。あらゆるモノを喰らうとされている。果ては概がい念ねんすら喰らうともな。ゆえに使役できる人間は稀まれだと聞く。それを三匹も使役しているとなると……。ククク、とんでもないものを抱えているな、このチームは』

　ドライグでもそう言うんだから、相当だよな……。

　七滝さんが三体の饕餮を紹しよう介かいしてくれる。

「こちらがポッくん、こっちがポォくん、そっちがポンくん」

「「「ポォ」」」

　紹介に合わせて、三体の饕餮が同時に鳴いてくれるが……全部同じに見えるから、一いつ旦たん目を離はなしたらどれがどれかまったくわからないと思うっ！

　──と、七滝さんが夏梅さんに言う。

「あ、そうだ。ねぇねぇ、夏梅ちゃん。ヴァーリくんのことで玄げん武ぶちゃんが──」

　あらら、七滝さんもあちらの会話に入っていってしまったぞ。

　手て持もち無ぶ沙さ汰た感を覚え出していたところで、鮫島さんが俺の肩かたを叩たたく。

　──っ！　目の前に一本のＤＶＤパッケージを突つきつけられた。

　パッケージには、『聖乳伝説　～パイナル幻げん想そう伝外伝～』と題されたタイトルとエッチな格好のお姉さんが写っていた！

　鮫島さんが笑みを浮うかべながら言った。

「ま、俺たちはあっちでこれでも見るか？」

　なんと！　趣しゆ味みが合いそうな先せん輩ぱいで、大変ありがたい限りです！

「はい！　ぜひ！」

　俺は間かん髪はつを容いれずに返事をして、男たちの鑑かん賞しよう会が隣となりの部屋で開かい催さいされたのだった──。







　そんな事務所でのやり取りがありつつも、美猴の次の刺し客かくは、意外にもその日のうちに現れた。

　事務所の入り口を開けて入ってきたのは──黒歌だ！

「やっほー、ここにいろいろと来てるって聞いてきたわよ」

　黒歌が俺たちの前に現れたのだった！　黒歌は事務所のなかをツカツカと進んでいき、とある人物の前で足を止めた。

「ラヴィニアの姫ひめちゃん、私に例のをちょうだいにゃん♪」

　黒歌はラヴィニアさんの前に来るなり、そう手を突き出だす。

　ラヴィニアさんは微笑んだままこう述べる。

「それはダメなのです。あれは大事なものなのですよ？」

　黒歌はそれを聞き、「にゃはは」と笑ったあとでイタズラな表情を浮かべた。

　おっ、ああいう顔をするときの黒歌はよからぬことを考えていることが多い！

　俺が警けい戒かいするなかで、黒歌がその場で片手を突き出して、魔ま方ほう陣じんを展開させた。

「それなら、ちょっとの間だけ術で拘こう束そくさせてもらうにゃん！　その間に例のあれを……むふふふっ！」

　おいおいおい、相変わらずイタズラに関しては全力に近いことをやり出す猫又だな！

　俺が黒歌を止めようとしたときだった。

　横から鮫島さんが出てきて、懐ふところから小さな袋ふくろを取り出すとビリッと破く。それを黒歌のほうに放った。

　黒歌の頭に破れた袋が投げ込まれ、中身の粉がボワッと広がっていく。

　独特のちょっと鼻につく臭においが部屋に漂ただよう。

　すると──黒歌に変化が訪れた。

「…………う、うにゃぁぁぁん♪」

　酔よったような恍こう惚こつとした表情となり、事務所の床ゆかで丸まってしまった。そのまま、猫ねこのように床をゴロニャンと転がるしまつだ！

　──と、黒歌の近くで鮫島さんの猫である「白びやく砂さ」もゴロニャンとうれしそうにお腹を見せていた。

　鮫島さんが「ハハハ」と軽く笑いながら言う。

「俺が白砂用にグリゴリに作ってもらったマタタビだが、以前に猫又にも効いたことがあってな。やっぱ、猫ねこ[image: しよう]しようでも効いたか」

　あ、これ、マタタビの効果か！　しかもグリゴリ謹きん製せい！　そりゃ、黒歌でもこんなふうにゴロニャンと効いちゃうよな。

　あれほどイタズラをしようとしていた黒歌が、一転して酔っちゃってるんだから、効果のほどは絶大だな……。

　鮫島さんがイタズラな笑みで俺に言う。

「これ、そっちにもいくつかやろうか？」

　続けて、耳元で囁ささやいた。

（これ使えばあの猫又は、エッチなことし放題だぜ？）

　──っ！　その一言に衝しよう撃げきを覚える俺！

　……あ、あの、イタズラ好きな悪猫をマタタビひとつで支配できるというのか!?

　そ、それはとても魅み力りよく的な提案なんだけど、俺自身が口説いてエッチなことをしたほうが俺的にも、相手的にも筋が通っているような気がする！

　け、けど、マタタビプレイは魅み惑わく的だ！

　いまの黒歌のゴロニャン具合を見ていると、これはこれでいいと思えるし、猫又姉妹に使用したらどうなるのかという思いも出てくる！

　いろいろと思し慮りよした結果──。

「……一度、真しん剣けんに考えさせてください！　前向きな方向で！」

　と返すだけで精せい一いつ杯ぱいだった！

　──と、第二の刺客である黒歌を退けた俺たち。

　とりあえず、黒歌を確保して事情を訊きいてみることにしたのだった──。







「え!?　四年前にヴァーリが書いたノート!?」

　素すっ頓とん狂きような声をあげる俺。

　黒歌を捕とらえたあとで、あらためて今回の事情を「刃狗スラツシユ・ドツグ」チームに訊たずねたところ、このような答えが返ってきたのだ。

　──ヴァーリは、ラヴィニアさんが持っている過去のノートを取とり戻もどしたいようだ、と。

　夏梅さんが語る。

「ヴァーリはね、四年……もう五年前かしら？　そのぐらい前に三冊の黒歴史ノー──コホン」

　一いつ旦たん咳せき払ばらいして、言い直す。

　……いま、「黒歴史ノート」と言おうとしていましたよね？

「ヴァーリは、三冊の正典を残しているの。『心の書』、『技の書』、『術の書』ってね。『技の書』は回収されてしまったけど、『心の書』と『術の書』はラヴィニアが大切に保管しているのよ」

　ラヴィニアさんが、二冊のノートを取り出した。

　表紙には英語で「Vali Lucifer」と書かれていた。

　……俺、これを知ってるわ。以前に幾瀬さんとラヴィニアさんの経営しているバーに行ったとき、ラヴィニアさんから一冊のノートを見せられた。

　そこにはあいつが口にしていたセリフが書き連ねてあって、四年前からそれっぽいセリフを考えていたことがうかがえた。

　鮫島さんがコーヒーを飲みつつ言う。

「ちなみに『心の書』は中二病全開のセリフ集で、『技の書』も中二病全開のあいつが考えた必殺技集だ」

　俺が見せられたのは、『心の書』か。なんとも言えないノートだったぜ、ヴァーリ！

　ラヴィニアさんは俺が見ていない、もう一冊のノートを広げながら言う。

「そして、『術の書』はヴァーくんの魔ま法ほうと魔力に関する独自理論がたくさん書かれた重要な一冊なのです」

　つい、気になってノートを覗のぞき込む俺。

　……妙みような名前が付けられた魔力、魔法と、それを発動するときの様々なポージングがイラスト付きで書かれていた。呪じゆ文もんらしきものも添そえてある。

　これが『術の書』か。ヴァ、ヴァーリの奴やつ、中二病をとてつもなく発はつ症しようしてたんだな……。

　七滝詩求子さんが言う。

「あの頃ころのヴァーリくん、結構ウキウキでノート書いてたかも」

　ウキウキで書いていたのか。俺も見たかったな、その光景……。

　縄なわで縛しばられた黒歌が面白がりながら言う。

「それ！　それを見せてよ！　ヴァーリから奪うばえって言われてたけど、見せてくれるならヴァーリに渡わたさないにゃん。むしろ、見るだけで十分♪」

　さっそく裏切りやがった！　こいつ、最初からノートの中身を見たいがためにここに来やがったな!?　まあ、仲間の中二病時代の設定ノートなんてものがあったら、見てみたくなるよな！　特にこういうイタズラ好きな奴ならさ！

　ラヴィニアさんは、ノートを閉じながら首を横に振ふった。

「それはダメなのです。これは当時のメンバーか、宿命のライバルさん以外には見せてはいけないものだと思いますから」

　おおっ、俺と「刃狗スラツシユ・ドツグ」チーム以外は観覧不可ということか。ま、内容が内容だけに無む闇やみに見せたら、ヴァーリの精神がヤバいことになりそうだもんな……。

　ヴァーリがこのノートを回収したくて探していると聞いていたけど、ついにラヴィニアさんが持っているって発覚したんだな。

　それで今回の一件となったわけか。そりゃ、こんな恥はずかしいノートを残していて、行方がわからなくなったら、全力で探したくなるよな。

　しかし、仲間に見られるかもしれないリスクを負ってまで自分で取りに来ない理由は……。

　思うところが多分にある俺だったが、とりあえずは黒歌を撃げき退たいし、その日を終えたのだった。







　二日後──ラヴィニアさんたちが、駒く王おう町近くで件の会合とは別に開催される三大勢力関係者の会合に参加するとのことで、それの護衛を任された。

　会合は、駒王町周辺で仕事をしている三大勢力の方々の近きん況きよう報告会だ。俺たち『Ｄ×Ｄデイーデイー』はそこに参加はしなくていいことになっている。もちろん、大事があれば会合を飛とび越こえて、俺たちのもとに情報が届くけどね。

　その会合に向かう途と中ちゆう、近道して公園を横切ろうとしたときだった。

　俺たちの眼前にそいつらが再び現れる！

「よっ、氷姫のおねいちゃん！　例のノートを今度こそもらいに来たぜぃ！」

　美猴が、沙悟浄と猪八戒を連れて再度登場したのだった！

　ラヴィニアさんを守るように身構える俺、朱乃さん、ロスヴァイセさん。

　護衛している俺たちを見て、美猴も驚おどろいていたが、すぐに豪ごう快かいに笑う。

「くくく、赤せき龍りゆう帝ていとその仲間たちも呼んだのかい。まあいいぜ？　『刃狗スラツシユ・ドツグ』チーム対策ってことで、こちらも狗じゃねぇけど、狼おおかみを連れてきたぜぃっ！」

　言うなり、美猴の背後から、灰色の狼──フェンリルが登場する！

　おいおいおい！　ノートの回収に伝説の魔ま物ものまで参戦させるのかよっ！

「フェンリルかよ！」

　警戒する俺。朱乃さんも過去に激げき闘とうしたせいか、手に雷らい光こうを煌きらめかせていた。

「彼ら本気みたいですわね」

　俺もいつでも鎧よろいになる格好となり、ロスヴァイセさんも手から魔方陣を発生させていた。

　……ま、まさか、ヴァーリのノートを守るために禁バランス・手ブレイカーをすることになるとは……。

　美猴は笑いながら言う。

「カカカ！　俺っちが先にそのノートを確認してやるってわけさ！　ヴァーリの野や郎ろうがあれだけ慌あわてて回収しろなんて言うからには、相当なノートなんだろ？　いやー、楽しみだぜぃ！」

　フェンリルを投入するせいか、余よ裕ゆうの様相でそんなことを言っていた。

「対策はありますわ」

　そのようなことを言う朱乃さん。朱乃さんがその場で手を上げ出した。

　──すると、そこに黒い影かげが現れる。

　対たい峙じする俺たちの間に入ってきたのは──黒い狗の刃ジンだった！

「フェンリルが相手なら、刃ちゃんが、なんとかしてくれるかもしれませんわね」

　そう言う朱乃さん。朱乃さんが手を上げるだけで出てくるなんて、信しん頼らい関係が構築されているんだな。親類だからこその姫島効果なのだろうか？

　その刃が、フェンリルの前に立つ。睨にらみ合う、伝説の神かみ喰くい狼おおかみと、神滅具ロンギヌスの「黒刃のケイニス・神リユカオン」という格好だ！

「…………」

「…………」

　吼ほえることもなく、無言で睨み合う二体。

　しばらくすると──フェンリルが、その場でくるりと向きを変えて、美猴相手に構え出したのだった！

　フェンリルが、美猴に牙きばを剝むきやがった！　仲間への反逆が起こったぞ！

　これに美猴は目玉が飛び出るほどに驚いていた。

「って、何こちらに構え出してんだよ、フェンリルゥゥゥッ!?」

　しかし、とうのフェンリルは俺たちにも見せなかった牙を、剝き出し状態で美猴に向かっていく！

　美猴の両りよう脇わきにいた沙悟浄と猪八戒が反応に困っていた。

「美猴さん、人徳無さすぎなんじゃ……。まあ、無いとは思いますけど……」

「こういうのって、普ふ段だんの行いが返ってくるもんだもんな」

　二人ともこのフェンリルの離り反はんに思うところがあるようだった！

「ガゥゥガガゥウゥゥッ！」

「ウゥゥゥガァァァァァッッ！」

　フェンリルと刃が、並んで飛び出して、美猴に迫せまっていく！

「ち、ちくしょぉぉおおおおっ！　覚えてやがれよぉぉぉおっ！」

　美猴が、沙悟浄と猪八戒を置いて、この場から逃にげ出していったのだった──。

　なんとも言えない状じよう況きようと化した公園。俺たちも構えを解くなかで、ラヴィニアさんもニッコリしていた。

「良かったのです。刃ちゃんとフェンリルちゃんが仲良しになったのです」

　……仲良くなったってことでいいのか？

　ま、伝説の狼と狗で感じ入るところはあったのだろう。

　──と、ラヴィニアさんが何かの気配を察したのか、公園の一角に視線を向けていた。

　それを夏梅さんは理解したようで、息を吐ついていた。

「ヴァーリ、来ているのね？」

　そうラヴィニアさんに訊きく夏梅さん。

　マジか！　俺でも気づけなかったのに……。

　ラヴィニアさんの視線の先──公園の木の陰かげから、ヴァーリが姿を現した。

　こちらに歩み寄ってくるヴァーリ。

　夏梅さんが苦笑していた。手のかかる弟を迎むかえ入れるような顔つきだった。

「ようやく出てきたわね、ヴァーリ」

　ヴァーリは、普段あまり見せない困こん惑わくした表情で、言葉を詰つまらせながら、ラヴィニアさんに言う。

「……ラ、ラヴィニア、お願いだ。あれを返してくれ」

　おおっ、ここまで威い厳げんのなくなったヴァーリは初めてだぞ！　よっぽど、ラヴィニアさんと話すのが苦手というか、恥ずかしいのだろうか？

　とうのラヴィニアさんはヴァーリの登場にいままでにないほどの笑みを見せていた。

　かわいい弟が帰ってきてくれたかのような表情だ。

「ヴァーくん。ようやく出てきてくれたのですね。では、お茶でもしながら──」

　のんきなラヴィニアさんにヴァーリが言う。

「いや、そのつもりで来たんじゃない。あのノートを渡してほしいんだ。あれは……すぐにでも処分したい。もう、あの頃の俺じゃないんだよ、ラヴィニア。それだけは理解してくれ」

　真しん剣けんなヴァーリだが、ラヴィニアさんは首を傾かしげて、ちょっと困っているだけだった。

　かわいいお姉さんじゃないか、ヴァーリィィィッ！　うらやましすぎるぞ！

　俺が夏梅さんにそれとなく訊く。

「あ、あの、ヴァーリがいまのいままで直接出てこられなかったのって……」

　夏梅さんはニンマリと笑みを浮うかべて言った。

「恥ずかしかったに決まってるじゃない。ノートの件もそうだけど、あの子、ラヴィニアには本当に弱いのよ。だって、ヴァーくんのお姉ちゃんだもの」

　そのお姉ちゃんが、ヴァーリに言う。

「わかったのです。ヴァーくんがそこまで言うのでしたら、ノートは返すのです」

　この言葉にヴァーリは安あん堵どしていた。

　──が、ラヴィニアさんはノートを取り出しながら、こうも続ける。

「その代わりに、ヴァーくんの頭をなでなでさせてほしいのです」

「──ッ！」

　ラヴィニアさんのお願いにヴァーリは心底驚きよう愕がくしていた！

　そこまで驚くものなのかよ!?　こんな美女になでなでしてもらえるなら、俺なんて、喜んでいつでもどこでもなでなでしてもらうぞ!?

「……兵ひよう藤どう一いつ誠せいの前でか？」

　俺のほうに視線を向けて、おそるおそるそう言うヴァーリ。やはり、俺の前でのそれは気になるのか。

　ラヴィニアさんは「はい」と笑顔で答えるだけだった。

　ヴァーリは「ちょっと、考える時間をくれ！」と言い出し、その場で腕うでを組んで、難しい表情のまま、考え事をし始める。

　どうやら、あいつのなかで、ラヴィニアさんからのなでなではそこまで覚かく悟ごを決めないといけないものらしい。

　この光景に夏梅さんと鮫島さん、七滝さんは、

「貴重なシーンよ、兵藤一誠くん」

「ま、いい機会だから、ヴァーリもむかしのよしみってのを取とり戻もどせばいいんだよ」

「懐なつかしいなぁ。むかしはこんな感じだったよね」

　そう述べていた。

　さて、とうのヴァーリは──数分ほど真剣に考え込んだのちに、ノートの奪だつ還かんを優先して、ラヴィニアさんの条件を吞のみ、「わかった」と返したのだった。

　ＯＫが出たところで、ラヴィニアさんがヴァーリに近づき、あいつの顔を胸元に抱だき寄よせる。

　慈じ愛あいに満ちた表情で、ラヴィニアさんがヴァーリの頭をよしよしとなでていた。

「……私とトビーのもとに遊びにきてほしいのです。いつまでも待っていますから」

　そう告げるラヴィニアさん。

　ヴァーリは──顔を最大級に赤くさせて、なんとも言えない表情となっていた。

　一分過ぎたかどうかのときになり、ヴァーリがラヴィニアさんから離はなれていく。そして素早くラヴィニアさんからノートを二冊奪だつ取しゆしていった。

「ノートは返してもらったぞ」

　言うなり、ヴァーリは光の翼つばさを生やして、高速でこの場を飛び出していったのだった。

　ヴァーリを見送るラヴィニアさんは手を振ふるだけだった。本当にこのヒトにとっては、ヴァーリがようやく遊びに来てくれた程度の認識なのだろう。

　とはいえ、ノートは全部ヴァーリの手に渡わたってしまったわけだけど……。

　夏梅さんがラヴィニアさんに言う。

「ノート、渡して良かったの？」

[image: ]

　この答えにラヴィニアさんは、足下に魔ま方ほう陣じんを展開させて何かを大量に出現させた。

　そこには、山のようなノートの数々が現れてくる！

　無数のノートの山を前にして、ラヴィニアさんが笑顔で言った。

「大だい丈じよう夫ぶなのです。ヴァーくんにとって、貴重で大事なノートですから、写しはたくさん用意してあるのです」

　──っ！　なんてこった！　ヴァーリよ、おまえの悩なやみの種はまだまだこんなにあるぞ！

　これにロスヴァイセさんが続く。

「実は、写しを用意するのに私も手伝わされました……。しかも、魔ま術じゆつを込めて写しのノートを作成したので、元のものよりも防ぼう御ぎよは完かん璧ぺきです。入手するにしても、処分するにしても、ヴァーリチームは少し苦戦するでしょうね」

　ロスヴァイセさんも協力していたんですか!?　しかも魔ま法ほうで強化済みかよ！

　いったい、あと何回なでなでさせたら、ヴァーリはこれを全部奪取できるのか!?

　なでなでがうらやましくも、今後も難なん儀ぎしそうなライバルに俺は心のなかで声せい援えんを送ることぐらいしかできなかった。
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　レーティングゲーム国際大会の本戦が始まるちょっとだけ前──。

　その日、俺こと兵藤一誠はリアスと共に俺の眷けん属ぞくになったばかりのイングヴィルドを連れて、幾いく瀬せ鳶とび雄おさんがコックをしているレストランに来ていた。

　ちょうど予定が合がつ致ちしていた朱あけ乃のさん、小こ猫ねこちゃんも一いつ緒しよだ。

「いらっしゃい。何にする？」

　カウンター席に座ると、さっそく幾瀬さんがそう訊たずねてくる。フライパンを振るう姿が様になっていた。

「イングヴィルドに合いそうなのと、俺は何にしようかな……」

　メニューを見ながら注文に迷う俺だったが──。

　ふいに声をかけられる。

「パスタ料理が悪くないぞ」

「ここの洋食はどれもうまいからな」

　しかも別方向から、それぞれ投げかけられた！

　見れば近くのテーブル席にヴァーリと……見覚えはあるけど名前が出て来ない、黄色い服を着た美少女（十六～十七歳ぐらい）！

　そして、奥の席には曹そう操そうが座っていた！

　なんでおまえらが！　って、ヴァーリは幾瀬さんと接点あるし、曹操もそこそこ幾瀬さんと交流しているんだったな。

　とはいえ、とんでもない顔ぶれが揃そろっちまったぜ。

　ま、まあ、まずは注文だな。俺たちはオススメのハンバーグセットやハヤシライス、パスタ料理などをそれぞれで注文していった。

「確か、あなたは──」

　リアスが、ヴァーリとテーブルを囲う少女に声をかける。少女は立ち上がり、丁てい寧ねいに一礼してくれた。

「ごあいさつが遅おくれました。童どう門もん玄げん武ぶといいます」

　童門──。五大宗家のひとつだ。しかも、霊れい獣じゆう『玄武』の名を持つ。よーく見ると、テーブルの上に十五センチぐらいの亀かめがいるけど……尻尾しつぽが蛇へびみたいになっていて……ただの亀じゃないな。……それが霊獣『玄武』？

　つーか、死神グリム・リツパー襲しゆう撃げき事件の折にもこの女の子を見かけたことがあった。

「あら、リアス。彼女と直接話すのは初めてだったかしら？」

　朱乃さんがそう訊きく。朱乃さんは童門玄武さんと顔合わせしたことがあるようだ。目が合うなり、互たがいに「その節はどうも」「いえいえ」って、あいさつをしていたし。五大宗家繫つながりだろう。

　俺がヴァーリに言う。

「なんだ、デートか？」

　そう俺が言うと、ヴァーリではなく、童門玄武さんのほうが顔を真っ赤にしていた。

「デ、デデデデデデ、デートだなんて……！　ヴァーリくんとこの店で偶ぐう然ぜん出会っただけで……」

　あ、そういう経けい緯いか。どちらが先に店にいたかわからないが、相席になったのね。

　きっと、幾瀬さんの厚意があったのだろう。

　なんだか、非常に気になる二人の仲だが……いまは追及するのは止めよう。

　今度は奥の席の曹操に訊く。

「よく来るのか？」

　曹操が──オムライスとチーズハンバーグの組み合わせを食べつつ言う。

「この店はこちらの好みに合わせて調整もしてくれるからな」

　顔なじみの融ゆう通ずうが利くってことね。幾瀬さんならではなんだろうな。

　知っているメンツと話しているうちに料理が出されていく。

　イングヴィルドには──まず鯛たいのカルパッチョが出された。しかも本格的だ！

　幾瀬さんが調理しながら言う。

「海の近くで過ごしたと聞いていたから、魚料理がいいかなって。いま、カジキマグロのグリルと魚ぎよ介かいのパスタを作っているから、少し待ってて」

　手際よく進めていく幾瀬さんに料理男子パワーを感じてならない！

　俺たちにもそれぞれの注文した料理が出され、皆みなで舌した鼓つづみを打っていく。

　うわっ、うまい！　このハンバーグ！　肉厚で、ジューシーで……旨うま味みがすごい！　肉の素材を引き立たせるようにソースの調整をしているように感じる！

「……パスタ料理のレシピ、あとで教えてもらえないものかしら」

　料理上手のリアスも唸うなっていた！

「うふふ、ここのお店、イッセーくんとのデートでも使っていきたいですわね」

　朱乃さんもそう言っていた。うん、お店の味的に間ま違ちがいはないから、デートのときに使うのもありだ。

「……大盛りにも対応してくれるのでありがたいです」

　大盛り……というより、特盛りのハンバーグ（十段重ね）を美味しそうに食べる小猫ちゃんだった。

　そして、とうのイングヴィルドはというと──。

「──美味しい」

　気に入ってくれたようだ。そのあとに出されたカジキマグロのグリルと魚介のパスタもとても美味しそうに食べてくれていた。

　調理しながら幾瀬さんが言う。

「何か好きな料理や食べたいものがあったら、遠えん慮りよなく言ってくれていいよ。仲間の好みを覚えて調理するのは得意だからね」

　あー、そりゃ、ヴァーリと曹操が来るわけだわ。ただでさえ、美味しいのにそういう融通までしてくれるんだもん！

　今日は都合がつかなかったアーシアたちとも来てみたいね。

　そんな、ごく普ふ通つうの休日風景だった──。








Life.7　スーパーヒーロートライアル









　それは「兵ひよう藤どう一いつ誠せい眷属事務所」で悪あく魔まの仕事をしているときのことだった。

　通信用魔ま方ほう陣じん越ごしにとある依い頼らいが入った。

『ぜひ協力してほしい』

　──と、覚えのある者たちからの依頼だった。

　俺は次の休日、自身の眷属であるアーシア、ゼノヴィア、ロスヴァイセさん、レイヴェルと（眷属ではないがイリナとエルメンヒルデも連れて）共に依頼をしてきた者のいる場所へ転移……はせずに足で移動した。

　そこは、隣となり町まちの企き業ぎようビルだった。

　その会社は、昼間のみ食堂利用のために一いつ般ぱん客きやくにも開放されており、俺たち学生でも中に入れた。

　食堂のあるフロアで、あえて食堂に入らず廊ろう下かを進んでいると、モップで掃そう除じをしている清せい掃そう員いんに俺と仲間たちの視線が注がれる。

　清掃員は、俺たちの姿を視認すると、帽ぼう子しを脱ぬいでこちらに振ふった。

「わざわざ来てもらってすまないな」

　そう言う清掃員のにいちゃんは──曹そう操そうだった！　英えい雄ゆう派のリーダー！　まさか、企業ビルの清掃員をしているなんて！

　曹操は自身の仕事ぶりに驚おどろく俺たちを見て小さく笑う。

「ふっ、聖せい槍そう使いが清掃員ということだ」

　いやいや、なんか、うまいこと言ってやったみたいな顔しているけどさ！

　仕事を終えた曹操と共にビルの屋上に行く俺たち。そこで曹操が語る。

「実は、キミたちに依頼したのは他でもない。──俺たち英雄派の活動に協力してほしいんだ。というか、キミたちに協力してもらわないと、多分無理なことでね」

　というふうに奴やつは清掃員の格好のまま言う。

　ゼノヴィアが言う。

「英雄派への協力か。しかし、おまえたちは悪さが過ぎたために大会以外は基本的に活動停止状態だと聞くぞ？　むしろ、動き出すと粛しゆく清せいされるとね」

　そう、ゼノヴィアが言うように英雄派は、元々テロリスト集団『禍の団カオス・ブリゲード』に所属し、各勢力にテロ活動をした上に、「魔ま獣じゆう騒そう動どう」などという大きな事件も起こしてしまい、表向きは解散となった。

　しかし、須しゆ弥み山せんの天てん帝ていこと帝たい釈しやく天てんに拾われ、「天帝の先兵」という肩かた書がきのもと、須弥山に組織ごと組み込まれることとなった。帝釈天が責任を持って監かん視しし、帝釈天のためにこいつらが動くことで、英雄派は活動を許された。むろん、首輪付きだ。おかしなことをすれば神クラスからの粛清を受ける。

　そこまで監視されているからこそ、現在開かい催さい中ちゆうのレーティングゲーム国際大会にも出られることになったのだが……。

　とはいえ、だ。元テロリストであることには違ちがいない。対テロリストチーム「Ｄ×Ｄデイーデイー」のメンバーである俺たちに協力を仰あおぐということは……。

　レイヴェルが曹操の願いに得心したかのように言う。

「私たちの……『Ｄ×Ｄデイーデイー』関係者、あるいは赤せき龍りゆう帝ていの協力があれば、可能となることがある……ということでしょうか？」

　レイヴェルの問いに曹操はうなずいた。

「さすが赤龍帝のブレインだ。話が早くて助かる」

　曹操が言う。

「実は、大会参加以降、俺たちのチームに加入したいという希望者が続出していてな。一時、断っていたんだが……一度、試験をしてみて、何名か入れてみてもいいのではないかと仲間内でも意見が出たんだよ」

　ほうほう、そんな事情があったのか。

　まあ、大会でこいつらも破竹の勢いで活かつ躍やくしているからな。力を有り余している神器セイクリツド・ギア所有者とか、思うところはあるだろうし。

　もし、有益な者ならむしろ戦力として欲しいぐらいだろう。

　曹操が話を続ける。

「しかし、俺たちは過去に事件を起こし、罪を問われている身だ。勝手に戦力を増やすことは死罪に当たる。……という前提のもと、上司──天帝に訊いてみたところ」

『ま、世間的に正義の味方である「Ｄ×Ｄデイーデイー」の連中……主に赤龍帝の小こ僧ぞうとかが、近くで見るっつーんならいいンじゃねェか？』

　──と、帝釈天から返ってきたようだ。

　曹操があらためて言ってくる。

「ということもあり、協力を仰ぎたい。入団試験的なものの試験監かん督とく官をしてもらいたいんだが……。もちろん、試験はこちらで用意する。手間は取らせない」

　そういう事情があったのか。

　まあ、去年だったらソッコーで断っていたところだけど……いろいろとこいつらとの関係も変わったからな。

「俺は別に構わない。スケジュールが合えば、だけど」

　俺がそう言う。

　眷けん属ぞくとイリナは若干複雑そうにしていたが、俺がいいならそれでいいという結論になったようだ。

　レイヴェルもＯＫをくれた。

　ただ、レイヴェルは気になったことがあったようで、曹操に訊たずねる。

「ところで、どうしてこのビルでお仕事を？」

　そう！　俺も気になっていたところだ！　曹操が清掃員だなんてさ。意外にも程があるだろう。

　曹操は肩かたをすくめながら言う。

「俺は立場上、様々なところに潜もぐり込んだりするんでね。あと、人間の世の情報、情勢を直に仕入れるには、こうして働くのもいいものだ。それと、単純に資金面の問題もある」

　レイヴェルが言う。

「資金面……お噂うわさで、英雄派は資金不足だと聞いていたものですから」

　ほうほう、そんな噂が流れていたのか。

　曹操も「抜ぬけ目めないな」と皮肉げに笑っていたが、レイヴェルの言葉を肯こう定ていした。

「うちは事情があって、万年貧びん乏ぼうだ。とはいえ、キミたちに払はらう分のお金は問題ない。それぐらいは用意できる」

　と、曹操は言うが……。

　そうか、こいつら、お金に困っているんだな。

　エルメンヒルデが耳打ちしてくる。

（『禍の団カオス・ブリゲード』所属時に破は壊かいした各都市に復興支し援えん金を送っていると聞いています）

　あー、自分たちの行いをそうやって償つぐなっているのか……。それで万年貧乏だと。そりゃ、こいつらが魔獣騒動でやった被ひ害がいはかなりのもんだしな……。

　そういう内情を聞きながらも、俺たちは次の休日に英雄派の入団試験とやらの監督役をすることになる──。







　そして、次の休日──。

　俺たちは英雄派の新構成員入団試験の会場となる……東京は柴しば又またに来ていた！

　なんでも、「帝釈天のお膝ひざ元もと」のひとつらしく、天帝の威い光こうで近きん隣りんの施し設せつを借りられたようだ。た、確かに「柴又帝釈天」、あるもんな……。

　俺たちは柴又の地下にある広大な空間に設けられた試験会場で監督役を開始した。

　天てん井じようも高く、横にも広いので、多少の派手な行動はできそうだ。なんでも、ここだけじゃなくて、いくつかこのような広い空間があるという。

　しかし、俺たち異形やら異能を持つ者って、この手の地下空間を提供されるよね。てか、超ちよう常じようのお偉えらいさん方は、地下にこういう場所を持ちすぎじゃないか？

　などという疑問がありつつも、この空間には試験を受けるために総勢二百名弱の入団希望者が訪れている。

　皆みな、勇ましい顔つきだ。男性は体格の良いヒトが多いし、女性も歴戦の猛者もさを思わせる勇ゆう壮そうな面めん貌ぼうばかり。

　どれも腕うでに覚えのある人間で、当然ながら中には神器セイクリツド・ギアを持つ者もいるし、英雄の血を引く──あるいは魂たましいを受うけ継つぐ者も来ているそうだ。

　つまり、ここに集まっているのは一いつ般ぱん人からすればすんごいパワーの人間ばかりということになる。

　……なのだが。

「……お、おい、あれ、赤龍帝だぞ」

「ゼノヴィア・クァルタに、紫し藤どうイリナ、ロスヴァイセもいる」

「『[image: いつ]いつ誠せいの赤龍帝』チームがなぜここに……？」

　試験を受けるヒトたちは、俺たちに気づいて一様に怖こわ々ごわとした表情を向けていた。

　レイヴェルが言う。

「異能を持った人間の方からすれば、イッセーさまはもちろん、皆さまも強者どころの話ではありません。言葉が悪いかもしれませんが、怪かい物ぶつと見られて当然です。あれだけ大会で大暴れしているのですから」

　……そっか、異能を持った人間の戦士からすれば、俺たちはそう見えるか。大会でフィールドを壊こわす勢いでいろいろやってるからな……。現在進行形で。

　ということがありつつも、会場に設けられた演えん壇だんに英雄派のゲオルクが立った。メガホンで声を震ふるわせる。

『えー、お集まりの方々。本日は──』

　こうして、『英雄派構成員試験』がスタートする。







　まずは最初に筆記試験となった。

　集合場所だった会場の隣となりの空間に机と椅い子すが設置されており、そこで筆記試験となった。

　筆記試験は事前に報告済みだったらしく、受験をする戦士たちは各々の筆記具を出して最後の学習をしていた。

　……学校の受験みたいだな。まあ、試験だから当然だけど、戦士が筆記試験か……。

　筆記試験会場の隅すみで待機している俺たちにブラウンの髪かみをしたイケメン男性──ペルセウスが言う。

「ま、最低限の頭は必要ってことさ。あ、これ、草団子な」

　──と、柴又名物の草団子をもらったが……。

　俺たちは見守るだけだから、いいけどさ。レイヴェルは今後の相手戦力が把は握あくできそうなので興きよう味み津しん々しんのようだが。

　英雄派の構成員が、机に試験用紙を配っていく。それを教きよう壇だんで待つのは──ロスヴァイセさんだった。

　教師をしているということで、筆記試験の担当官を買って出ることに。

「むっ！　そこ、私語を慎つつしむように！　そこの女性も試験前にお化け粧しようをしないでくださいね！」

　受験者の行動を鋭するどくチェックしていた。さすが教師。テスト前は手厳しい。

　用紙が配り終わり、全員が静かに待機しているところでロスヴァイセさんが──、

「開始してください」

　という声と共に筆記試験がスタートした。

　無言でカリカリと用紙に書き込むペンの音がする。

　……まあ、黙だまって見ているのもあれなんで試験の内容をチェックしてみた。

　試験の内容は、英えい雄ゆうというものに関しての基本的な問題や、各神話のこと、現在の超常世界の情勢についてなど、歴史から現代社会まで異形と異能の世界についてのありとあらゆる問題が出題されていた。

　某ぼうヨーロッパの英雄の伝承や日本の戦国時代まで出題されてるぞ。……俺、これを突とつ破ぱできる自信ないわ。

　──と、ふと気になる問題に行き着く。





問15、次の禁バランス・手ブレイカーのふりがなを記しなさい。

「極夜なる天輪聖王の輝廻槍」

（　　　　　　　　　　　　　）






「おまえの亜あ種しゆ禁バランス・手ブレイカーの名前が問題かよ」

　つい隣に座った曹操に突つっ込こんでしまった！

　曹操の禁バランス・手ブレイカー……しかも亜種禁バランス・手ブレイカーの名前を書き込めってなんだそりゃ！

　曹操がフッと笑う。

「俺も大会に出ているからな。リーダーである俺の禁バランス・手ブレイカーの名前ぐらいは知っていてもらわないとダメだ」

　そうは言っても、おまえの禁バランス・手ブレイカー、俺が知っている禁バランス・手ブレイカーのなかでも相当長くて面めん倒どう臭くさい名前だからね？

　けど、覚えてる。ポーラーナイト・ロンギヌス・チャクラヴァルティン！　どうだ、すごいだろ！

　ちなみに俺的に覚えにくい禁バランス・手ブレイカーの名前は、ギャー助の『禁夜とフオービトウン・イ真闇たりしンヴエイド・バロー翳の朔獣ル・ザ・ビースト』と、幾いく瀬せさんの『深淵なりしペルフエクトウス・冥漠の獣魔テネブラエ・リユカ、英傑でオン・エト・フあれ常夜オルテイス・デ刃の狗神ンス・ライラプス』と、デュリオの『聖天フラジエツロ・虹使のデイ・コロリ・デル必罰、・アルコバレーノ終末の、スペランツア・綺羅星デイ・ブリスコラ』だ。いやー、皆、亜種禁バランス・手ブレイカーとかに名前凝こり過ぎだって……。まあ、覚えた俺も大たい概がいだと思う。でも、付き合いあるからさ、せっかくの仲間の禁バランス・手ブレイカーだし、覚えないとダメかなって……。

　ヘラクレスが後頭部をかきながら言う。

「……曹操の禁バランス・手ブレイカーだけでもめんどくせぇのに、他の神滅具ロンギヌスのイカレた禁バランス・手ブレイカー名も問題にあるじゃねぇか」

　ヘラクレスが言うように、ちょうど俺が思おもい描えがいていたギャー助たちの禁バランス・手ブレイカー名も後々の試験問題の出題としてあったわ。……英雄派の構成員になるのは大変だな。

　曹操がこう付け加えてくる。

「ここも見てくれ」

　さっきの問題の次の出題に目をやると──。





問16、問15は「黄昏のトウルー・聖槍ロンギヌス」の亜種禁バランス・手ブレイカーであるが、通常禁バランス・手ブレイカーの名前を書きなさい。ふりがなも一いつ緒しよに記しなさい。

「　　　　　　　　　　　　」

（　　　　　　　　　　　　　）






　曹操が言う。

「もちろん、通常のほうも知っておいてもらわないとな」

　あ、これ、俺も答えられないや。

　亜種のほうが長すぎるためか逆に覚えてて、通常のほうが頭に入ってない！　って、通常の禁バランス・手ブレイカーも答えないとダメなのか！　おまえ、こっちじゃないじゃん！

　トゥルー・ロンギヌスまでは名前が一緒なんだよな……。あとは白夜だとかなんとか……。

「見ろ、イッセー」

　ゼノヴィアが試験問題に指をさして言ってくる。




問29、英雄派のライバルチームである「[image: いつ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい」チームのリーダー兵ひよう藤どう一いつ誠せいをモチーフにした「乳ちち龍りゆう帝ていおっぱいドラゴン」があるが、「おっぱいドラゴンの歌」の３番の歌詞をすべて答えよ。




「……『おっぱいドラゴンの歌』の歌詞まで問題になるのか！」

　俺の歌まで問題になっていて、もうなんというか……。

「安心しろ。きちんとグレモリー家を通した。版権はクリアしている」

　などと曹操は言うが……いや、俺的にそういう問題じゃなくてだね。

「くっ、３番が思い出せない……」

「飛ぶんだったか、押すんだったか……」

「ずむずむいやーんしかわからねぇ……」

　見ろ見ろ、受験者が頭を抱かかえて歌詞に苦戦しているじゃないか！　興味ないヒトからしたら、まったくの未知の領域ですよね！

　アーシアが困こん惑わくした表情で俺に訊きいてくる。

「イ、イッセーさん、この問題……」

　俺がアーシアの注目した出題に目を向けると──。





問31、赤龍帝である兵藤一誠が通う学園で女生徒の一部の間でのみ流行した「プリンス×ビースト」という赤龍帝・兵藤一誠とグレモリー眷けん属ぞくの「騎士ナイト」木き場ば祐ゆう斗とを題材にした同人誌があるが、この本の第十五巻で「プリンス・祐斗」が「ビースト・兵藤」に対して迫せまったときの台詞せりふは次のうちどれか答えなさい。




１、「僕のソード・バースが、キミのギフトを欲ほつしているんだよ」

２、「さあ、僕のソード・オブ・ビトレイヤーになっておくれ！」

３、「明日からキミは僕のグローリィ・ドラグ・トルーパーの一部になるんだ」

４、「僕のグラムとキミのアスカロンが交わるときが来たんだよ」






「なんで、こんなことまでお題になってるんだよ!?　関係ないだろ、これは！」

　つい突っ込んでしまう俺だった！　当然だろう！　どうして駒く王おう学園の一部で流行った俺と木場のアレな薄うすい本が題材になってんだよ!?　レアな情報どころじゃないぞ!?　ここに来ている受験者でこれ答えられる奴やつがいたら、相当怖こわいわ！　俺、そいつと絶対に知り合いになりたくない！

「うちの女性構成員にその本のファンがいるようでね。難題のひとつとして採用した」

　曹操がそう答える！

　マジか!?　例の薄い本、英雄派にも流通しているの!?

「私は割と好きよ。十七巻で泣いたわ」

　英雄派のジャンヌが、さらりとそう言う！　ジャンヌさん!?　どういうことですか!?　俺にとっても難題だよ、これ！

　ゼノヴィアが息を吐つきながら言う。

「生徒会長として耳に入ってきているのだが、噂うわさではその本が密かに再版がされているようだぞ。気になっているので、黄おう龍りゆうとミラーカを密みつ偵ていに出して調べさせている」

　……百鬼なきりの奴、相変わらずゼノヴィアに妙みようなことで使われているな……。

　いや、そうか……。再版してんのか……。うん、突き止とめて再版を止めてやる！　そう心に誓ちかう俺だった。

　ふと俺の視線に見覚えのある顔ぶれが映る。

「……駒王学園に行ったことあるけど、こんなの流行ってるの？」

「やっぱり、あそこはとんでもないところだったんですぅ！」

　あ。あれ、以前、駒王学園に黒いブラジャーについて調べてほしいって来た女の子だ。隣となりの子もそのときに来ていた女子の一人だったはず。

　あらら、この子たちも英雄派の試験受けに来たの？

　そういや、曹操もあの一件に軽く関かん与よしていたな……。

　そんなこんなで筆記試験は無事に終わりを告げる。







　次は二次試験にして、最終試験でもある実技だ。

　筆記試験後、魔ま法ほうや異能を使ってパパッと採点をしていく。人海戦術（俺たちも採点に協力した）もあり、数時間で採点が終わった。

　筆記試験を突破したのは、二十六名だった。

　……二十六人も「おっぱいドラゴンの歌」の３番の歌詞が丸々書けるのか。驚きよう異いとしか言えない。英雄って、大変なんだね……。

　実技の試験官は、ヘラクレスとペルセウスの両名だった。

　二人とも筆記試験の間は、退たい屈くつそうにあくびをしていたのに実技試験となったら、俄が然ぜんやる気に満ちていた。

　ヘラクレスが筆記試験合格者たちを前に腕うでを組んだまま不敵に立つ。

「ハッハッハッ！　おまえら、実技はペーパーテストのようにはいかないぜ？　何せ、俺たち幹部を納得させる腕うで前まえじゃないと合格なんざできやしないからな！」

　ペルセウスは剣けんを器用に回しながら言う。

「神器セイクリツド・ギア、異能、魔法の類は惜おしみなく使ってくれ。大会での即そく戦せん力りよくが望ましいからな。相手は伝説の魔ま物ものや、時には神さまだ。生半可なもんじゃこの先の合格は出せないぜ？」

　こうして、肉体派試験官二名による実技試験が始まる。

　英えい雄ゆう派が望むラインの戦士は……やはり、相当難しく、今回の受験者も実技では苦戦は必至であった。

　ヘラクレスとペルセウスに吹ふっ飛とばされていく受験者を見守りながら、俺が曹操に言う。

「腕に自信がある奴なら、筆記で落ちた奴の中にもいるんじゃないか？」

　俺がそう言う。

　さっきの筆記試験で落ちた奴でも、知識はともかく身体能力は上々ってのがいるような気がするんだよね。ただでさえ、あんなテスト内容だったし。

　ゲオルクがメガネをくいっと上げながら答える。

「もちろん、別の地下空間で落ちた者たちの追加試験を行っている。しかしだ。俺たち英雄派のことや、大会で今後戦うであろう者たちのことは最低限知っておいてほしいというのは本音だよ」

　あ、さっきの筆記で落ちたヒトにも救いの手はあるのね。そりゃな。強力な能力があるのに、あのテストで報われないなんて勿もつ体たいないよな。俺たちに紹しよう介かいしてほしいぐらいだ。

　ゲオルクがふいに笑う。

「だが、ユーモアというか、余よ裕ゆうが欲しいのも確かだよ。俺たちはそういうのがないためにそちらにボコボコにされたんだろう。俺は、いまのチームが嫌きらいなわけじゃないけどな」

　ゲオルクと曹操の視線が実技試験をしているヘラクレスとペルセウスに行っていた。

「ほらほら、俺をぶっ飛ばすぐらいのパワーを見せろ！」

「おっ、そこのお嬢じようさん。かわいいね。いくつ？　出身は？　好きな食べ物は？」

　受験者に気合いを入れつつぶっ飛ばすヘラクレス、女性戦士の攻こう撃げきを躱かわしながら口説くペルセウスという、殺さつ伐ばつとした雰ふん囲い気きとはほど遠い実技試験だった。

　敵意と戦意の塊かたまりだった英雄派とは思えないほどだ。まるで、サークル英雄派だよね。

　曹操、ゲオルク、ジャンヌも草団子を食べながら試験を見ているし……。

　──と、そんな実技試験もついに歯ごたえのある者が出てきた。

　まず最初に頭角を現したのは──。

「私は、桃もも野の吉き備び津つ彦ひこと申す！」

　陣じん羽ば織おりにハチマキという格好の日本人らしき若い男性が前に立つ。

　彼の周囲には……三メートルはあろうかという大猿ざるに、巨きよ大だいな犬、さらに男性が手をあげると──宙には巨鳥が出現する。

　レイヴェルが言う。

「歳を経た猿さるの妖よう怪かいと、犬神……巨鳥のほうは中国由来でしょうか？」

　──と推察していた。あー、幾瀬さんの刃ジン──狗神ではない妖怪の犬神ね。妖怪を三匹びき従えた桃野……きびつひこ……？　なんだか、日本人なら誰だれでも知っているあのキャラクターを思い出してしまうが……。

　男性が言う。

「私は、桃もも太た郎ろうこと吉備津彦命の魂たましいを継つぎし者です！」

　おおっ、マジで桃太郎か！　そういや、モチーフになったヒトが大昔にいたって話だもんな！　だから、犬、猿、雉きじ……鳥なのか。

　ヘラクレスが桃太郎さんに訊く。

「猿と犬はともかく、雉はどうした？　それ、雉の妖怪じゃないだろう？」

　男性が苦い顔をしていた。

「……雉の妖怪、いないし、雉そのものをここに連れてきても……」

　苦しい事情があるようだった。まあ、雉を連れてきても仕方ないもんな……。

　ヘラクレスは、なんとも言えない顔だったが納得し、構えた。

「まあいい。来いや！」

　桃太郎さんは腰こしの刀を抜ぬくと、三匹のお供と共にヘラクレスに突つっ込こんでいく！

「とやぁぁぁぁっ！」

　意外や意外！　桃太郎さんの剣けん捌さばきは見事なもので、ヘラクレスに食らいつき、三匹のお供もうまく使役して、ヘラクレスを翻ほん弄ろうしていた。

「やるな」

「ああ」

　これに曹操やゲオルクも関心を寄せていた。

　そういう受験者が出つつも、隣のペルセウスの相手にもついに腕に覚えのある者が現れた。

　中国の武俠衣装に身を包んだ……なんともかわいい幼女が現れた！

　幼女は羽う扇せんを手にして、ペルセウスに堂々と名乗る。

「わたしは、諸しよ葛かつ亮りようの血を継ぎし、現諸葛亮なり！」

　かわいらしい声でそう名乗った！

　マジか！　孔こう明めいの……子孫ってこと!?　おおおおおっ！　これはすごい！　曹操がリーダーを張るチームに孔明の子孫が現れたよ！　ただし、ロリっ子！

　曹操もこれには興きよう味み津しん々しんのようで笑みを浮うかべていた。

　これにペルセウスも楽しげに笑っていた。

「これはこれは小さな軍師殿どの。まさか、うちのリーダーのところにえらいものが紛まぎれ込んだな」

　幼女孔明に舐なめた様子のペルセウスだった。

　しかし、その幼女孔明の目が光る。羽扇をペルセウスの足下に向けた。
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「うがてっ！」

　そう叫さけぶが……何も起こらない。

「あらら、どうしたどうした？」

　ペルセウスがクスクスと笑いながら、一歩前に出たときだった。

　ポンッと、乾かわいた音がして、ペルセウスの足下に穴が空いた。ペルセウスはそのまま──。

「あああああああああああああああ！」

　──と、穴のなかに落ちていってしまった！

　次に孔明は穴の上空に羽扇を向けて、「おく！」と叫ぶ。

　…………ペルセウスが落ちて数秒経つ。穴の中からペルセウスが「とうっ！」と声を張り上げて、昇ってきた！

「このぐらいの穴で──」

　ガツンッ！　言いかけたペルセウス。その頭上にブロックが出現し、そこに跳ちよう躍やくしてきたペルセウスが勢いよく頭をぶつけたのだった！

「～～～ッッ！」

　穴から帰ってきたものの、頭上に現れたブロックに頭を強打したものだから、その場で声にならない苦く悶もんを口から出しながら、うずくまっていた。

　孔明が自じ慢まんげに言う。

「どうです？　これがわたしの神器セイクリツド・ギア。『孔と明ストラテジーと罠・トラツプ』です。好きなところに簡単なトラップを張れるのです」

　おおっ、そんな神器セイクリツド・ギアもあるのか。

「…………くっ！」

　若干、余裕のなくなったペルセウスが孔明に近寄ろうとするが、ことごとく穴やブロックが現れて、進路を妨ぼう害がいしていった。

「あははは、ペルセウスが手玉に取られているな」

　曹操がペルセウス対幼女孔明の試験に大分ご満まん悦えつの様子だった。

　こりゃ、桃太郎さんと孔明ちゃんは合格かもね。

　しかし、あれだな。かわいい女性戦士で強いヒトはいないのか？

　スケベ心で受験者のほうに視線を配っている俺に曹操が言ってくる。

「女性の戦士と戦いたいのか？」

　俺の心中を察したかのように言ってくる曹操！　ったく、テクニック畑の奴やつは、俺の態度だけでそういうのわかるのかね。

　ゼノヴィアが言う。

「スケベそうなオーラを出していたからな」

『うんうん』

　これに仲間の女性陣じんが、異口同音でうなずいていた。

　マジで!?　スケベなオーラが出ていたか……。

　曹操が言う。

「赤せき龍りゆう帝ていが特別に試験官をやってくれるのは、今回の依い頼らい的にも大きな意味がありそうだ。良かったら、出てみないか？」

　あー、俺が試験官として出ることで、この試験に必要性と透とう明めい性せいがあったことが証明される的な狙ねらいもあるのかな？

　ジャンヌが言う。

「赤龍帝、かわいい子なら筆記試験合格者のなかにいたはずよ？　ねぇ、ゲオルク。ほら、赤い頭ず巾きんの」

　ゲオルクがメガネをくいっと上げながら言う。

「赤い頭巾……ああ、『赤ずきん』がモチーフのあれか。いやしかし、あれはだな──」

　ゲオルクが言おうとしたのを遮さえぎり、ジャンヌが俺に言う。

「そう、『赤ずきん』よ。赤龍帝の相手にいいと思うの。ぜひ、お相手してみてちょうだいな」

　何か含ふくみのある言葉に思えたが……まあ、『赤ずきん』がモチーフなら、そう悪いこともないだろう。

　しかし、『赤ずきん』の英えい雄ゆう？　単に本当にモチーフだけ？　その辺りはよくわからないが……美少女であってほしいね！

　俺は監かん督とく官用の席から出ていき、受験者たちの前に立った。

　ちょっと期待しつつ、俺が言う。

「赤い頭巾を被かぶったヒト、いませんか？　俺が相手をすることになりました」

　俺が受験者に声をかける。すると──。

「これはこれは……」

　聞き覚えのある野太い声が聞こえてくる。

　赤い頭巾を被ったそのヒトは、頭から下が美少女を否定する。あり得ないほどに太い首、分厚い胸板、巨きよ木ぼくの幹ほどもある両りよう腕うで、俺の胴どう回まわりよりも幅はばがあるだろう脚あしィ……ッッ！　二メートルの巨きよ漢かん！　老人の表情が不釣つり合あいなほどに見事な若々しい肉体ッ！

「『赤ずきん』……よ」

　そう言って登場したのは赤い頭巾を被り、『赤ずきん』の格好に変装したヴァスコ・ストラーダ猊げい下かだった！

　目玉が飛び出るほど驚おどろく俺！

「いやいやいや、噓うそでしょ!?　猊下じゃん！　めっちゃ猊下じゃんッッ！　どこからどう見ても猊下じゃんッッ！　この方のどこが女性戦士だよッ、ジャンヌゥゥゥゥッ！」

　俺が幹部用の席に座っているジャンヌに物申した！

　ジャンヌはイタズラな笑えみを浮かべるだけだ。

「あら？　私は女の子だなんて一言も言ってないけど？　かわいい子って言っただけよ？　あ、でも、かわいい子（猊下）だったかもね」

　た、確かに女子とは言ってなかったかもしれないけど……っ！　……って、かわいい子（猊下）ってなんだ、それぇぇぇっ！

　しかし、これはないだろう！　イエティこと雪ゴリラだったり、ミルたんとかの変態ならまだしも、ここで猊下かよ！

　しかも、ちょっと女の子を装おうとして、お化け粧しようしちゃってるしぃぃっ！　手にはバスケットッ！　八十代のご老体なんだぞ！　無茶にも程がある！

　──狼おおかみが震ふるえて逃にげ出しそうなほどにとんでもねぇ『赤ずきん』が俺の前に立ってるッッ！

　アーシア、ゼノヴィア、イリナの教会トリオは教会のお偉えらいさんが出てきたことで、お祈いのりをしていた。……『赤ずきん』の格好でもいいんだな……。

　俺は生なま唾つばを吞のみ込み、冷静に問う。

「ち、ちなみに、なぜここに……？」

　猊下が小声でおっしゃる。

「極秘に頼たのまれたのだ。英雄派がきちんと試験をしているかどうか見てきてほしいと。ふふふ、当然のごとく杞き憂ゆうだった」

　あ、なるほど。俺たちと同じか。猊下が変装して受験者に紛れ込んで英雄派の動きを探れば、より安全性が確認できるのか。

　元テロリストも大変だな。まあ、それだけのことをしたってことでもあるけどさ。

　──と、猊下の事情がわかったところで……同じ仕事をしているってことでこの場はなかったことにしたいかなって。

　俺が少しずつ後方に下がろうとする。

「猊下……じゃなくて、『赤ずきん』ちゃんの相手はジャンヌがいいんじゃないかな？」

　そう言う俺だが、とうの『赤ずきん』ちゃんはニンマリと深い笑みを浮かべて言った。

「いえいえ、わたし、赤龍帝さんと戦いたいなー」

　野太い声でわざとらしくそんなことを言ってもですね！

　避さけたい気まんまんの俺だったのに『赤ずきん』ちゃんは筋肉を震わせて、衣装の端はし々ばしを破かせながら、俺に拳こぶしを構えた！

「赤龍帝さん赤龍帝さん、こわーい狼を倒たおすためのレクチャーをお願いしたいなー」

「あなたにとっての怖こわい狼ってフェンリルクラスじゃありませんか!?　嫌いやだぁぁぁあっ！　こんな『赤ずきん』ちゃんと戦いたくないよぉぉぉっ！」

　若干逃げ腰ごしの俺だったが、涙なみだを流しながら覚かく悟ごを決めて、鎧よろいと化して、『赤ずきん』ちゃんの試験相手をするのだった──。







　後日、試験の結果が俺たち「兵藤一誠眷けん属ぞく事務所」にもたらされた。

　例の桃もも太た郎ろうと幼女孔明を含む数名が合格したようだ。

『赤ずきん』は……まあ、合格だけど、辞退したらしい。って、いま思うと、ストラーダ猊下って、筆記試験を通った以上、「おっぱいドラゴンの歌」の歌詞、知ってる可能性あるんだなって……。

「猊下のことだ、イッセーと木場のあの本のことも知っているかもしれないぞ」

　などとゼノヴィアが言う。

　……それ、超ちよう絶ぜつ嫌いやだな！　つーか、例の本の再さい版はんを早く止めたいんですけど！

　レイヴェルが報告してくる。

「イッセーさま、英雄派からまた依頼が来まして、世界中の童話の起源を探したいから付き合ってほしいと……」

　童話の起源!?　俺の脳裏に白雪姫ひめやシンデレラの……格好をした猊下が思い浮うかんでしまう！　嫌な予感しかない！

「……次の機会にしてくれと言ってくれ！」

　しばらくの間、俺の中でメルヘンな童話に登場する女の子が全部ストラーダ猊下に見える現象が続いたのだった──。








Infinity Underwear.1









　とある日の休日──。

　地上六階地下三階という兵ひよう藤どう家の屋上にて、俺こと兵藤一いつ誠せいはまったりしていた。

　屋上に置かれている誰だれが使ってもいいテーブルと椅い子す。そこで孤こ独どくにコーラを飲みながら、ぼーっと空を眺ながめる。

　兵藤一誠眷属の『王キング』として、テロリスト対策チーム『Ｄ×Ｄデイーデイー』の一員として、『おっぱいドラゴン』として、日々忙いそがしい毎日を送る俺だけど、無性に独りになりたいときもある。

　リアスや女の子たちに甘えてストレス解消というのも素敵だけど、コーラ片手に独りで空を眺めるのも俺は最近好きだ。独りで部屋にこもって、ロボットのプラモデルを作るのも大好きだけどね。

　レーティングゲーム国際大会『アザゼル杯カツプ』に参加中の俺だけど、だからこそ、戦士の休息も大事にしたかった。

　俺の周囲にたくさんの色んなヒトがいるからこそ、反動で独りの時間が欲しくなるんだろうなって思う。

　などと考えながら空を眺めていると、屋上に上がってくるヒトたちがいた。

　──母さんとオーフィスとリリスだ。

　母さんは洗せん濯たくかごを持っていた。母さんと目が合う。

「あら、イッセー。屋上でお休み中？」

「うん。たまにはね。俺だって、独りになりたいときもあるよ」

「高校生が何を言っているのよ。まったく」

　カラカラと笑いながら、母さんは屋上に設置された物干し台の竿さおに洗濯物を干していく。

　それをオーフィスとリリスも手伝っていた。

「はい、フィスちゃん、リースちゃん、次はこっちよ」

「我、パンツを干す」

「パンツ、ほす」

　母さんから渡わたされたパンツをオーフィスとリリスが（踏ふみ台だいに乗って）干していく。

　オーフィスとリリスのパンツか……。

　かわいらしいパンツに和まされて、つい頰ほおが緩ゆるむ。

　……って、なぜ俺はオーフィスとリリスのパンツで和んで頰が緩む？　刺し激げき的なパンツを見ることが多いからかな？

　──と、ふいにとあるパンツが目に飛び込んできた。

　それは、オーフィスが初めて購こう入にゆうしたパンツだ。色気などなく、かわいらしさのある黒色パンツ。

　……そうか、あのパンツを買って、もうすぐ一年が経つんだな……。

　俺はふと去年の出来事を──オーフィスの買い物に付き合ったときのことを思い返し始めたのだった。








Life.∞インフイニテイ　はじめてのおつかい












　その１、無限なお買い物です！




　それは、冥めい界かいで起きた『魔ま獣じゆう騒そう動どう』が終わり、無限のウロボロス・龍神ドラゴンことオーフィスが兵ひよう藤どう家に住むようになってすぐのことだ。

「オーフィスちゃんの生活品を買わなくちゃダメよ」

　オーフィスの生活を見ていて母さんが俺にそう言った。

　……母さんの言っていることはごもっともでして。身ひとつで俺のもとに転がり込んできたオーフィスは──何ひとつ生活品を所持していないんだ。

　それこそ、衣類から始まって、嗜し好こう品すら持っていない。

　いや、最強のドラゴンさまが服に困ったり、何かを嗜たしなむようにも思えないんだが、郷に入っては郷に従えと言いまして、この家に住む以上は住人と同じものを手に入れたほうがいいと俺は感じる。

　夜、兵藤家に住むメンバーを俺の部屋に集結させて、オーフィスに質問していく。

　質問の内容は、「ここで生活する以上、何か欲しいものはあるか？」と「いままでどうやって生活していた？」という一気にオーフィスの状じよう況きようを聞き出せるものだ。

　まず前者だ。

　代表してリアスが問う。

「オーフィス、いま何か欲しいものはあるかしら？」

　オーフィスは無表情のまま、首をかしげて一言漏もらした。

「グレートレッドの首く級び」

　物ぶつ騒そう極まりないっ！　間かん髪はつ容いれずに答えやがったよ！

　まあ、グレートレッドに故郷である次元の狭間はざまを占せん拠きよされていて帰れないのが、オーフィスの一番の悩なやみだろうけど！

　ここで生活する以上はグレートレッドの首級はいらないでしょう!?

「……俺たちは『禍の団カオス・ブリゲード』じゃないんだから、そんな物騒なもんに首を突つっ込こまないぞ？」

　嘆たん息そくしながら俺はそう口にした。……そっか、こんな風に気軽に奴やつらへ願っていたわけだ。それを口実に奴らはオーフィスからいろいろ力をいただいていたんだな。

　小さく笑いながらも朱あけ乃のさんが今度は後者の問い──「いままでどうやって生活していた？」と訊きくことに。

「オーフィス……ちゃん、でいいのかしら？　いままでどんなふうに暮らしていたの？」

　朱乃さんがそう訊くとオーフィスは少しだけ考え込むように無言で首を右に左に振ふっていた。仕草がかわいいこと。これが最強無敵のドラゴンだったとは思えないほどだ。

「椅子に座った。部屋にいた。願いを言った。蛇へびをあげた。それだけ」

　……オーフィスの発したそれだけの簡素な答えに部屋はなんとも言えない空気になってしまっていた。想像以上に寂さびしい生活だったようだ。

　オーフィスが何かを思い出したかのように付け加えた。

「もうひとつ。──ヴァーリ、話し相手になってくれた」

　──っ。

　……ヴァーリの奴、気にかけてはいたんだろうな。あいつはどうしようもないバトルマニアだけど、妙みようなところで気き遣づかいができる奴に思えてならなかった。

　しかし、これじゃ生活品の参考にならないな。てか、思い当たるものすべて入り用ってことになるのか？

　とりあえず、デパートに行って思いつく限りの生活必ひつ需じゆ品を買ってくるしかないかな。

　なんて思っていたら、イリナが難しい表情で言う。

「あのー、すごく気になることがあるんですけど。というよりもそれをまず訊かないと生活品を買うにしたって品が変わるでしょうし」

　などという。ほう、すごく気になること。なんだ、それ？

　皆みなの視線を集めるイリナは咳せき払ばらいをして改めてオーフィスに問う。

「オーフィスさんは──女の子ってことでいいのよね？」

　──っ。

　あー、なるほど！　そうか、そういうことね。イリナが気になったのは──こいつの性別だ。

　見た目は女の子だ。しかも黒いゴスロリを着込んだ女の子。でも、アザゼル先生が言うにはひと昔前の姿はじいさんだったっていうんだ。

　ジジイだぜ？　このかわいい見た目からは想像がつかないんだが……。そのさらに一個前も姿が違ちがったっていうしさ。

　そう、こいつは人間形態──姿を自在に変えられる。いまは人間の女の子だが、この龍神には性別という概がい念ねんが無いって先生に言われたな。

　性別が無いゆえ、イリナは気になったのだろう。

　──いまのオーフィスを女の子として扱あつかっていいのか？

　その答えによって、生活品を買うにしても購入物が変わるってことだな。女の子は男以上に必要なものが多いからね。

　その辺、やっぱり女の子のほうが気づきやすいもんだな。俺はまったく気づかなかった。生活できるだけの品を買えば終わりだと思っていたからさ。

　そっか、下着ひとつでも買い物がまるで違ってくるもんな。

　全員の視線が集中するなか、オーフィスは注目の一言を漏らした。

「我、わからない」

　そ、そうきたか……。ま、まあ、こいつは性別に関して無む頓とん着ちやくそうだもんな。なんとなくでいまの姿になっていそうだし。

　さて、男か、女か、どちらで生活品を買うべきか。それとも中性的な接し方で決めてしまったほうがいい？

　首をひねる俺に良い質問があがる。

「では、いまどちらの下着を穿はいているんだ？　それで買うものを決めてしまえば早いんじゃないか？」

　と、ゼノヴィアが言う。

　豪ごう快かいな判断方法だ。こいつらしいというか……。でも、いちおう見た目は女の子だし、男のパンツを穿かせてもさ……。そこは俺としてもロマンを感じたい。

　いや、女の子が男のパンツを穿くっていう、そういうマニアックな見守り方もあるのかもしれないが！

　オーフィスはその場で立ち上がり、

「我、パンツない」

　そのようなことを言いながらスカートをたくし上げようと──っ！

「ストップよ、ストップ！」

　リアスがすぐさまオーフィスを制止した！　ナイス判断！　で、でも、ちょっと惜おしかったような……っ！

「……スケベなこと、考えてませんか？」

「そうなのですか？　龍神にまで性的な目を向けるのはちょっといけませんわ、イッセーさま！」

　ジト目でつぶやく小こ猫ねこちゃんと、注意をくれるレイヴェル！

「ゴメンなさい！　男の悲しい性でつい残念がってしまいました！　穿いてない女の子って魅み力りよく的だもん！」

　心中を潔く吐と露ろする俺！　思考がエロエロで申し訳ない！

「イッセーさん！　わ、私ならいつでも脱ぬぎますから！」

「おー、任せろ。パンツだな？　イッセーのためだ、私も脱ぐぞ」

　恥はずかしがりながらパンツを脱ごうとするアーシアと、それに釣つられて躊ちゆう躇ちよなく普ふ段だん着ぎのズボンをおろそうとするゼノヴィア！

　キミたちぃぃぃっ！　いかんよ、そんなことを真似しちゃ！

「え!?　流れ的に私も脱がなきゃダメなのかな!?」

　親友二人の突とつ発ぱつ的な行動を見て困こん惑わくするイリナ！　すでに翼つばさが白黒点てん滅めつして、堕だ天てんの危機に直面してる！　脱ぐかどうか真しん剣けんに悩んでいる証しよう拠こだろう！

　俺の部屋で何やってんだよ、教会トリオォォォォォッ！

「私は脱ぎませんよ」

　ですよね、ロスヴァイセさん！

　そのやり取りを見ていて朱乃さんはおかしそうに小さく笑い、リアスはため息を吐ついていた。

　リアスが肩かたをすくめて言う。

「同居するにあたって、この家の男性であり、長男たるイッセーがオーフィスの行動を女の子として認識しているのなら、女性という扱いで問題ないわね。じゃあ、買い物も女の子の生活品ということにしましょうか」

　リアスの意見に誰だれもが賛成だった。ま、否定する理由もないよね。性別は不明だけど、見た目が美少女だし、誰が見てもいまのオーフィスのことを女だと思うだろう。

「今度の休日、オーフィスの生活に必要なものを買いに行きましょう。ぞろぞろと皆で行くこともないでしょうから、私とイッセーがオーフィスに付きそうわ。いいわね、イッセー？」

「了りよう解かいです！」

　リアスからの提案に俺は即そく答とうした！　お誘さそいを断る理由なんてひとつもないさ！

「グレモリー家の従者に頼たのんで生活品を集めてもいいのだけれど、この町に住む以上は、多少なりとも人間界のことを見て聞いて知ったほうがいいわ。という意味でも買い物は良い経験になると思うの。わからないところは私たちでフォローすればいいのだから」

　リアスはそのように言う。

　うんうん、世間知らずの龍神は俺たちでフォローすればいいんだ！　てか、世間知らずのおかげで周囲のヒトに迷めい惑わくかけるわけにもいかないだろう。

　こうして、次の休日、俺とリアスはオーフィスの生活品を買いに行くこととなった。




　　　　─○●○─




　買い物当日の正午頃ごろ──。

　俺とリアスがオーフィスを引き連れて訪れたのは──よく行くデパートだった。

　天てん井じようは吹ふき抜ぬけのアトリウム。横長の建物内部は百貨店とショッピングモールが融ゆう合ごうしており、複合商業施し設せつとして各ジャンル多様な店が並んでいる。

　休日のせいか、デパート内は人でごった返していた。

　そう、ここはシトリー戦でのゲームフィールドのもとにもなったデパートだった。

　オーフィスは物もの珍めずらしいのか、無表情ながらも視線をきょろきょろとデパート内のいろんなところに配らせていた。

　このデパートには学校帰りにも来ているし、休日アーシアたちともよく来ている。リアスとも何度もここに買い物に来ていた。

　買い物後にフードコートで皆とたこ焼きなんかを頰ほお張ばりながらまったりするのが楽しかったりする。デパートで買い物してフードコートでまったりする悪あく魔まがいてもいいと思う！

　デパートは悪魔の生活も潤うるおしてくれるんだ！

「さあ、まずは家具ね。ベッドから選んでいきましょう」

　先頭に立つリアスはつかつかと家具屋のほうに歩を進めていく。

　俺はオーフィスの手を引き、そのあとを追った。オーフィスの手を引っ張っていかないとあっという間に迷子になりそうだからな。

　家具屋でベッドや寝しん具ぐを一通り見て回る俺たち。

　オーフィスにも寝ねてもらい、寝ね心ごこ地ちと大きさを確認してもらった。ま、こいつの感想は全部「悪くない」だったんでリアスの判断で揃そろえていくことになった。

　けっこう値が張りそうなものも豪快にカードで買っていくリアス。

　……ま、まあ、お姫ひめさまの買い物はどんなに高いものでも毎度紅色のカード一枚で済んでしまう。限度額のない特別仕様のカードらしいけど……。

　いったい、リアスの預金額はどのぐらいなのだろうか……？　お姫さまの通帳の中身を計ろうなんて考えるだけ無む駄だか。きっと俺にとって無限に等しい金額に違いない。

　俺もグレモリー眷けん属ぞくになってから新たな通帳を一枚持たされている。

　グレモリー眷属のルールとしては悪魔になると自動的にそういうのが作られるそうでして。他の上級悪魔の眷属はそこのところがどうなのか知らないけど、グレモリー家はきちんと金きん融ゆう機き関かんと契けい約やくしてくれるんだ。

　悪魔のお仕事をしたあとに入ってくるお給金なんかはそこに入金される。

　最初の頃ころは高校生がバイトで得るぐらいの金額が入ってきていたんだけど、ある日から急激に桁けた違ちがいの入金がされていて我が目を疑ったよ。だって、どう見てもゼロの数がおかしかったからね！

　間ま違ちがいなんじゃないかとグレイフィアさんに訊きいたら、

「それは『おっぱいドラゴン』の著作権料などが一いつ誠せいさんのもとに入ってきているのですよ」

　などという答えをいただいてしまったんだ！

　そう、桁違いの入金は──おっぱいドラゴン関連のもの！　おっぱいドラゴンのグッズが商品化されるたびに、俺の通帳にあり得ない規模の金額が振ふり込こまれていく！

　目が回るほどのお金が数字に出てしまい、混乱して脳内「？？？」状態だったが、結局、「未熟な悪魔であり、高校生である者に大金はまだ早い」とグレイフィアさんが俺の通帳を管理されている。

　……バカな俺でもあんな多額の金は感覚が麻ま痺ひしそうだってわかる。グレモリー家の者たちのスケジュールを管理、統とう括かつするグレイフィアさんには毎度頭が下がる思いです。

「……お義姉さまからは今日の買い物金額を決められているものね。派手に使うとあとで怒おこられてしまいそうだわ」

　リアスがそうつぶやいていた。

　あ、今日の買い物代もあらかじめ決められているのね。しかもグレイフィアさんが金額を決めていたと。

　豪快に買っているから、限度無しで揃えていると思ったんだけど、その辺、きちんと設定されてあったんだね。

　オーフィスの生活品を揃えるお金まで管理されているなんて、本当グレイフィアさんはすごいわ。

　義妹の財布や義妹の眷属のお金まで管理するスーパーメイド・グレイフィアさん！

　俺たちにとって頭の上がらないお方だ……。それはサーゼクスさまにとってもそうか。

　家具一式の購こう入にゆうを無事に終え、品が家に届くのは後日ということになった俺たち。家具屋をあとにして、次の店に行こうと足を向けていたときだった。

『タイムセールです！　袋ふくろに詰つめ放題です！　どんなに詰め込んでも一袋五千円！　五千円です！　お一人様一袋限定なのでご注意ください！　袋が破けた場合は無効となりますので、お気をつけください！』

　拡声器で注意を促うながす店員の声。見れば、服屋のタイムセールコーナーに人ひと垣がきが出来ており、殺気立つ女性たちが眼光を鋭するどくして袋に服を詰め込んでいた。

「ちょっと！　その服は私が先に取ったのよ！」

「いいえ！　私のほうが先よ！」

　という闘とう志しに満ちた叫さけび声がこちらにまで届いてくる。凄すさまじい服の引っ張り合いがセールコーナーの各所で巻き起こっていた。

　……怖こわっ！　こういう買い物だと女性は野や獣じゆうと化して普ふ段だんは出さない力と殺気を発揮するよね！

「それは私が先に取りました！　譲ゆずりません！　今日この日のために私は生きてきたのですから、絶対に負けませんよっ！」

　……聞き覚えのある声が俺の耳に届く。

「あら、ロスヴァイセだわ。セール品を山盛りで抱かかえているわよ」

　リアスが服屋に目を向けてそう言った。

　やっぱりそうですか！　確かにおっしゃる通り、銀ぎん髪ぱつの美女がおばさんたちに混じってセール品の服をかき集めてるし！

　その表情はいままでに無いほど、真剣で険しいものだった！　レーティングゲームでも見たことないほど、切せつ迫ぱくした顔してるんですけど、あのヒト!?

　そのロスヴァイセさんが、俺の目に捉とらえきれないほどの手さばきでセールコーナーからジャージを一枚抜いていく！　速いッ！　木き場ばの剣けん速そくすら上回るんじゃないか!?

　ロスヴァイセさんはそれを袋に素早く詰め込こみ、確保が完かん了りようした途と端たんにかわいらしい満面の笑みを浮うかべた。

「……今日は、最高の日です！」

　マジで!?　セール品のジャージ一枚で!?

　どんだけ安い幸せなんだろうか！　いや、幸せは人の数だけ価値観があるのだから、バカにしちゃいけないけど……それでも銀髪美女のあなたがタイムセールのジャージを確保して「最高の日です」ってどうなんですか!?

　ロスヴァイセさんって、本当に残念美人だよな。めっちゃキレイな顔立ちでスタイルもいいのに、化け粧しよう品とかにあまりお金かけないし、家での格好も華はながないジャージ姿だ。生活品の大半も百均の品だし、衣類もタイムセールのものだ。

　家では余った小銭を百均で買った貯金箱に入れているようだった。それを振って貯まり具合を確認するのが一日の楽しみだと言っていた。

　信じられますか？　あのヒト、主婦のような節約生活を送っているけど、俺らと歳があんまり変わらないんだぜ……？

　それが決して悪いわけではないけどさ、仮にも美女なんですから、ちょっとは自分を際立たせるためのものは手に入れましょうよ！　そこにお金をかけましょうよ！

　って、男子高校生の俺ですら思うわけですよ！

「お義姉さまがロスヴァイセは自己管理のできる素晴らしい女性だと褒ほめていたわ」

　リアスがそう言う。

　グレイフィアさんが、そんなことを？……そういや、なんとなくだけど、グレイフィアさんとロスヴァイセさんって、性格が似ているかも。物事に細かくてクールなところとか。

　ただ、決定的に違ちがうのはグレイフィアさんは完かん璧ぺきであり、ロスヴァイセさんは残念という点だ。そこだけはどうやったって覆くつがえらないと俺は思う。

　グレイフィアさんはタイムセールでおばさんたちと戦わないって！

　でも、俺はロスヴァイセさんにはロスヴァイセさんの味があっていいと感じるな。

「まだセール品をあさっているし、声をかけるのもなんだから、先に行きましょうか」

　俺がリアスにそう言い、俺たちはオーフィスを引き連れて他の店に向かうのを再開したのだった。

　とりあえず、ロスヴァイセさん、がんばってください。

　雑貨屋に入ろうとした俺たちだったが、とある光景が目を引いた。

「そこの奥さん！　いまからこの特製の包丁で堅かたいかぼちゃを簡単に切っていきますんでほらほら見ていってくださいな！」

　フロアの一角におばさんたちが群がっていた。気になってちょっとだけ顔を覗のぞかせてみると、どうやら実演販はん売ばいのようだった。

　エプロンを着けたイケメン風の男性が得意げに包丁を振るっていく──って！

　俺はそのエプロンを着けた男性の姿を見て目玉が飛び出るほど驚おどろいてしまう！

「はい、そこの姉妹のお姉さん方！　おっと、そっちはお母さんだったんですか！　こりゃ、若い！　私はてっきりお姉さんと妹さんだと思ってしまいましたよ！」

「いやだわー、アザゼルさんったら！　いっつも私にそう言うんだから！」

　中年の女性を口説くアザゼル先生の姿があったぁぁぁぁっ！

　休日のデパートで、な、何をしているんだ、このヒトは!?　驚くばかりの俺とリアスの前で先生は器用に包丁を回して堅そうなかぼちゃを容易に刻んでいく。

「どうですか、奥さま方！　これぞ、伝家の宝刀、閃光とブレイザー・シヤイ暗黒のニング・オア・ダー龍絶剣クネス・ブレード──包丁タイプです！」

　あの包丁、とんでもないネーミングをしているが、かなりの切れ味だ。

　しかし、どこか包丁から異様な気配も感じられて……って、その名めい称しようはどこかで聞いたことがあるんですけど!?

「あの包丁、以前、アザゼルが研究して成果を出したっていう人じん工こう神器セイクリツド・ギアよね」

　リアスがそう言う！

　その通りだ！　ちょっと前に三大勢力で合同運動会をしたんだけど、そのときに大暴れしていた先生特製の黒歴史兵器じゃないか！

　なんでも天界に居た頃に妄もう想そうして資料に書き留めていたものらしいんだ。ミカエルさん曰いわく、先生の「ぼくのかんがえたさいきょうの神器セイクリツド・ギア！」だそうです！

　その「ぼくのかんがえたさいきょうの神器セイクリツド・ギア！」が包丁タイプで実演販売のものになっているんですが!?

　刻んだかぼちゃを奥さま方に見せつける先生は、紙や木製のまな板、あげくに金属まで簡単に削そいでいく。

「見てください、この切れ味！　木や金物まで切れてしまいます！　しかもこんなに雑に扱あつかっても刃はこぼれひとつしない！　そこの奥さん！　この包丁いいですよ！　なんと、悪あく霊りようや旦だん那なの浮うわ気き相手まで簡単に切ってしまいますよ！　家庭問題の解決から除じよ霊れいまでなんでもこれひとつでこなせます！」

「あらやだ！　冗じよう談だんがすぎるんだから！」

「一本買っちゃいましょうかね！」

　などとどこぞの奥さんにいいこと言ってるが、おそらく本当だろう！　あの包丁なら悪霊を容易に滅ほろぼせる！　だって、その包丁から漂ただようオーラは本物だ！

　なんてものを販売してんだよ、この悪党先生は！　つーか、元堕だ天てん使しの総そう督とくなんですから、もう少し威い厳げんのある行動を取りましょうよ！　って、そんなこと言うのも今いま更さらか！

　リアスが呆あきれつつ嘆たん息そくしながらつぶやく。

「無断で使った分のグリゴリの資金をああやって回収しようとしているのでしょうね……。けれど、一いつ般ぱん人に人じん工こう神器セイクリツド・ギアの類を売りさばくのはやりすぎだわ。まあ、アザゼルのことだから、人間にあまり影えい響きようを与あたえない仕様にしているのでしょうけれど……それでもちょっと放っておけないわね」

　リアスはケータイを取り出して、誰だれかと会話を始めてしまった。

　通話が終わり、リアスは俺に微笑ほほえむ。

「シェムハザ総督に報告してもらえるよう先方に伝えたわ。さすが新体制のグリゴリね、言ってすぐに応じてくれたわよ。早急にアザゼルを取り押さえてくれるでしょうね」

　なんと！　グリゴリに報告をしていたのか！　辞職した先生の代わりに新総督になったシェムハザさん。……総督に就任早々、このようなことを報告してしまって、逆に悪いと感じてしまう。きっと、気苦労が絶えないんだろうな……。

「さてさて、今日はこの包丁を買いますと、おまけでこれが付いてきます！　なんと！　灼熱とデイザスター・オブ凍結の・バーニング・オア龍滅鍋・フリーズ・ポツトです！　どんなに煮に詰つめても一切焦こげ付つかない最高で最硬なお鍋で──」

　弁舌を振ふるう先生を置いて俺とリアスはその場をあとにした。まあ、オーフィスを連れ出して買い物に来ている俺たちを見たら、何か一言言ってきそうだしな。見つかる前に退散します。

　その後、俺たちは先生をデパート内で見ていないが、おそらくグリゴリの関係者に取り押さえられたのだろう……。

　てか、言っても無む駄だでしょうけど、教師は副業禁止なんですからね！







　雑貨屋で生活雑貨品を買い終えた俺とリアスとオーフィスは、店を出たところで木場とギャスパーに出くわしたんだ。

「部長、イッセーくん。オーフィスを連れての買い物ですか？」

「ええ、祐ゆう斗とたちも買い物？」

　リアスがそう訊きくと、木場が袋ふくろの中身を見せてくれた。──レジ袋ぶくろのなかは食品だった。

「はい、今日は午後からギャスパーくんと料理でもしようかなと思いまして」

　木場が爽さわやかな笑顔でそう言った。

　なんてイケメンな休日だ！　デパートに食料を買いに来て、昼間から家で料理だなんて！　木場とギャスパーは兵藤家の近くのマンションで共に暮らしている。料理はもっぱら木場の担当らしいが……。こいつの手料理、一度だけ食べたことあったんだが、かなりの腕うで前まえだったよ。しかもシャレたイタリアンなんかを嗜たしなんでいるせいか、皿の盛りつけまでお見事だった！

　料理ができるイケメンなんて最強じゃねぇか！　胃い袋ぶくろつかまえられた女子なんて、確実に落ちると思うのですよ！

　木場ラブである副会長の真しん羅ら先せん輩ぱいがこいつの料理なんてご馳ち走そうになったら、うれしさのあまりにどうにかなっちゃいそうだな。

「ギャスパーは何を買ったんだ？」

　俺はギャスパーが抱える袋を指さしてそう訊く。

「パ、パソコンのパーツですよぉ」

　あー、なるほど。ギャスパーはパソコンの扱いが達者だ。パソコンを介かいして人間と契けい約やくを交わして対価を得ているからね。その成績たるや俺たちよりも上だったりする。グレモリー眷けん属ぞくの貴重な稼かせぎ頭だ。

　木場なんかイケメンなんだから休日ぐらいは彼女とデートしてたほうが似合うと思うんだけどな……。こいつ、なんだかんだで彼女作らないんだよ。せっかくのイケメンが勿もつ体たいない！

　なんてことを俺が考えても仕方ないか。

　などと思っていたら、俺たちに話しかける女性がいた。

「これはリアスさんと兵藤一いつ誠せいくんじゃありませんか」

　メガネの美人さん──生徒会副会長の真羅椿姫つばき先せん輩ぱいだった。

　こんなところで本当に真羅先輩と遭そう遇ぐうするなんて！　なんだか、今日はデパートに知り合いが集まりすぎだろう！

「お買い物ですか──」

　──と、フレンドリーに話しかけてきた真羅先輩の視界に木場が映り込んだようだ。どうも俺とリアスに気づいていながら、木場は視認していなかったようで、面めん喰くらったように驚いている様子だった。木場までいるとは思わなかったのだろう。

　表情と体を強張らせる真羅先輩！　俺とリアスに話しかけたまま、大きく口を開きっぱなしだった。

　真羅先輩は木場に惚ほれちゃっているもんだから、俺から見てもいちいち反応がおもしろい。

　木場が真羅先輩に微笑ほほえむ。

「こんにちは、真羅先輩。お買い物ですか？」

「え、ええ、新しい本ほん棚だなを買いに……き、木場くんもお買い物ですか？」

「はい、と言っても僕たちは買い物が済んでしまいましたけど」

「食材ですね、お、お料理でもするのですか？」

「ええ、午後からギャスパーくんと作ろうと思いまして」

「……お、お料理もできるなんて……素晴らしいです。に、日本男児の鑑かがみです！」

「？　そ、それはありがとうございます」

　言動がちょっと混乱気味の真羅先輩と反応に困る木場という図が展開していた。

　微笑ましく見ていたリアスがひとつ咳せき払ばらいすると木場に言う。

「祐斗、椿姫のお買い物に付き合ってあげなさい。本棚を買うのなら、手が多いほうがいいでしょうしね」

　という提案をリアスはしたんだ。おおっ、これってもしかして？

「し、しかし、リアスさん！　そ、そんなお気き遣づかいをされても……！」

　顔を真っ赤にして慌あわてる真羅先輩。リアスの言葉の真意を察したんだろう、ものすごく慌てふためいていた。かわいいな、この副会長！　普ふ段だんは怖こわいぐらいクールなのにさ！

　真羅先輩の想いをリアスが知っていて当然か。リアスと会長は親友だもんな。時折、家の空いた部屋にこもって、あーだこーだソーナ会長と話し込んでいるようだし。

　リアスの提案にうなずく木場。

「わかりました、部長。真羅先輩、僕でよろしければ買い物にお付き合いします」

「…………ッッ!!　う、うにゅ……っ！」

「うにゅ」って言ったよ、この副会長！

　木場の紳しん士し的な振ふる舞まいにさすがの真羅先輩もノックアウトの様子だった。笑顔を向けた瞬しゆん間かん、女性を必殺できるほどのイケメンキラキラオーラが放たれたって男の俺でもわかったもん！

　真羅先輩は湯気が出るほど顔を真っ赤にして返す言葉すら見つからないようだ。

「ギャスパー、二人をよろしくね」

「は、はい、よくわかりませんが、わかりました部長！」

　ギャスパーもリアスの言葉に応じてくれた。さすがに二人っきりだと真羅先輩が保もたないだろうから、ギャスパーの存在は恥はずかしがる真羅先輩にとって緩かん和わ剤ざいになるだろう。

「さ、家具のお店に行きましょう」

　真羅先輩をエスコートする木場。ナイトらしいその振る舞いはまだ親しいといえるほどのものではなかったが──真羅先輩は心底うれしそうだから今日はこれでいいのだと思う。

　人波に消えていく三人を見送りながら隣となりでリアスがぼそりと漏もらした。

「私は椿姫のこと、応おう援えんしたいわ。けっこう、祐斗とお似合いだと思うの」

　木場と真羅先輩、か。この先、どうなるかはまるでわからない俺だが、木場にはちゃんとした彼女がいたほうが落ち着くような気がするんだ。

　あいつさ、いつもニコニコ顔で冷静だけど、時々、見ていて危なっかしいほど鋭えい利りに研とぎ澄すまされることがある。うちに眠ねむる熱さは眷属でもトップなんじゃないかってぐらい突つっ走ぱしりそうになるもんな。

　……って、なんで俺がイケメンのことでこんなに真しん剣けんに悩なやんでんだ!?　余計なお世話だろうし、俺があいつの心配をするなんて焼きが回っちまってるじゃねぇか！

　うぬぬ！　俺は木場の応援はほどほどにする！　むしろ、真羅先輩の応援をこれでもかってぐらいしてやらぁ！　なんだか、矛む盾じゆんするけど、それでいいんだい！

　かくして木場たちと別れ、俺たちは次の店に歩を進める。

　その途と中ちゆうだった。楽器屋の前を通りかかったとき、見覚えのある長身の男性と──レイヴェルと小猫ちゃんの姿が目に飛び込こんできた。

　あちらもこちらを確認したらしく、話しかけてくる。

「リアスと……兵藤一誠か」

「ライザー！　人間界に来ていたの？」

　驚おどろくリアス！　俺も驚いた！　レイヴェル、小猫ちゃんと共に楽器屋にいた長身の男性はライザー・フェニックスだったからだ！

　うわ、まさかこのデパートに来ているなんて思いもしなかった！　てか、人間界に来ることすら想像つかなかったよ！　今日のデパートはどうなってんだ!?

　ライザーはばつの悪い表情をしながら頰ほおを指でかいていた。

「あー、ちょっと野暮用でな」

「私が心配だから遊びに来てくれたのですわ」

　クスクス小さく笑うレイヴェル。その横で小猫ちゃんが「私は付き添そいです」とつぶやいていた。

　ライザーったら、妹が心配でこっちに来ていたのか。で、人間界に来たついでにデパートにも足を延ばしたと？　案外、兄貴しているよな、ライザーって。だからこそ、レイヴェルもライザーについての小言を言いながらも敬うやまっているわけだ。

　小猫ちゃんは二人の付き添いか。なんだかんだで小猫ちゃんとレイヴェルは仲良しだよな。先日の俺が生死不明になった事件で二人の仲はグッと縮まったそうだ。俺を失ったという喪そう失しつ感かんをお互たがいに励はげましていたという。

　なんだか、申し訳ない気持ちになってしまうが、二人が仲良しになったのなら結果的にオーライなのかな？

「デート……というわけでもなさそうだな、おまえたち。……で、そちらのお嬢じようさんは？」

　そのライザーの視線が……俺の隣に注がれていた。そこにいたのは俺が手を引いているオーフィスだった。

　あ、そっか。ライザーはオーフィスのこと、何も知らないし、知ってはいけない立場だったな。

　さて、どうやって誤ご魔ま化かすべきか。ライザーほどの悪あく魔まなら存在感やら雰ふん囲い気き、オーラでオーフィスが人間でないことに気づいているだろうし。

　新しいリアスの眷属！　って紹しよう介かいはできやしない。リアスの駒こまはすでにすべて埋うまっているし！

　対応に苦く慮りよする俺だったが、そんなときに小猫ちゃんがぼそりとこうつぶやいた。

「……部長とイッセー先輩のお子さんです」

　そ、それはちょっと無理があるよ、小猫ちゃん！　俺たちからしてもおっきいって、オーフィスの見た目は！

　さすがに無茶な説明だと思ったのだが……それを聞いたとうのライザーはというと……。

「……………………」

　無表情となり、全身が硬こう直ちよく状態となっていた。

　怪け訝げんに思い、レイヴェルが「お兄さま？　お兄さま、どうされたのですか？」と顔を覗のぞき込んでいた。確認するように顔の前で手を振ふってみても反応はなく──。

　一いつ拍ぱくおいて、ライザーは口もとをひくつかせて、号泣し始めた！

「……クソ！　ついにリアスの処女がぁぁぁぁっ！」

　激げき怒どしてる！　なんだか、全身から炎ほのおが巻き起こりつつあるし！　一いつ般ぱん人がたくさんいるんだから、こんなところで超ちよう次元バトルなんてできるわけねぇだろっ！

　てか、どう考えたって噓うそに決まってんだろう！　そんなに早く子供が生まれるかよ！

「お兄さま！　小猫さんの冗じよう談だんですわ！　もう！　リアスさまとイッセーさまの間にあんなに大きなお子さんが急にできるわけないでしょう！　しっかりしてください！　ていうか、恥ずかしいから人前で変なこと言わないでぇぇぇっ！　台詞せりふからして婚こん約やくパーティのときと逆になってますわよぉぉっ！」

　涙なみだを流して怒おこる兄をレイヴェルは顔を真っ赤にして制止しようとするが、ライザーは俺への闘とう志しをたぎらせるばかりだった！

「ふふふ、ほら、イッセー！　逃にげましょう！」

　俺の手を引いて、逃げ出す格好のリアス！　俺もオーフィスもそれに釣つられてその場からダッシュした！

「おのぉぉぉれっ！　今度、また決けつ闘とうしろ、兵藤一誠！　リアスの乳を賭かけてな！」

　店先で吼ほえるライザー！

「ふざけんな！　リアスの乳は俺んだ！　でも、決闘ならいつでもしますよ！」

　それだけ言い残して俺はリアスとオーフィスと共に逃げ出したのだった！







その２、龍りゆう神じんとパンツです！




　フードコートで軽食をとった俺たち。オーフィスはドーナツをモリモリ食べてたよ。観察していてわかったけど、こいつはなんでも食うが、そのなかでもお菓か子し類を好んで口にするね。

「我、ドーナツ、クッキー好き」

　龍神に太るなんて概がい念ねんはないそうだから、甘いものを好きなだけ食べているんだろうな。てか、空腹っていうのは龍神にもあるものなのか？　謎なぞは尽つきない。

　さて、買い物はほとんど済んだ。あとは……オーフィスの下着だけだ！　そう、女性ものの下着！

　──そうさ、おパンツをゲットしにいこう！

　女性の下着コーナーを訪れた俺たち。

　……なんだか、感無量だな。俺、こんなところには縁えんのない男だと思っていた。ほら、女性の下着コーナーって、選ばれた男しか足を踏ふみ入れられないだろう？

　彼女に付きそう彼氏か、または妻に付きそう旦だん那なか、果ては娘むすめに付きそう父親か。

　俺は……彼女に付きそう彼氏？　と行きたいところだが、家族の買い物に付き合う男子ってのがこの場合は適切だろうか？

　それでもいい！　俺はついに禁断の領域に足を踏み入れたんだ！　オーフィスは下着コーナーへの入場引ひき換かえ券と呼んでもいい！

　……おいおい、大小様々なブラが、パンツが並んでいるじゃねぇか……ッ！　オーソドックスな白いパンツから、スケスケのレースのものまで……っ！

　何よりも店内の雰囲気がオシャレだ！　照明も煌きらびやかに下着を照らしているし、品物を陳ちん列れつさせている棚たなひとつとってもデザイン的で華はながある。

　あっ！　あのブラジャー……デカい！　なんてデカさだ！　あれに収まる乳は相当なものになるに違ちがいない！

　おおっ、こっちの小さいブラジャーも味があっていいじゃないか！

　なるほど、大きなブラジャーほど選せん択たく肢しが狭せばまるわけだ。通常サイズのブラジャーのほうがバラエティーに富んでおり、いかような勝負もできてしまう。

　レーティングゲームと同じだな。パワーがあればいいってもんじゃない。手の数が多いほうが臨機応変に立ち回れる。だが、俺はあえてパワー勝負を選びたいね。

　──巨きよ乳にゆうがいい。巨乳だからこそいいんだ。

　中学時代、下着を身に着けた飾かざり用のマネキンを見るだけで興奮したもんさ。身近でそれを見るのはたまらないものがある。この距きよ離り、この空気、これが選ばれし者だけが得られる領域……風景……っ！

　こんな桃とう源げん郷きようが身近にあったなんて……ッ！

　そうそう、こんな幸せでいいんだ！　俺にはこんな幸せがお似合いなのさ！

「……やあね、あのヒト……。誰だれの付きそいかしら？」

「彼女がいるようにも思えないんだけど……まさか、変態……？」

　感無量でうなずく俺を他の女性客が怪あやしそうに見ていた。……リアスたちから離はなれるのはよそう。ここは素晴らしい秘境だが、スケベな俺にとっては一歩足を踏み外はずせば身に危険が降りかかる魔ま境きようでもある。

「オーフィス、どういうのが欲しいのかしら？」

「我、わからない」

「じゃあ、色でもいいわ。好きな色は？」

「……黒」

「そうね、その色はあなたに合うわね。これはどうかしら？　……ちょっとサイズが大きいかもしれないわね」

「おっきくしたほうがいい？　我、胸がスカスカぺったん」

「胸のサイズを好きなように変えられるのでしょうけれど、あなたぐらいの身長ならいまぐらいが自然よ」

　リアスとオーフィスは下着を手に取りながら、物色し始めていた。オーフィスの世話をするリアスの姿はどことなく、姉のような……母のようなものを感じる！　母性ってやつかな。リアスは母性が豊かだと思うんだ。うん、つい甘えたくなっちゃうもんね！

　なんてことに感心していたら、俺の耳に近くの女子の会話が飛び込んでくる。

「見ろ、アーシア。この大だい胆たんな下着を」

「はぅぅっ！……穴が空いてますよ、ゼノヴィアさん！」

「うん、尻しりが丸見えだ。もはや、下着の機能を排はいしているね。しかし、こういうのが勝負下着だとは思わないか？　なあ、イリナ」

「わ、私に訊きかないでよ！　私はクリスチャンよ！　下着は純白って決めているの！」

「え……でも、この間、イリナさんはピンク色でクマさんの絵がプリントされたものをお洗せん濯たくしていたような……」

「アーシアさぁぁぁんっ！　どうしてそれを知っているの!?　いやぁん！　見られていたのね！」

「クマぐらいで主はお怒いかりにならないさ、イリナ。私なんて最近、スケスケなものにも手を出してみたぞ」

「ま、ゼノヴィアったら！　まさに小こ悪あく魔ま的な挑ちよう戦せんね！」

「ふふふ、私も悪魔だからな。アーシア、私は一歩先に行かせてもらっているぞ。そして、この尻が丸見えの穴の空いたパンツも買ってイッセーとの子作り戦争に勝利してみせる」

「はぅぅぅっ！　そ、そんな！　イッセーさんともっともっと仲良くなるためには、こ、この下着を穿はかなくてはいけないんですね……っ！　ううん、これを穿くからこそ、私はリアスお姉さまに近づけるのかもしれません！　わ、私も買います！」

「えええええっ！　ゼノヴィアも……アーシアさんもそのパンツを買うの!?　というか、またまたそんな感じの流れになってる！　あああああっ、主よ、そしてミカエルさま、私はどうしたらいいのでしょうか！　このお尻丸見えパンツを買うことで私は私の信しん仰こうが深まるのでしょうか！」

　──と、まあ、お尻丸見えパンツの前でゼノヴィア、アーシア、イリナの教会トリオが決心したり、悩なやんでいたりしていた。

　……この三人もこのデパートに買い物に来ていたんだね。しかもよりにもよって、下着コーナーとは……。

「……何をしているんだ、キミたちは……」

　半眼で嘆たん息そくしながら俺がそう言うと、三人が振ふり返かえり、驚おどろいている様子だった。

　しかし、ゼノヴィアはすぐさま気持ちを切きり替かえて、俺に真しん剣けんに訊いてくる。

「ちょうどいい、イッセー。この三人のなかでこの穴の空いたパンツが似合いそうな女は誰だ？　おまえの意見こそ、最大の答えとなる！」

　んなことをいきなり訊かれてもよ！

「…………」

「…………」

　ああっ、アーシアもイリナも真剣な表情で俺の答えを待ってるし！

　なんだよ、もう！　なんで俺は下着コーナーで三人に尻丸見えパンツの似合いそうな子を訊かれてるんだ!?　ほらほら、他の客が奇き異いな視線を送ってきているよ！

　なんて答えりゃいい？　三人とも表情はマジだ。うーん、かといってなぁ……。

　まあいいや。とりあえず、適当に流そう。

「えーと、じゃあ、イリナとか？」

　なんてことを俺が言った瞬しゆん間かんだった。イリナの顔が真っ赤っかになり、身をよじらせる。

「……こ、こんなところで堕だ天てんしちゃったら大変よ、耐たえるのよ、イリナ……っ！　でもでも、イッセーくんは私が似合うって……っ！　どうしようどうしよう！　ふえええっ、堕天しちゃいそう！」

　頭を抱かかえながら、必死に何かと戦っている様子だった。……こ、こんなところで翼つばさを広げたら大変なことになるだろうな……。

「買います！　これ、買います！」

　イリナは眼前のパンツを手に取るとレジのほうに走っていった！

「待てイリナ！　それは私のだ！」

「いいえ、私が買います！」

　ゼノヴィアとアーシアがそのあとを追っていってしまった。

　……あの三人はいつもハイテンションだな。仲が良いのはいいことだけどね。

　三人の様子につい口もとが緩ゆるんだ俺だったが、視線を別に移したとき、珍めずらしい光景が映り込む。

「そんな派手な下着を買うんですか、朱あけ乃の」

「ええ、ソーナ。こういうのイッセーくんがよろこぶのよ」

　ソーナ会長と──朱乃さんという組み合わせだった！

　教会トリオ同様に下着コーナーに来ているなんて……。今日のデパートは悪魔だらけじゃないか！　皆みな、このデパートが好きすぎるだろう！　休日に他に行くところないのかな!?

　ていうか、この二人の組み合わせはレアすぎる！　お二人がプライベートで友人同士というのは知っていた。

　けど、リアス抜ぬきで二人だけの買い物をしているなんて俺的には珍しい場面だよ！　そっか、リアスが今日オーフィスの買い物に付き合っているから、朱乃さんと会長は二人だけで出かけることにしたんだろうな。

　……なんだか、とても二人の会話が気になる。二人っきりのとき、朱乃さんとソーナ会長はどんな話をしているのか。

　恐おそる恐る近づいて耳みみを傾かたむけてみた。

「ソーナはこういう下着は買わないのかしら？」

「ええ、私は普ふ通つうので十分です。たまに柄がらの入ったものも購こう入にゆうするけれど、朱乃やリアスみたいな透すけていたり、形が極きよく端たんに細いものは穿かないわ」

　おおっ、さすが生真面目な会長さまだ。下着も真面目一いつ辺ぺん倒とう！

　朱乃さんが微笑ほほえむ。

「あらあら、見せる相手がいるというだけでも購こう買ばい意い欲よくは違いますわよ？」

「下着というのは機能さえあればいいのです。……まあ、万が一に見られたとき、恥はじをかかないよう最低限のセンスは必要だと思うけれど……」

「そうそう、もし意中の男子に見られたときに悪い感想を抱いだかれたら嫌いやでしょう？　女はいつでも見られてもいい覚かく悟ごで下着を選ばないとダメですわよ」

「……一理あるとは思います。しかし──」

「あら、これいいわね」

　朱乃さんが手にしたのは……布面積が限りなく少ないという、もはや下着としての機能を放ほう棄きしたパンツだった！

　すげえぇっ！　なんだ、あのパンツ！　お、お尻なんて全部丸見えになるんじゃないか!?　ていうか、きちんと大事なところを隠かくせるのかどうかすら怪しい形だ！

　興きよう味み津しん々しんに手に取る朱乃さんの横でソーナ会長は顔を少しだけ赤らめていた。

「あ、朱乃。さすがにそれは……もう下着ではないのではないかしら」

「うふふ、下着よ。こういうの彼好きそうだし、リアスが留守のときに勝負をかけたら一気に盛り上がりそうですわ」

「……家で穿く分には文句を言いませんが、それを学校にまで身に着けてきてはダメですよ？　風紀が大きく乱れそうです。というよりも以前からあなたとリアスは学校にまで派手な下着を穿いてきているでしょう？」

「もう、ソーナったら。プライベートまで生徒会長なんですものね。うふふ、本当、あなたのお姉さまとは正反対ね。セラフォルーさまなら、こういう下着、興味を持たれそうだわ」

　朱乃さんのその一言に急に慌あわてふためく会長！

「ちょ、ちょっと！　お姉さまにそれを勧すすめてはダメよ！　兵藤一誠くんに見せるだけにしなさい！」

「うふふ、あなたもセラフォルーさまのことを言えないほどのシスコンよね」

「シスコンではありません。私がお姉さまを管理しているだけです。そうでないと、お姉さまは変な虫に騙だまされそうなんですもの」

「ソーナって、真面目だけれど、おもしろいわよね」

「……むぅ」

　楽しげな朱乃さんに対して、ちょっとご不満の様子の会長。

　すっげえ、おもしろい会話だ！　へー、二人ってリアス抜きのときに普ふ段だんこんな会話しているんだな。貴重な情景を見させてもらったよ。

　ソーナ会長って、レヴィアタンさまをあそこまで過保護にしている面もあるんだな。てっきり、レヴィアタンさまがソーナ会長を過保護にしているだけかと思った。姉妹でお互たがいを大切に想っているんだね。これは希有な情報だった。

　しっかし、朱乃さんが持っているあのただの紐ひもとしか思えないパンツ！　あんなのを着てこられたら……ぐふふ！　たまらないだろうな！　パンツがあれなら、ブラジャーはどうなってしまうんだって話ですよ！　いやー、夢が広がりますな！

　──と、朱乃さんとソーナ会長に近づく人ひと影かげがあった。

　匙さじと──花はな戒かいさん、一年の仁に村むらさんという組み合わせだ！　会長も三人を確認したようだった。

「あら、サジに桃ももと留る流る子こではありませんか。偶ぐう然ぜんですね、ここで会うなんて」

　花戒さんが会長に詰つめ寄より言う。

「会長！　聞いてください！　留流子が元げんちゃんにエッチな下着を選ばそうとしているんです！　どう考えても卑ひ猥わいです！　不純です！」

　それを聞いてツーテールの仁村さんはプイッと顔を背けながら言う。

「私は男性の意見を聞きたかっただけでーす。桃さんこそ、元げん士し郎ろう先せん輩ぱいに下着を選んでもらえばいいじゃないですか」

「な、なんてことを！　こんな下着コーナーに元ちゃんを連れてきたら、バカでエロスになっちゃうわ！　野や獣じゆうになったらどうするつもり!?」

　怒おこる花戒さんに対して仁村さんは余よ裕ゆうで笑えむだけだった。

「今日日、男子高校生が下着ひとつでそこまでならないと思いますよ」

　──ゴメンなさい、俺は大興奮してました！

　申し訳ない気持ちの俺をよそに匙の野や郎ろうが当とう惑わくしながら、会長に言った。

「お、俺は別に下着がどうこうとか、エロスとか、そういうのは決してないですから！　会長、本当ですよ！　花戒と仁村と一いつ緒しよにいるのは偶然デパートで出くわして成り行きでここまで来てしまったというか！　会長と出会えたことは光栄です！」

　下着コーナーにいることを会長に弁明しているところだった。

　会長に惚ほれている匙だもんな。誤解は避さけたいんだろう。てか、花戒さんと仁村さんの匙争そう奪だつ戦は過熱してんな……。

　会長はメガネをくいっと上げたあとに簡潔にこう言った。

「サジ、男子が無む闇やみに女性の下着コーナーに来るものではありませんよ。それと──エロスはほどほどにしないといけません」

「か、会長……違ちがうんですよぉ……」

　誤解が解けそうで解けなかった匙は会長にそう言われてショックを受けている様子だった。それを見て朱乃さんがクスクスと微笑ましく口元を緩めていた。

　……いまだ本命に脈なし匙元士郎。遠いな。つーか、無理くさくねーか？　俺が会長に名前で呼ばれてるの知ったら、ヴリトラパワーで呪のろわれそうだな……。

　これ以上、生徒会メンバーの会話を聞いているのもなんなので、俺はそろりとその場から離はなれていった。

　さて、リアスとオーフィスの買い物はどうなっているのか気になって戻もどってみたら──。

　通路に出ていたリアスがきょろきょろと店内を見み渡わたしていたんだ。ちょっと困った様子の表情から察して何かがあったようだ。

　てか、オーフィスが……いない？

　リアスのもとに駆かけ寄ると、彼女は開口一番に言った。

「オーフィスがどこかに行ってしまったの！」

　……龍りゆう神じんがはぐれて迷子になったようだ。

　リアスが店員に在庫の確認をしている十秒ほどの間のことだった。わずかに目を離した隙すきにオーフィスはいなくなっていたという。

「私としたことが……」

　申し訳なさそうなリアス。

　いや、俺のせいだ。偶然居合わせたアーシアたち三人や朱乃さんと会長に意識を傾けてしまったばかりに……。憧あこがれの下着コーナーに突とつ入にゆうできたということで浮うかれすぎていたんだ。

　……ずっと手を握にぎっていれば、あいつがいなくなることもなかっただろう。

　俺たちは近くにいたアーシアたち教会トリオと朱乃さんとソーナ会長、匙たちにも声をかけて、一緒に捜さがしてくれるよう頼たのんだのだった。

　下着コーナーの前を集合場所にして、全員でデパート内を駆け回った。

　誰だれかに連れて行かれた？　可能性がないわけじゃないが、どちらかというと何かに興味を引かれてそれを追っていった、もしくはデパート内が気になり、ふらりと俺たちから離れていった──。そのどちらかの可能性が高い。

「……ま、まあ、龍神だから酷ひどい目に遭あうことってのはないんだろうけど、誰かが酷い目に遭いそうだもんな……」

　うーんと首をひねる俺。一いつ般ぱん人に力を使うなと強く言いつけてあるし、それはないとは思うんだ。根は素直だから、言えばわかるしね。

　……他の陣じん営えい、または敵対勢力に拉ら致ちされたなんて可能性は……まったくゼロというわけでもないもんな。

　この町が三大勢力にとって、特別な場所になっているから、そう簡単に敵対勢力が入り込めるとは思えないが、絶対とは言い切れないだろうし……。

　いかんいかん。考えれば考えるだけ、どツボにハマる！

　とにかく、あいつが行きそうなところ、興味を引かれそうな場所をくまなく捜してみないと！

「広い店内ですもの、ましてやオーフィスがいつまでもそこに留まっているとも限らないし、足で捜すのにも限界があるわ。使い魔まにも手伝わせましょう」

　リアスも一般のお客さんにバレないように使い魔を使って細かく捜そうとし始めていた。そのときだ──。店内放送がデパート全体に流れ始める。

『迷子のお知らせです』

　おおっ！　これはもしかしたら！　もしやと願う俺たちの耳に届いたのは──。

『紅い髪かみで、おっぱいの大きいお母さん。スケベな顔つきのお父さん。おっぱいが普通ぐらいの長い金きん髪ぱつのお姉さん。バカっぽい顔つきで腕わん力りよくのありそうなお姉さん。自じ称しよう天使のお姉さん。鳥みたいな兄妹と猫ねこみたいな女の子。黒くろ髪かみでおっぱいの大きいもう一人のお母さん。幸が薄うすそうで貧びん乏ぼうくさい銀ぎん髪ぱつのお姉さん。あとなんかイケメンと女装少年とメガネの女性……？　このような組み合わせの方々はいらっしゃいますでしょうか？　もしくは近くにそのような方々はおりませんか？　迷子センターで女の子のお子さまがお待ちになっております。……って、主任！　す、すみません！　で、ですが、こう言えばすぐにわかってもらえるってこの子が……ああ、大変失礼致いたしました！　いまのは無しで！』

　……なんだか、とてつもなく失礼で酷いアナウンスが流れたんですけど！

　それはともかく、紅い髪でおっぱいが大きいお母さん!?　んで、スケベな顔つきのお父さん!?

　それは誰だ！　って、俺たちか!?　店内の客が俺たちのほうを見て「あれじゃない？」「だよね」って注目し始めているし！

　てか、オーフィスのやつ、迷子センターにいるの確定じゃないか！

　お母さん、お父さんって説明したのか!?　それとも説明している間に店員にそうとられてしまった!?

「な、何はともかく、オーフィスのもとに急ぎましょう！」

　人目についてしまい、羞しゆう恥ちに顔を赤く染めるリアスはそう言って早歩きをし始めた！　俺たちもそれを追う！

　向かう途と中ちゆう、通路で他のお客さんたちからの好こう奇きの視線と言葉が投げかけられていく！

「まあ、高校生ぐらいの夫婦？　紅い髪！　あのヒトたちのことね！」

「た、確かにバカっぽくて腕力ありそうなお姉さんだな！」

「自称天使（笑）」

「黒髪でおっぱいの大きいお母さんって……お母さんが二人いるのか？　お姉さんもいっぱい？　ふ、複雑な家庭環かん境きようだな」

「本当にスケベそうな顔の若いお父さんだな！」

　皆みな、言いたい放題言いやがって！

　俺たちは顔を真っ赤にしながらとにかく足を速めた！

　クソ！　クソォォォォッ！　なんで俺たちがこんな目に遭うんだ！　チョー恥はずかしいんですけど！

「私！　当分、ここのデパートに恥ずかしくて来られません！」

　歩きながら顔を手で覆おおうアーシアは心底恥ずかしそうだった！

「バカっぽくて悪かったな」

「天使だもん！　本当だもん！」

　ゼノヴィアとイリナも納得できていない様子だった。

　俺たちと行動を共にしていないライザー兄妹や小猫ちゃんも今いま頃ごろとばっちりを受けて恥ずかしい目に遭っていないだろうか？

　木場とギャスパー、真羅先せん輩ぱい、ロスヴァイセさんもこの放送に気づいているかもな！

「ふふふ、ゴメンなさい。けれど、ふふふ」

　放送で呼ばれなかったソーナ会長は俺たちに付いてきながらおかしそうに笑っていた！

　ええ、もう笑ってくださいよ！　泣きたいけどさ！

「うふふ、もう一人のお母さんってポジション。悪くないですわね。今度、オーフィスちゃんとイッセーくんと一緒に浮うわ気きプレイだなんておもしろいかもしれませんわ」

　朱乃さんは放送での説明が気に入っているご様子だ！　オーフィスを絡からめての浮気プレイに強く興味を引かれます！

　つーか、オーフィスのやつ、俺たちの容姿をダイレクトに店員に説明したんだな。もしくは俺たちが仲間にそれぞれ言っていた特とく徴ちようをそのまま口にしたのだろう。

　そして、とうのお母さんことリアスはというと──。

　顔を赤く染めながらもなぜかうれしそうにしていた。

「……お母さん。私がお母さん。うふふ。イッセーがお父さん。そっか、そうよね。そう見えてしまうのね。もう、オーフィスったら」

　今日最高のご機き嫌げん状態だったんだ。あんなに恥ずかしい放送をされて、好奇の視線が集まってもなお、リアスは極上の笑顔を浮かべていた。
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「遅おそい。我、待ちくたびれた」

　などと言って俺たちを迎むかえ入れてくれたオーフィス！

　悪びれた様子など微み塵じんも見せてくれなかった。どうにも綿わた飴あめを食べる子供に釣つられて、下着コーナーからふらふらと離れてしまったようだった。

　リアスは特にオーフィスを怒ることすらせず、むしろ綿飴を買い与あたえたほどだった。

「どう、オーフィス。綿飴はおいしい？」

「ふわふわで甘い。おいしい」

「うふふ、そう。けれど、勝手に離れてはダメよ？」

「わかった」

　オーフィスをやさしく見守る姿はどこか楽しげだった。

「そうよね、お母さんは子供にやさしくしなきゃダメだもの。オーフィス、綿飴のおかわりは欲しい？」

「欲しい」

　リアスは終始ご機嫌だった。よほど、「お母さん」と認識されたのがうれしかったようだ。見た目からするとリアスにとっておっきな娘むすめだけどね。

　……俺もお父さんか。リ、リアスの旦だん那な……？　そ、それは光栄だな！

　子供か。俺もいずれ、本当の父親になるのかね。まだ想像もつかないや。

　その後、皆で買い物を再開することになった。途中、小猫ちゃんやレイヴェル、ライザー、ロスヴァイセさんとも合流してデパート内のレストランで遅めの昼食をいただくことに。かなりの大人数だったから、席をいくつかに分かれて座ったけどね。

　木場たちや真羅先輩は先に帰っていったようだった。あっちはあっちで進展したらおもしろいんだけどな。木場の様子とあの真羅先輩から察するにいきなりは無理かな。

　ハンバーグをうれしそうにつつくのは一いつ緒しよの席にいるライザーだ。それを見て俺は興味を引かれた。

「ライザーさんってハンバーグが好きなのか！　イメージないな！」

　俺がそう言うとライザーは途と端たんに顔を赤くする！

「なんだと、赤せき龍りゆう帝てい！　ハンバーグはうまいだろうがっ！　貴様こそ、ハンバーグに味み噌そ汁しるだと!?　これだから元人間は野や蛮ばんな組み合わせで食事をするから困る！」

「なんですと!?　ハンバーグに味噌汁は合うじゃねぇか！」

　日本人なめんな！　米と味噌汁があれば大たい概がいのものをおかずにできるんだぞ！　焼き鳥にはそれがわからないんだ！

「もう、イッセーさまもお兄さまもハンバーグでケンカしないでください！」

　レイヴェルが俺とライザーの間に入って制止しようとする！

「我、ハンバーグ好き」

「……俵ハンバーグは至高です」

　その横ではオーフィスと小猫ちゃんが黙もく々もくと料理を口に運んでいた。他の席ではシトリー眷けん属ぞくが楽しげに食事をしていたが匙さじだけ終始テンションが低かった。

　憧れのヒトにエロエロと認識されてもいいじゃないか！　俺だってたくましく生きていけてるんだからさ！

　でも、なんだかこんなに平和で楽しい食事は久しぶりかもしれない。

　ま、その間、俺たちに注がれるお客さんからの好奇な視線が絶えなかったけどね！　さっきの放送で俺たちの情報が知しれ渡わたってしまっているからな……。

　しかし、偶ぐう然ぜんとはいえ、ビックリするぐらい顔見知りが集まる休日のデパートだったな……。悪あく魔ま率高すぎるだろう、このデパート……。

　これも龍りゆう神じんさまのご加護だったりして？　いや、まさかね。

「最後は百均に寄っていきましょうか！　今日は良いことがあったので奮発して五百円分、商品を買いたいと思います！」

　戦利品を誇ほこらしく掲かかげながら目を輝かがやかせるロスヴァイセさん。オーフィス曰いわく、幸が薄そうで貧乏くさい銀髪のお姉さん。……合ってるよね。

　……今日、一番買い物を堪たん能のうしているのはロスヴァイセさんだと思った。







その３、∞インフイニテイな「New Life.」




　デパート内の放送は後日、学校でもなぜか広まり、少しの間、俺たちは「デパートを騒さわがせた高校生の夫婦とその家族」として話題になってしまった。

　もちろん、誤解だったわけだが……。店内放送がそれだけおもしろかったってことだろうな！　恥ずかしいったらありゃしない！

「イッセー！　リアス先輩との間に子供がいるってどういうことだ!?」

「おまえ、作ったのか!?　高校生で出で来きちゃった結けつ婚こんか!?　許さん！」

　松田、元浜のバカ二人だけがしつこく追いかけてきたけどさ！

　だけど、とうのオーフィスは買い物が楽しそうだったし、パンツも無事に穿はいた。

　そして、リアスもとてもうれしそうだった。いろいろあって恥ずかしかったけど、皆の普ふ段だん見られないところも見られたし、買い物は大成功だったかな！

　松田と元浜からなんとか逃にげ出した俺。いつの間にか、旧校舎のそばに来ていた。

　ふと見上げると、二階の窓からオーフィスが外の風景を眺ながめていた。

　あいつ、学校に来ちゃったのか。たまに魔ま方ほう陣じんを介かいして学校に来ちゃうんだよな……。まあ、旧校舎から出るようなことは今のところないんだけどさ。

　そのオーフィスと目が合った。

「イッセー、今日は晴れ」

　曇くもりひとつない青空を眺めて、龍神はそう口にする。

「……我、ここに来てから人間界の空、よく見るようになった。かも」

　……こいつの故郷、次元の狭間はざまは万まん華げ鏡きようの中身みたいな空間が広がる場所だった。

「なあ、オーフィス。こっちの空はおまえの故郷と比べてどうだ？」

　俺の質問に無限と呼ばれた龍神は静かに微笑ほほえむ。

「悪くない」

　そっか。悪くないか。なら、大だい丈じよう夫ぶだよ、きっと。おまえはここにいられる。

　ここにはおまえをいじめる奴やつなんていないんだからさ。蛇へびだって誰だれも求めないぜ？

「また、デパート行こうな」

「それは楽しみ」

　ああ、本当、オーフィスといると大変だけど──その分、楽しめそうだ。








Infinity Underwear.2









　──ということがあったんだよな。

　あの買い物が、もう一年前のことだっていうんだから驚おどろくもんだ。

　母さんと龍神姉妹が洗せん濯たく物ものを干している光景を見守りつつ、思い出を振ふり返かえっている俺だったけど、今度は九重くのうが屋上に上がってくる姿を視認する。

　九重も洗せん濯たくかごを持ってきていた。

「私も干すぞ、フィス殿どの、リース殿！」

　そう言うなり、踏ふみ台だいを使って物もの干ほし竿ざおに自分の洗濯物を干していく。

「洗濯、干す」

「ほす」

「干すのじゃ」

　談笑しながら洗濯物を干しているオーフィス、リリス、九重の姿を見ていると、癒いやされるね。この時間だけは、平和を強く感じる。

　そんな風に微笑ましく、三人娘を眺めていたら、ふいに俺の前に洗濯かごを置かれた。

　俺の前に来ていた母さんが俺に言う。

「あんたの分もあるんだから、手伝いなさいな」

「了りよう解かい」

　俺は席を立ち、自分の洗濯物が入ったかごを手に持って物干し台のほうに向かったのだった。

　それは平和な一時のやり取りだった──。








あとがき






　どうも皆みなさん。石いし踏ぶみ一いち榮えいです。

　今回は久しぶりの短編集となりました。前回の「ＤＸ．４」が『アザゼル杯カツプ』の２試合を全書き下ろしで描えがくというものだったので、本格的な短編集としては「ＤＸ．３」以来、１年半ぶりとなります。

　前巻である『真ハイスクールＤ×Ｄ』２巻のあとがきで「次は真Ｄ×Ｄ３巻」とアナウンスしたのですが、どうして短編集である「ＤＸ．５」になったのかはあとがきの後半でお話しします。

　それでは、まずは各エピソードの解説を致いたします。雑誌掲けい載さい分と補完的な書き下ろしエピソードを変則的に大体交こう互ごに収録してます。




『蘇よみがえるか？ 不死鳥』──時系列・無印版17～19巻の間

　ライザーの『僧侶ビシヨツプ』枠わくは、レイヴェルが移籍トレードしたことで空いていたので、それについてのお話でした。とはいえ、かなりカオスな内容ですね……。河童かつぱが出てきたり、雪ゴリラが出てきたり、名古屋コーチンが出てきたり、バップルくんが出てきたり……。読んでみると勢いで押し切っていて、そこが懐なつかしく思います。




『Unknown Dictator.』──時系列・『アザゼル杯』予選中

　フェニックス繫つながりのエピソードです。最近本編で噂うわさの機械を操る新規神滅具ロンギヌス『機界アンノウン・皇子デイクテイター』についての設定掘ほり下げ書き下ろしＳＳ。初めてアメリカのエージェントを出したと思います。たまにはＣＩＡとか出してもいいかと思って出しました。マグナスのイメージはマーベル作品の飛行系ヒーローです。

『不死鳥フエニツクス』チームに入っちゃいましたけど、シーグヴァイラと相性が良さそう。

　マグナス・ローズについては、いずれ本編でも出す予定です。




『ペンドラゴンさん家のメイドさん』──時系列・無印版17～19巻の間

　アーサーとルフェイの設定を掘り下げようとして書いた一編です。エレインさんは、本編で露つゆほども語られていないので、私もこのエピソードを読み直すまでどんなヒトか大たい概がい忘れてました。今後生かせれば生かしていきたい。




『Collbrandコールブランド.』──時系列・『アザゼル杯』予選後

『ペンドラゴンさん家のメイドさん』を読み直して書こうと思った書き下ろしＳＳです。

　アーサーとエレインのその後と、新規神滅具ロンギヌスである『深潭のアルフエツカ蓋世王冠・タイラント』について言げん及きゆうしたお話。『機界アンノウン・皇子デイクテイター』の所有者をＣＩＡにしたので、じゃあ、『深潭のアルフエツカ蓋世王冠・タイラント』の所有者は英国イギリスの王族関連にしてみようかなと思ったしだいです。いずれ、ルフェイ編で取り上げようと思ってます。これは、その序章的なお話かな。

　書いていてなんですが、アーサーがんばれって思いました。




『英才教育お泊とまり会』──時系列・無印版17～19巻の間

　トスカのことを掘り下げようと思った一編です。本編でもあまり登場しない娘こなので、このエピソードを読んで彼女に思いを馳はせてくれたら幸いです。

　しかし、桐生きりゆうは……教育に悪い！　でも、アーシアをはじめ、教会関係者の女子と仲良くなるエキスパートなので、やはり活かつ躍やくしちゃいましたね。

　最後のリアスとトスカのやり取りが、作者の私も好きです。




『ごーうぇすと！』──時系列・無印版17～19巻の間

　ヴァーリの話を書こうと思って書きました。ヴァーリを書くとなると、西遊記関連が絡からみやすいので、じゃあ、現猪ちよ八はつ戒かいと現沙さ悟ご浄じようを出そうと。この二人はこのエピソードが初出です。沙悟浄といえば、日本だと河童か否かということもあるので、当然のごとく、サラマンダー・富とみ田たが登場しました。

　というか、「ＤＸ．５」を通して読むと黒くろ歌かの出番が多いですね。




『Salamander Tomita.』──時系列・『アザゼル杯』予選後

「ＤＸ．５」の構成（入れるエピソード）を決めたあとで全体を読み直すと、とにかく、サラマンダー・富田が目立つ！　というか、短編ではよく名前が出るし、初登場時も黒歌と戦っていたし……グリゴリの怪かい人じんだし……。

　生みだした私自身もこの河童がよくわかりませんが、妙みような魅み力りよくがあると思い、ノリと勢いでヴァーリチームの補欠メンバーにしました。これで原作版西遊記と日本版西遊記のメンバーを再現できますね。

　この河童の口調が話によって違ちがうことは私も気づいてますが、口調を直さないのも面白いかなと思い、あえて直してません。

　ちなみに妖よう怪かいのなかでも超ちよう絶ぜつ天才河童なので、登場するたびに強くなってます。ということにしました。正直、私も最上級河童とかわけわかんねぇよ……。




『お姫ひめ様たちのIKEBANA』──時系列・無印版22巻辺り（リアスへのプロポーズ後）

　個人的に非常にＤ×Ｄの短編っぽくて気に入ってます。

　とにかく、わけのわからない要素ですべてを面白おかしくしてやろうと思って書いたお話ですね。やはり、シーグヴァイラは短編向きなキャラです。

　ただ、驚おどろいたことに木場がしれっと自然と女体化していて……。たまに女の子になってしまう木場なので、作者自身もこいつが男なのか女なのかわからなくなるときもあります。




『Kimono Girl?』──時系列・『アザゼル杯』予選中

　トスカのことを書き下ろしでも書きたくなったＳＳですね。イッセーの女体化は想像もつかないので、絶対にやらないと思います。




『黒歴史の白はく龍りゆう皇』──時系列・無印版24巻後

　同一シエアード世界観・ワールドの『堕天の狗神 -SLASHDØG-』を本格的に刊行スタートしたこともあり、本編でも絡みのある刃狗スラツシユ・ドツグチームと氷姫のラヴィニアを出そうと思ったお話です。ラヴィニアを出すとなると、ヴァーリも出さなきゃねと。24巻で出ていた黒歴史ノートの補完的なエピソードにもなっております。

　七なな滝だる詩求子シグネは、雑誌掲載時には登場せず、今巻に収録の際に加筆しました。独立具現型の四し凶きよう「饕とう餮てつ」が三体いますが、『堕天の狗神 -SLASHDØG-』を読んでいる方からするとおそらく一番驚いた場面かなと思います。

　この経けい緯いは『堕天の狗神 -SLASHDØG-』の続きか、真Ｄ×Ｄで語れればと思います。

　刃狗スラツシユ・ドツグチーム（協力者含ふくめ）は他にもいるので、そのうちにＤ×Ｄ時系列でも出していこうと思います。




『Restaurant.』──時系列・『アザゼル杯』本戦中

　書き下ろしの一編で、最新の時系列です。イッセー眷けん属ぞくになったばかりのイングヴィルドも出てきてますね。幾いく瀬せ鳶とび雄おがコックをするレストランの話が、『黒歴史の白龍皇』でも語られたので補完的にＳＳを書き下ろしました。普ふ段だん見られないヴァーリや曹そう操そうの日常も書きました。

　ヴァーリと相席していた童どう門もん玄げん武ぶは『堕天の狗神 -SLASHDØG-』からの出張です。ヴァーリとの関係が気になる方は『堕天の狗神 -SLASHDØG-』もチェックしてみてください。




『スーパーヒーロートライアル』──時系列・無印版24～25巻辺り

　新生英えい雄ゆう派について語ろうと思ったエピソードです。以前、柴しば又また（と柴又帝たい釈しやく天てん）に取材に行ったことがありまして、そのときにこういうのをやろうと思っていました。

　聖せい槍そう使いの清せい掃そう員いんというお茶目な曹操がいたりしましたが、新規メンバーに桃もも太た郎ろうがいたり、孔こう明めいがいたりと、また楽しい布ふ陣じんになってきましたね。




『Infinity Underwear.1』──時系列・『アザゼル杯』本戦中

　最新の時系列です。このあとの『はじめてのおつかい』について、過去を振ふり返る体で収録したほうが、初めて読む方にわかりやすいだろうなと編集さんと話し合って、挿そう入にゆうした小話です。ただでさえ、時系列が入り乱れてますので。

　エロエロなイッセーだって、屋上で独りでコーラを読みたくなるときもあります。




『はじめてのおつかい』──時系列・無印版12巻直後

　ドラゴンマガジンに12・５巻という形で中編として、一冊丸々の付録になったお話です。

　オーフィスが兵ひよう藤どう家に来たので、どうやって住ませようかと皆が四苦八苦するエピソードですね。アーシアのおっぱいが普ふ通つうだった頃ころです。このあとからグングン成長します。

　このお話、この「ＤＸ．５」で一番古い原げん稿こうでして、２０１２年のものなので、約７年前の原稿です。そうなると、もう文体やら、イッセーの心情やらが現在とちょっと違ったりして、新しん鮮せんであると同時に作者の私自身の年ねん齢れいによる積み重ねも感じました。

　この頃のイッセーと、自分の文章は若いな……と思ってしまった私は、ちょっと老けちゃったのかな。三十代前半と後半では、考え方、物の見え方が少し変わりますからね。

　年齢的な意味でアザゼルやアジュカに親近感が湧わくこの頃です。




『Infinity Underwear.2』──時系列・『アザゼル杯』本戦中

『Infinity Underwear.1』のその後です。何事もない平和な日常を数ページで書くのもいいものです。

　──と、各エピソードの解説は以上です。




　さて、あとがきの始めにお話しした、「なぜ真Ｄ×Ｄ３巻から『ＤＸ．５』になったのか」の経緯についてですが……。

　現在、私は高血圧の治ち療りようをしております。去年、過労で体調を大きく崩くずしたからです。

　実は、前巻の真Ｄ×Ｄ２巻を執しつ筆ぴつ中（去年秋頃）に体調が崩れまして、頭痛が頻ひん発ぱつし、動どう悸きが激しく、疲つかれて寝ねたいのに眠ねむれないという辛つらい状じよう況きように陥おちいっていました。

　その後、出張先で体調が悪化し、病院に直行しました。検査を行った結果、大病ではなかったのですが、高血圧だと診しん断だんされました。

　一時期、血圧が２００近くまで上がっていまして、仕事中の頭痛、動悸、不ふ眠みん等々体の不調が続いていたのも、過労からの高血圧が原因だったようです。

　さらに首と肩かた、腕うでにかけて不調（痛み）が見つかりました。こちらは首の骨に異常がありました。パソコンをずーっと同じ姿勢で見ているのを長期間していたためです。

　現状、血圧と首の異常を薬で治療しつつ、静養もしております。

　血圧に関して、早期に治療を開始できたのは不幸中の幸いでした。もう少し遅おそければ、もしかしたら、過労も相まって脳や心臓に深刻な症しよう状じようを出していたかもしれません。

　２０１８年はＤ×ＤとSLASHDØGの執筆＋４度目のアニメ「ハイスクールＤ×Ｄ　ＨＥＲＯ」放送＋Blu-ray & DVDの特典小説「ハイスクールＤ×Ｄ０ゼロ」執筆＋作品10周年記念本＋各種取材＋各種チェック＋トークイベントと過去最高の仕事量となり、それに私の体が耐たえられなかったのです。

　そのため、２０１８年の年末と２０１９年の年始は治療と静養をしておりました。長編を書けるだけの体力が無くなってしまったからです（特にアクションシーンを書く体力がまだ万全ではありません）。それが今回、本編から短編集になった理由です。

　とはいえ、これが出ている頃にはかなりマシな状態になっているとは思います。続きとなります真ハイスクールＤ×Ｄ３巻と 『堕天の狗神 -SLASHDØG-』４巻は必ず書きますので、お待ちくださいますようよろしくお願い致いたします。




　という私の体調の事情をお話ししたところで、謝辞をば。

　みやま零ゼロさま、担当編集Ｔさま、今回も大変なお世話と共にご迷めい惑わくをおかけ致しました。




　次回こそ、真ハイスクールＤ×Ｄ３巻をお送りできればと思っております。そのためにも体調を整えて、執筆の調子を少しでも戻もどしていきたいです。

　真Ｄ×Ｄ３巻は前回のアナウンス通り、新京都編であり、九重（と八坂）編となっております。どうぞ、お待ちくださいませ。
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